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令和７年度江戸川水防事務組合水防計画 

 

第１章 総則 

 

1.1 目的 

この計画は、水防法（昭和24年法律第193号。以下「法」という。）第４条の規定に基づき、

埼玉県知事から指定された指定水防管理団体たる江戸川水防事務組合が、同法第 33 条第１項

の規定に基づき、水防事務の調整及びその円滑な実施のために必要な事項を規定し、次の河川

の区域に対する洪水等の水災を警戒し、防御し、及びこれによる被害を軽減し、もって公共の

安全を保持することを目的とする。 

 

河川名 区   域 距離 
管轄県土整備 

事務所 

管轄河川 

事務所 

江戸川

右 岸 

自 春日部市西親野井346番地5地先 

至 三郷市高州4丁目149番地1地先 
32㎞ 

越谷県土整備

事務所 

江戸川河川 

事務所 

 

1.2 用語の定義 

主な水防用語の定義は、次のとおりである。 

（１）水防管理団体 

水防の責任を有する市町村又は水防に関する事務を共同に処理する水防事務組合若しく

は水害予防組合をいう（法第２条第２項）。 

（２）指定水防管理団体 

水防上公共の安全に重大な関係のある水防管理団体として知事が指定したものをいう（法

第４条）。 

（３）水防管理者 

水防管理団体である市町村の長又は水防事務組合の管理者若しくは長若しくは水害予防

組合の管理者をいう（法第２条第３項）。 

（４）消防機関 

消防組織法（昭和 22 年法律第 226 号）第９条に規定する消防の機関（消防本部、消防署

及び消防団）をいう（法第２条第４項）。 

（５）消防機関の長 

消防本部を置く市町村にあっては消防長を、消防本部を置かない市町村にあっては消防団

の長をいう（法第２条第５項）。 

（６）水防団 

法第６条に規定する水防団をいう。 

（７）量水標管理者 

量水標、験潮儀その他の水位観測施設の管理者をいう（法第２条第７項、法第 10 条第３
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項）。 

都道府県の水防計画で定める量水標管理者は、都道府県の水防計画で定めるところにより、

水位を通報及び公表しなければならない（法第12条）。 

（８）水防協力団体 

水防に関する業務を適正かつ確実に行うことができると認められる法人その他法人でな

い団体であって、事務所の所在地、構成員の資格、代表者の選任方法、総会の運営、会計に

関する事項その他当該団体の組織及び運営に関する事項を内容とする規約その他これに準

ずるものを有しているものとして水防管理者が指定した団体をいう（法第36条第１項）。 

（９）洪水予報河川  

国土交通大臣又は都道府県知事が、流域面積が大きい河川で、洪水により国民経済上重大

又は相当な損害が生じるおそれがあるものとして指定した河川。国土交通大臣又は都道府県

知事は、洪水予報河川について、気象庁長官と共同して、洪水のおそれの状況を基準地点の

水位又は流量を示して洪水の予報等を行う（法第10条第２項、法第11条第１項、気象業務

法（昭和27年法律第165号）第14条の２第２項及び第３項）。 

（10）水防警報 

国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水、津波又は高潮により国民経済上重大又は相当な

損害が生じるおそれがあると認めて指定した河川、湖沼又は海岸（水防警報河川等）につい

て、国土交通大臣又は都道府県の知事が、洪水、津波又は高潮によって災害が起こるおそれ

があるとき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう（法第２条第８項、法第16

条）。 

（11）水位周知河川 

国土交通大臣又は都道府県知事が、洪水予報河川以外の河川で洪水により国民経済上重大

又は相当な損害が生じるおそれがあるものとして指定した河川。国土交通大臣又は都道府県

知事は、水位周知河川について、当該河川の水位があらかじめ定めた氾濫危険水位（洪水特

別警戒水位）に達したとき、水位又は流量を示して通知及び周知を行う（法第13条）。 

（12）水位到達情報 

水位到達情報とは、国土交通大臣又は都道府県知事が指定した水位周知河川において、あ

らかじめ定めた氾濫危険水位（特別警戒水位）への到達に関する情報のほか、氾濫注意水位

（警戒水位）、避難判断水位への到達情報、氾濫発生情報のことをいう。 

（13）水防団待機水位（通報水位） 

量水標の設置されている地点ごとに都道府県知事が定める水位で、各水防機関が水防体制

に入る水位（法第12条第１項に規定される通報水位）をいう。 

水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高潮のおそれがある場合において、量水標

等の示す水位が水防団待機水位（通報水位）を超えるときは、その水位の状況を関係者に通

報しなければならない。 

（14）氾濫注意水位（警戒水位） 

水防団待機水位（通報水位）を超える水位であって、洪水又は高潮による災害の発生を警
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戒すべきものとして都道府県知事が定める水位（法第 12 条第２項に規定される警戒水位）

をいう。水防団の出動の目安となる水位である。 

量水標管理者は、量水標等の示す水位が氾濫注意水位（警戒水位）を超えるときは、その

水位の状況を公表しなければならない。 

（15）避難判断水位 

市町村長の高齢者等避難発令の目安となる水位であり、住民の氾濫に関する情報への注意

喚起となる水位。 

（16）氾濫危険水位 

洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の起こるおそれがある水位をいう。市町

村長の避難指示の発令判断の目安となる水位である。水位周知河川においては、法第 13 条

第１項及び第２項に規定される洪水特別警戒水位に相当する。 

 （17）洪水特別警戒水位 

法第 13 条第１項及び第２項に定める洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位。氾濫

危険水位に相当する。国土交通大臣または都道府県知事は、指定した水位周知河川において

この水位に到達したときは、水位到達情報を発表しなければならない。 

（18）重要水防箇所 

堤防の決壊、漏水、川の水があふれる等の危険が予想される箇所であり、洪水等に際して

水防上特に注意を要する箇所をいう。 

（19）洪水浸水想定区域 

洪水予報河川及び水位周知河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸

水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、想定し得る最大規模の降雨に

より当該河川において氾濫が発生した場合に浸水が想定される区域として国土交通大臣又

は都道府県知事が指定した区域をいう（法第14条）。 

 （20）浸水被害軽減地区 

   洪水浸水想定区域内で輪中堤防その他の帯状の盛土構造物が存する土地（その状況がこれ

に類するものとして国土交通省令で定める土地を含む。）の区域であって浸水の拡大を抑制

する効用があると認められる区域として水防管理者が指定した区域をいう（法第15条の６）。 

 

1.3 水防の責任等  

水防に関係する各主体について、水防法等に規定されている責任及び義務は次のとおりであ

る。 

（１） 県の責任 

県内における水防管理団体が行う水防が十分行われるように確保すべき責任を有する（法

第３条の６）。具体的には、主に次のような事務を行う。 

①指定水防管理団体の指定（法第４条） 

②水防計画の策定及び要旨の公表（法第７条第１項及び第７項） 

③水防管理団体が行う水防への協力（河川法第22条の２） 
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④都道府県水防協議会の設置（法第８条第１項） 

⑤気象予報及び警報、洪水予報の通知（法第10条第３項） 

⑥洪水予報の発表及び通知（法第11条第１項、気象業務法第14条の２第３項） 

⑦量水標管理者からの水位の通報及び公表（法第12条） 

⑧水位到達情報の通知及び周知（法第13条第２項及び第３項） 

⑨洪水予報又は水位到達情報の通知の関係市町村長への通知（法第13条の４） 

⑩洪水浸水想定区域の指定、公表及び通知（法第14条） 

⑪都道府県大規模氾濫減災協議会の設置（法第15条の10） 

⑫水防警報の発表及び通知並びに水防警報河川等指定したときの公示（法第16条第１項、

第３項及び第４項） 

⑬水防信号の指定（法第20条） 

⑭避難のための立退きの指示（法第29条） 

⑮緊急時の水防管理者、水防団長又は消防機関の長への指示（法第30条） 

⑯水防団員の定員の基準の設定（法第35条） 

⑰水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第40条） 

⑱水防管理団体に対する水防に関する勧告又は助言（法第48条） 

 （２）水防管理団体の責任 

管轄区域内の水防を十分に果たすべき責任を有する（法第３条）。具体的には、主に次の

ような事務を行う。 

①水防団の設置（法第５条） 

②水防団員等の公務災害補償（法第６条の２） 

③平常時における河川等の巡視（法第９条） 

④水位の通報（法第12条第１項） 

⑤浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置（法第15

条） 

⑥避難確保計画又は浸水防止計画を作成していない地下街等の所有者又は管理者への必

要な指示、指示に従わなかった旨の公表（法第15条の２） 

⑦避難確保計画を作成していない要配慮者利用施設の所有者又は管理者への必要な指示、

指示に従わなかった旨の公表。要配慮者利用施設の所有者又は管理者より報告を受けた

避難確保計画及び避難訓練の結果についての助言・勧告（法第15 条の３） 

⑧浸水被害軽減地区の指定・公示及び通知、標識の設置、土地の形状変更の届出を受理し

た際の通知・届出者への助言又は勧告（法第15 条の６、法第15 条の７、法第15 条の

８） 

⑨予想される水災の危険の周知（法第15 条の11） 

⑩水防団及び消防機関の出動準備又は出動（法第17条） 

⑪緊急通行により損失を受けた者への損失の補償（法第19 条第２項） 

⑫警戒区域の設定（法第21条） 
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⑬警察官の援助の要求（法第22条） 

⑭他の水防管理者又は市町村長若しくは消防長への応援要請（法第23条） 

⑮堤防決壊等の通報、決壊後の措置（法第25条、法第26条） 

⑯公用負担により損失を受けた者への損失の補償（法第28条第３項） 

⑰避難のための立退きの指示（法第29条） 

⑱水防訓練の実施（法第32条の２） 

⑲（指定水防管理団体）水防計画の策定及び要旨の公表（法第33条第１項及び第３項） 

⑳（指定水防管理団体）水防協議会の設置（法第34条） 

㉑水防協力団体の指定・公示（法第36条） 

㉒水防協力団体に対する監督等（法第39条） 

㉓水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第40条） 

㉔水防従事者に対する災害補償（法第45条） 

㉕消防事務との調整（法第50条） 

 （３）国土交通省の責任 

①水防管理団体が行う水防への協力（河川法第22条の２） 

②洪水予報の発表及び通知（法第10条第２項、気象業務法第14条の２第２項） 

③量水標管理者からの水位の通報及び公表（法第12条） 

④水位周知河川の水位到達情報の通知及び周知（法第13条第1項） 

⑤洪水予報又は水位到達情報の通知の関係市町村長への通知（法第13条の４） 

⑥洪水浸水想定区域の指定、公表及び通知（法第14条） 

⑦大規模氾濫減災協議会の設置（法第15 条の９） 

⑧水防警報の発表及び通知（法第16条第１項及び第２項） 

⑨重要河川における都道府県知事等に対する指示（法第31条） 

⑩特定緊急水防活動（法第32条） 

⑪水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第40条） 

⑫都道府県等に対する水防に関する勧告及び助言（法第48条） 

 （４）河川管理者の責任 

①水防管理者に対する浸水被害軽減地区の指定及び市町村長に対する水害リスク情報の把

握に関する情報提供及び助言（法第15 条の12） 

 （５）気象庁の責任 

①気象、津波、高潮及び洪水の予報及び警報の発表及び通知（法第 10 条第１項、気象業

務法第14条の２第１項） 

②洪水予報の発表及び通知（法第 10 条第２項、法第 11 条第１項並びに気象業務法第 14

条の２第２項及び第３項） 

 （６）居住者等の義務 

①水防への従事（法第24条） 

②水防通信への協力（法第27条） 
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 （７）水防協力団体の義務 

①決壊の通報（法第25条） 

②決壊後の処置（法第26条） 

③水防訓練の実施（法第32条の２） 

④業務の実施等（法第36条、第37条、第38条） 

 

1.4 水防計画の作成及び変更 

 （１）水防計画の作成及び変更 

毎年、県の水防計画に応じて、出水期前までに水防計画に検討を加え、必要があると認める

ときは変更を行う。水防計画を変更するときは、あらかじめ、水防協議会に諮るとともに、埼

玉県知事に届け出るものとする。 

（２） 水防協議会の設置 

水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるために、水防協議会を置くものとす

る。 

水防協議会に関し必要な事項は、法第34条に定めるもののほか、条例で定めるものとする。 

  水防協議会の構成は、次の代表者をもって組織する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 江戸川水防事務組合管理者 

委 員 

国土交通省 

江戸川河川事務所 

江戸川河川事務所江戸川上流出張所 

江戸川河川事務所運河出張所 

江戸川河川事務所三郷出張所 

江戸川河川事務所中川出張所 

埼玉県 

東部地域振興センター 

越谷県税事務所 

草加保健所 

越谷県土整備事務所 

総合治水事務所 

中川下水道事務所 

春日部警察署 

吉川警察署 

組合市町 

春日部市 

松伏町 

吉川市 

春日部市消防本部 

吉川松伏消防組合消防本部 

三郷市消防本部 

春日部市庄和消防団 

松伏町消防団 

吉川市消防団 

三郷市消防団 
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（３）大規模氾濫減災協議会 

国土交通大臣が組織する大規模氾濫減災協議会及び知事が組織する都道府県大規模氾濫減

災協議会において取りまとめられた「地域の取組方針」ついては、水防計画へ反映するなどし

て、取組を推進するものとする。 

 

1.5 安全配慮 

水防団自身の安全確保に留意して水防活動を実施するものとする。 

避難誘導や水防作業の際も、水防団員自身の安全は確保しなければならない。 

＜水防団員自身の安全確保のために配慮すべき事項＞ 

・水防活動時にはライフジャケットを着用する。 

・水防活動時の安否確認を可能にするため、通常のものが不通の場合でも利用可能な通信機器

を携行する。 

・水防活動は、ラジオを携行する等、最新の気象情報を入手可能な状態で実施する。 

・指揮者は、水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防止するため団員を随

時交代させる。 

・水防活動は原則として複数人で行う。 

・水防活動を行う範囲に応じて監視員を適宜配置する。 

・指揮者又は監視員は、現場状況の把握に努め、水防団員の安全を確保するため、必要に応じ、

速やかに退避を含む具体的な指示や注意を行う。 

・指揮者は水防団員等の安全確保のため、予め活動可能な時間等を水防団員等へ周知し、共有

しなければならない。 

・指揮者は、活動中の不測の事態に備え、退避方法、退避場所、退避を指示する合図等を事前

に徹底する。 

・出水期前に、洪水時の堤防決壊の事例等の資料を水防団員全員に配付し、安全確保のための

研修を実施する。 
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第２章 水防組織 

 2.1 江戸川水防事務組合の水防組織 

水防に関係のある警報・注意報等の発表又は地震等の発生等により、洪水のおそれがあると

認められるときから洪水のおそれがなくなったと認められるときまで、三郷市役所に水防本部

を設置し、次の組織で事務を処理する。 

 

水 
防 
本 
部 
 
三 
郷 
市 

本 部 長 管 理 者 

 

 
副 本 部 長 危 機 管 理 監 

本 部 付 

 
消 防 長 

消 
 
 
防 
 
 
本 
 
 
部 

消 
 
防 
 
団 
 
・ 
 
水 
 
防 
 
団 

危機管理防災課長 

正 副 消 防 団 長 

 

 

 

支 部 支 部 長 支 部 付 

 

吉 川 市 副 管 理 者 

市 民 生 活 部 長 

危 機 管 理 課 長 

正 副 消 防 団 長 

吉 川 松 伏 
消 防 組 合 消 防 長 

 

支 部 支 部 長 支 部 付 

松 伏 町 副 管 理 者 

総 務 課 長 
正 副 消 防 団 長 
吉 川 松 伏 
消 防 組 合 消 防 長 

 

 

支 部 支 部 長 支 部 付 

春日部市 副 管 理 者 

消 防 長 
消 防 本 部 総 務 課
消 防 団 担 当 課 長 

正 副 消 防 団 長 
 

本部長は、水防本部及び支部を設置した時はその旨を次の機関へ連絡するものとする。 

機 関 名 連 絡 先 

国土交通省江戸川河川事務所 ０４（７１２５）７３３２ 災害対策室直通 

埼玉県越谷県土整備事務所 ０４８（９６４）５２２１ 
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第３章 重要水防箇所 

重要水防箇所は、堤防の決壊、漏水、川の水があふれる等の危険が予想される箇所であり、洪

水等に際して水防上特に注意を要する箇所である。 

国土交通省管理河川における重要水防箇所の設定基準は、資料２のとおりであり、水防区域内

の設定箇所及び氾濫した場合に氾濫水が水防区域内に到達する設定箇所は、資料４のとおりであ

る。 

 また樋門、樋管等の一覧は、資料３のとおりである。 

 県管理河川の重要水防箇所については、河川管理者等との合同点検に水防団も参加するなど、

水防団との重要水防箇所に係る情報共有を図ることが望ましい。 

 

第４章 予報及び警報 

 4.1 気象庁が行う予報及び警報 

 （１）気象台が発表又は伝達する注意報及び警報 

熊谷地方気象台長は、気象等の状況により洪水のおそれがあると認められるときは、その

状況を関東地方整備局長及び知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、

これを一般に周知させるものとする。 

水防活動の利用に適合する（水防活動用）注意報及び警報は、指定河川洪水予報を除き、

一般の利用に適合する注意報、警報及び特別警報をもって代える。なお、水防活動の利用に

適合する特別警報は設けられていない。 

水防活動の利用に適合する注意報、警報の種類と対応する一般の利用に適合する注意報、

警報、特別警報の種類及びそれらの発表基準は、次のとおりである。 

 

水防活動の利

用に適合する

注意報・警報 

一般の利用に適

合する注意報・

警報・特別警報 

概要 

水防活動用 

気象注意報 
大雨注意報 大雨による災害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

気象警報 

大雨警報 
大雨による重大な災害が発生するおそれがあると予想した

とき 

大雨特別警報 
大雨が特に異常であるため重大な災害が発生するおそれが

著しく大きいと予想したとき 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

大雨、長雨、融雪などにより河川が増水し、災害が発生する

おそれがあると予想したとき 

水防活動用 

洪水警報 
洪水警報 

河川の上流域での降雨や融雪等により河川が増水し、重大な

災害が発生するおそれがあると予想したとき 

 ※一般の利用に適合する洪水の特別警報は設けられていない。
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（大雨注意報・大雨警報発表基準） 

種類 
基 準 

市町 表面雨量指数基準 土壌雨量指数基準 

大雨注意報 

三郷市 １１ １１７ 

吉川市 １０ １１７ 

松伏町 １３ ８７ 

春日部市 １２ ８４ 

大雨警報 

三郷市 １８ ― 

吉川市 １７ ― 

松伏町 １７ １２７ 

春日部市 １７ １２２ 

備考 

大雨注意報及び大雨警報は上記基準に達すると予想される場合に発表される。 

（大雨特別警報発表基準） 

大雨特別警報 台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想される場合 

（洪水注意報・洪水警報発表基準） 

種類 

基 準 

市町 流域雨量指数基準 複合基準 
指定河川洪水予報に

よる基準 

洪水注意報 

三郷市 大場川流域＝9.1 
大場川流域＝(5,6.8) 

中川流域＝(10,24.3) 

中川[吉川] 

江戸川[野田] 

吉川市 大場川流域＝5.2 

大場川流域＝(8,4.0) 

中川流域＝(8,18.5) 

江戸川流域＝(8,10.8) 

中川[吉川] 

中川中流部[牛島] 

新方川[増林] 

江戸川[野田] 

松伏町  
大落古利根川流域＝

(10,14.2) 

中川[吉川] 

中川中流部[牛島] 

大落古利根川[杉戸] 

江戸川[野田] 

春日部市 
中川流域＝17 

会之堀川流域＝6.3 

新方川流域＝(6,6.0) 

大落古利根川流域＝

中川中流部[牛島] 

新方川[増林] 
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隼人堀川流域＝6.5 

倉松川流域＝9.6 

(9,10.2) 

中川流域＝(6,17) 

会之堀川流域＝(6,5.4) 

隼人堀川流域＝(6,6.5) 

倉松川流域＝(6,9.6) 

大落古利根川[杉戸] 

江戸川[西関宿] 

洪水警報 

三郷市 大場川流域＝11.4 大場川流域＝(16,7.5) 
中川[吉川] 

江戸川[野田] 

吉川市 大場川流域＝6.5 
大場川流域＝(8,6.3) 

中川流域＝(14,20.6) 

中川[吉川] 

中川中流部[牛島] 

元荒川[三野宮] 

新方川[増林] 

大落古利根川[杉戸] 

江戸川[野田] 

松伏町  
大落古利根川流域＝

(10,15.8) 

中川[吉川] 

中川中流部[牛島] 

新方川[増林] 

大落古利根川[杉戸] 

江戸川[西関宿・野田] 

春日部市 

中川流域＝21.3 

会之堀川流域＝7.9 

隼人堀川流域＝8.2 

倉松川流域＝12.0 

大落古利根川流域＝

(9,11.3) 

会之堀川流域＝(14,6.0) 

隼人堀川流域＝(9,7.4) 

中川中流部[牛島] 

元荒川[三野宮] 

新方川[増林] 

大落古利根川[杉戸] 

利根川上流部[栗橋] 

江戸川[西関宿・野田] 

備考 

１．「○○川流域＝7.1」は、「○○川流域の流域雨量指数7.1以上」を意味する。 

２．複合基準は、（表面雨量指数,流域雨量指数）の組み合わせによる基準値を示しており、「○○川流域

＝（△△,○○）」は、「○○川流域の表面雨量指数△△以上かつ流域雨量指数○○以上」を意味する。 

３．「指定河川洪水予報による基準」の「○○川[△△]」は、洪水注意報にあっては、「○○川に発表さ

れた指定河川洪水予報において、△△基準観測点で氾濫注意情報の発表基準を満たしている場合に

洪水注意報を発表する」ことを意味し、洪水警報にあっては、「○○川に発表された指定河川洪水予

報において、△△基準観測点で氾濫警戒情報又は氾濫危険情報の発表基準を満たしている場合に洪

水警報を発表する」ことを意味する。 

４．洪水注意報及び洪水警報は上記基準に達すると予想される場合に発表される。 

 

（２）警報等の伝達経路及び手段（気象・洪水に関する注意報・警報） 

   伝達経路及び手段は、資料１のとおり。 
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4.2 洪水予報河川における洪水予報 

 (１）種類及び発表基準 

知事は、国土交通大臣が指定した河川について洪水予報の通知を受けたとき、又は知事が

指定した河川について洪水予報をしたときは、水防管理者及び量水標管理者に通知するとと

もに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知する。 

また、避難のための立退きの指示の判断に資するため、大臣が指定した河川については大

臣から、知事が指定した河川については知事から、関係市町村の長にその通知に係る事項を

通知する。 

発表する情報の種類、発表基準は、次のとおりである。 

種 類 発表基準 

氾濫注意情報 

（洪水注意報） 

・氾濫注意水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれるとき 

・氾濫注意水位以上で、かつ避難判断水位未満の状態が継続していると

き 

・避難判断水位に到達したが、水位の上昇が見込まれないとき 

・氾濫危険情報又は氾濫警戒情報を発表中に、避難判断水位を下回った

場合（氾濫注意水位を下回った場合を除く） 

・氾濫警戒情報発表中に、水位の上昇が見込まれなくなったとき（氾濫

危険水位に達した場合を除く） 

氾濫警戒情報 

（洪水警報） 

・氾濫危険水位に到達すると見込まれるとき 

・避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれるとき 

・氾濫危険情報を発表中に、氾濫危険水位を下回ったとき（避難判断水

位を下回った場合を除く） 

・避難判断水位を超える状態が継続しているとき（水位の上昇の可能性

がなくなった場合を除く） 

氾濫危険情報 

（洪水警報） 

・急激な水位上昇によりまもなく氾濫危険水位を超え、さらに水位の上

昇が見込まれるとき 

・氾濫危険水位に到達したとき 

・氾濫危険水位を超える状態が継続しているとき 

氾濫発生情報 

（洪水警報） 

・氾濫が発生したとき 

・氾濫が継続しているとき 

氾濫注意情報解除 

（洪水注意報解除） 

・氾濫発生情報、氾濫危険情報、氾濫警戒情報又は氾濫注意情報を発表

中に、氾濫注意水位を下回り、氾濫のおそれがなくなったとき 
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 （２）国土交通省と気象庁が共同で行う洪水予報 

  ①洪水予報を行う河川名、区域 （資料7） 

河川 基準地点 
実   施   区   域 発表を 

行う者 左   岸 右   岸 

江戸川 西関宿 
野 田 

利根川の分派点から 
海まで 
（旧川を除く） 

利根川の分派点から 
海まで 
（旧川を除く） 関東地方 

整備局 
江戸川 
河川事務所 ※参考 

中川 吉 川 

埼玉県北葛飾郡松伏町 

大字下赤岩字内膳堀内下 

1647の１地先から 

東京都葛飾区 

高砂2丁目55の3地先まで 

埼玉県北葛飾郡松伏町大字 

下赤岩字大落向 

937の1地先から 

東京都葛飾区 

青戸2丁目623の1地先まで 

 

②洪水予報の対象となる基準観測所（資料7） 

河川名 区域 観測所 

水防団 

待機水位 

(指定水位) 

(ｍ) 

氾濫 

注意水位 

（警戒水位）

(ｍ) 

避難判断 

水位    

(ｍ) 

氾濫 

危険水位 

（洪水特別警戒

水位） 

(ｍ) 

水 位 標 零 

点 高     

江戸川 

利根川の分派点

から海まで 

（旧川を除く） 

西関宿 ４.５０ ６.１０ ８.１０ ８.９０ YP.+8.500m 

野 田 ４.６０ ６.３０ ８.５０ ９.１０ YP.+3.500m 

※参考 中川 吉 川 ３.３０ ３.６０ ４.３０ ４.７０ AP. 0.000m 

 

  ③洪水予報の担当官署 

予報区域名 担当官署 

江戸川 国土交通省関東地方整備局、気象庁大気海洋部 

※参考 中川 
国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所、 

熊谷地方気象台、気象庁大気海洋部 

 

  ④洪水予報の発表形式 

 発表形式は、様式１のとおり。 
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 ⑤洪水浸水想定区域 

予報区域名 洪水浸水想定区域 

江戸川 

五霞町、幸手市、杉戸町、野田市、流山市、松戸市、市川市、松伏町、

吉川市、三郷市、葛飾区、江戸川区、さいたま市、春日部市、草加市、

越谷市、八潮市、久喜市、船橋市、浦安市、足立区 

※参考 中 川 
松伏町、吉川市、葛飾区、三郷市、越谷市、草加市、八潮市、足立区、

江戸川区 

 

  ⑥洪水予報の伝達経路及び手段 

   伝達経路及び手段は、資料１のとおり。 

 

（２）県と気象庁が共同で行う洪水予報 

①洪水予報を行う河川名、区域 

河川名 区 域 

 

※参考 

中川 

 

右岸  春日部市牛島１３２３－１地先（倉松川合流点）から 

北葛飾郡松伏町下赤岩字掛井堀中通１８７６－１地先まで 

左岸  春日部市下柳１１６７地先から 

北葛飾郡松伏町下赤岩内膳堀内上１６７２－１地先まで 

②洪水予報の対象となる基準観測所 

河川名 観測所名 地先名 水防団 

待機水位 

（通報水位） 

 

氾濫注意 

水位 

（警戒水位） 

 

避難判断 

水位 

 

氾濫危険 

水位 

（特別警戒水位） 

※参考 

中川 

牛島 春日部市 

藤塚 

A.P５.２０m A.P５.８５m A.P６.１５m A.P６.２５m 

 

③洪水予報の担当官署 

河川名 担当官署 

※参考 

中川 

埼玉県県土整備部河川砂防課、熊谷地方気象台 

 

④洪水予報の発表形式 

発表形式は、様式１のとおり。 
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⑤洪水浸水想定区域 

河川名 洪水浸水想定区域 

※参考 中川 

 

春日部市、越谷市、吉川市、三郷市、松伏町 

 

⑥洪水予報の伝達経路及び手段 

伝達経路及び手段は、資料１のとおり。 

 

4.3 水位周知河川における水位到達情報 

（１）種類及び発表基準 

知事は、国土交通大臣が指定した河川について水位到達情報の通知を受けたとき、又は知事が 

指定した河川について、水位が氾濫危険水位（法第13 条第１項及び第２項に規定される洪水特

別警戒水位）に達したときは、その旨を当該河川の水位又は流量を示して水防管理者及び量水標

管理者に通知するとともに、必要に応じて報道機関の協力を求めて、一般に周知させる。 

また、避難のための立退きの勧告又は指示の判断に資するため、大臣が指定した河川について 

は大臣から、知事が指定した河川については知事から、関係市町村の長にその通知に係る事項を 

通知する。 

氾濫注意水位（警戒水位）、避難判断水位への到達情報（氾濫注意水位を下回った場合の情報 

（氾濫注意情報の解除）を含む。）、氾濫発生情報の発表は、可能な範囲で行うこととする。 

発表する情報の種類、発表基準は、次のとおりである。 

種 類 発表基準 

氾濫注意情報 基準地点の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に到達したとき 

氾濫警戒情報 基準地点の水位が避難判断水位に到達したとき 

氾濫危険情報 基準地点の水位が氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）に到達したとき 

氾濫発生情報 氾濫が発生したとき 

 

①水位到達情報の通知の発表形式 

発表形式は、様式２のとおり。 

 

②水位到達情報の伝達経路及び手段 

伝達経路及び手段は、資料１のとおり。 

 

4.4 水防警報 

 4.4.1 安全確保の原則 

     水防警報は、洪水によって災害が発生するおそれがあるとき、水防を行う必要がある旨

を警告するものであるが、危険を伴う水防活動にあたっては、従事する者の安全の確保が図

られるように配慮されたものでなければならない。 
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そのため、水防警報の発表については、水防活動に従事する者の安全確保に配慮して通

知するものとする。 

 

 4.4.2 洪水時の河川に関する水防警報 

  （１）種類及び発令基準 

知事は、国土交通大臣が指定した河川について、水防警報の通知を受けたとき、又は知事

が指定した河川について水防警報をしたときは、関係水防管理者その他水防に関係のある機

関に通知する。 

水防警報の種類、内容及び発表基準は、次のとおりである。 

 

種 類 内 容 発令基準 

待機 

１．増水あるいは水位の再上昇等が予想され

る場合に、状況に応じて直ちに水防機関が出

動できるように待機する必要がある旨を警

告するもの。 
 
２．水防機関の出動期間が長引くような場合

に、出動人員を減らしても差支えないが、水

防活動をやめることはできない旨を警告す

るもの。 

気象予報・警報等及び河川状況等

により、必要と認めるとき。 

準備 

水防に関する情報連絡、水防資器材の整備、

水閘門機能等の点検、通信及び輸送の確保等

に努めるとともに、水防機関に出動の準備を

させる必要がある旨を警告するもの。 

雨量、水位、流量とその他の河川

状況により必要と認めるとき。 

出動 
水防機関が出動する必要がある旨を警告す

るもの。 

〇〇川氾濫注意情報（洪水注意報）

等により、氾濫注意水位（警戒水

位）を超えるおそれがあるとき。 
また水位、流量、その他の河川状

況により必要と認めるとき。 

指示 

水位、滞水時間その他水防活動上必要な状況

を明示するとともに、越水、漏水、法崩れ、

亀裂その他河川状況により警戒を必要とす

る事項を指摘して警告するもの。 

〇〇川氾濫警戒情報（洪水警報）

等により、または既に氾濫注意水

位（警戒水位）を越え、災害のお

こるおそれがあるとき。 

解除 

水防活動を必要とする出水状況が解消した

旨及び当該基準水位観測所名による一連の

水防警報を解除する旨を通告するもの。 

氾濫注意水位（警戒水位）以下に

下降したとき、または氾濫注意水

位（警戒水位）以上であっても水

防作業を必要とする河川状況が解

消したと認めるとき。 

情報 
雨量・水位の状況、水位予測、河川・流域 
の状況等水防活動上必要なもの。 状況により必要と認めるとき。 

※地震による堤防の漏水、沈下等の場合は、上記に準じて水防警報を発表する。 
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（２）国土交通省が行う水防警報 

  ①水防警報を行う河川名、区域（資料８） 

河川名 
基準水位 
観 測 所 

区          域 発表を 
行う者 左   岸 右   岸 

江戸川 

西関宿 
自:幹川分派点 

至:千葉県野田市岡田1084 

地先 

自:幹川分派点 

至:埼玉県春日部市新宿新田 

100番の1地先 

関東地方 
整備局 
江戸川 
河川事務所 

野 田 

自:千葉県野田市東金野井1410

番の1地先 

至:千葉県流山市木8番の2 

地先 

自:埼玉県北葛飾郡松伏町 

築比地2539番の1地先 

至:埼玉県三郷市高州四丁目 

149地先 

※参考 
中川 

吉 川 

自:埼玉県北葛飾郡松伏町大字 

下赤岩字内膳堀内下 

1647番の１地先 

至:大場川合流点 

自:埼玉県北葛飾郡松伏町大字 

下赤岩字大落向 

937番1地先 

至:垳川合流点 

 
  ②水防警報の対象となる基準観測所（資料８） 

河川名 区域 観測所 

水防団 

待機水位 

(指定水位) 

(ｍ) 

氾濫 

注意水位 

（警戒水位）

(ｍ) 

避難判断 

水位    

(ｍ) 

氾濫 

危険水位 

（洪水特別警戒

水位） 

(ｍ) 

計画高 

水位 

(ｍ) 

江戸川 

利根川分

派点から

海まで 

（旧川を

除く） 

西関宿 ４.５０ ６.１０ ８.１０ ８.９０ ９.１２１ 

野 田 ４.６０ ６.３０ ８.５０ ９.１０ ９.３４１ 

※参考 中川  吉 川 ３．３０ ３．６０ ４.３０ ４.７０ ４．７５０ 

 

 ③水防警報の担当官署 

河川名 観測所名 担当官署 

江戸川 
西関宿 

江戸川河川事務所 
野田 

※参考 中 川 吉川 江戸川河川事務所 
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  ④水防警報の発表形式 

発表形式は、様式３のとおり。 

 

⑤水防警報の伝達経路及び手段 

    水防警報の伝達経路及び手段は、資料１のとおり。 
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第５章 水位等の観測、通報 

 

 5.1 水位の観測、通報 

 （１）水位観測所 

江戸川水防事務組合が関係する水位観測所は、江戸川河川事務所が管理する西関宿と野田

の２箇所である。 

 （２）水位の通報 

本部長又は量水標管理者は、洪水のおそれがあることを自ら知り、又は洪水予報の通知を 

受けた場合において、量水標等の示す水位が水防団待機水位（指定水位）を超えるときは、 

その水位の状況を関係者に通報する。 

 （３）水位の把握 

  本部長は、増水が始まったとき以後は、常に国土交通省江戸川河川事務所と連絡を保ち、 

水位を把握する。  
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第６章 気象予報等の情報収集 

気象予報、雨量、河川の水位、潮位、波高等については、以下のウェブサイトでパソコンや携

帯電話から確認することができる。 

（１）気象情報 

 気象庁 http://www.jma.go.jp/ 
（２）雨量・河川水位 

国土交通省 

・川の防災情報 

  

（３）潮位・波高 

気象庁 

・潮位観測情報 https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/34.5/137/&contents=tidelevel 
・海洋の健康診断表・波浪に関するデータ 

https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/shindan/index_wave.html 
（４）土砂 

  埼玉県 

  ・埼玉県土砂災害警戒情報システム 

   パソコン・スマートフォン https://keikai.dosyabousai.pref.saitama.lg.jp/ 
携帯電話 https://keikai.dosyabousai.pref.saitama.lg.jp/mobile/ 
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第７章 排水機場 

 7.1 排水機場の報告及び連絡 

   排水機場の所管事務所は、排水機場を稼働した場合、内水排除用排水機場について稼働開始、 

流入開始時、毎正時及び終了時にその状況を水防本部に報告するものとする。 

  国土交通省所管の排水機場について、水防本部はその状況について緊密な連絡を取らなけれ 

ばならない。 

 

7.2 排水機場の施設概要 

 １ 県管理排水機場（内水排除用排水機場） 

番

号 
排水機場名 河川名 排出先 箇所 

所管 

事務所 

操作事務所

（委託先） 

排水 

能力 

(ｍ3/s） 

施設状況 

（ｍ3/s） 

１ 
大場川下流

排水機場 
大場川 江戸川 三郷市 越谷 

三郷市 

（委託） 
35.0 

5m3/s×1 

15m3/s×2 

２ 
大場川上流

排水機場 
大場川 江戸川 三郷市 越谷 

三郷市 

（委託） 
40.0 

10m3/s×2 

20m3/s×1 

   

２ 国土交通省管理排水機場 

番

号 
排水機場名 河川名 排出先 箇所 所管事務所 

排水 

能力 

(ｍ3/s） 

施設状況（ｍ

3/s） 

１ 
三郷 

排水機場 

中川 

（三郷放水路） 
江戸川 三郷市 

江戸川 

河川事務所 
200 

50m3/s×3 

30m3/s×1 

20m3/s×1 

２ 
庄和 

排水機場 

中川・倉松川 

大落古利根川 

幸松川 

（外郭放水路） 

江戸川 春日部市 
江戸川 

河川事務所 
200 50m3/s×4 
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第８章 通信連絡 

 

 8.1 災害時優先通信の取扱い 

災害等により電話が混み合った場合には、発信規制や接続規制といった通信規制（大規模災 

害時は約90％以上の制限が行われることがある）が行われるため、通常の電話は被災地からの 

発信や被災地への接続が困難となる。これを回避するため、水防上緊急を要する場合、水防関 

係機関は法第 27 条第 2 項及び電気通信事業法（昭和 59 年法律第 86 号）第８条第１項に基

づき、災害時優先通信を利用することができる。 

利用にあたっては、電気通信事業者へ事前の申し込みが必要となるため、必要な電話回線を 

あらかじめ登録しておくとともに、どの電話機が災害時優先通信を利用できるのかをわかるよ 

うにしておく。 

 

8.2 その他の通話施設の使用 

その他一般加入電話による通信不能又は特に緊急を要する場合は、次に掲げる機関の専用電 

話、無線等の通信施設を使用することができる。 

(1) 埼玉県警察本部通信施設 

＊使用の範囲は、水防事務であって緊急、非常の時で他に適当な連絡方法がないときに限る。 

＊通信方法は、埼玉県警察本部経由で河川砂防課を呼び出すこと。 

＊使用の方法は、原則としてその通信内容を書面又は口頭で示し、警察官に通信方法を依頼

すること。但し、質疑を伴うような複雑なものの呼出しは警察官が行い、内容は水防機関

が行うこと。 

＊駐在所等で警察官が不在のとき警察電話を使用するときは、家族の指示を受けて自ら通信 

すること。 

＊警察通信の使用については、管轄警察署長又は県本部にその都度申し出のうえ、警察固有 

の事務に支障なき範囲内において使用すること 

(2) 熊谷気象台通信施設 

(3) 国土交通省関東地方整備局通信施設 

(4) 東日本旅客鉄道株式会社通信施設 

(5) 東京電力株式会社通信施設 
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第９章 水防施設及び輸送  

 

 9.1 水防倉庫及び水防資器材 

 

(1)整備基準 

おおむね堤防延長２㎞に対し１棟の割合で水防倉庫又は代用備蓄場を設け、次表に示す資器 

材を備蓄するよう努めるものとする。 

〈標準資機材表〉 

資 

材 

の
こ
ぎ
り

鋸

 

掛

矢 

シ
ャ
ベ
ル 

ス
コ
ッ
プ 

照

明

器

具 

斧 鎌 縄 

む
し
ろ

筵

 

木

材 
鉄

線 

予

備

土 

竹 

土

の

う 

数 

量 ４ １０ ３０ ３ ５ １０ ２００ 

 

１００ 

 

４ ５０ 
若 

干 

 

１５ 

 

６００ 

 

(2)水防管理者は、資材の確保のため重要水防区域近在の竹、立木、木材等を調査するととも

に、資材確保のため別途定める業者とあらかじめ協議しておき、緊急時調達しうる数量を確認

して、その補給に備えなければならない。また備蓄器材が使用又は損傷により不足を生じた場

合は、直ちに補充しておくものとする。 

 

(3)水防管理者は、水防管理団体及び水防協力団体の備蓄資器材では不足するような緊急事態

に際して、国の応急復旧用資器材又は県の備蓄資器材を使用する場合には、国土交通省江戸川

河川事務所長又は埼玉県越谷県土整備事務所長の承認を受けるものとする。 

 

(4)組合の現有施設及び備蓄資器材 

① 水防倉庫 

 設 置 場 所 建築面積 建築年度 

１ 春日部市西金野井１０４３番地１ １３㎡ 平成 ８年 

２ 松伏町築比地２０７５番地４ １３㎡ 平成１０年 

３ 吉川市吉屋５２５番地９ １３㎡ 平成１１年 

４ 三郷市鷹野１丁目４９５番地 １３㎡ 平成１３年 

５ 三郷市茂田井１２８５番地１ １５㎡ 平成１６年 

６ 三郷市田中新田２７３番地４ １５㎡ 平成２２年 

７ 松伏町大字金杉字舟戸４７８番地２ １４㎡ 平成２３年 

８ 春日部市上吉妻字根水８３３番地１ １４㎡ 平成２７年 

 

㎏ 枚 本 ㎏ 袋 本 
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② 備蓄資器材 

 

鋸 

掛

矢 

鉄
ハ
ン
マ
ー 

ス

コ

ッ

プ 

ツ

ル

ハ

シ 

斧 

丸

太 

鉄 
     

杭 

Ｐ
Ｐ
ロ
ー
プ 

土 

の 

う 

１
ｔ
土
の
う 

ペ

ン

チ 

発

電

機 

コ
ー
ド
リ
ー
ル 

照

明

具 

排
水
ポ
ン
プ 

ゴ
ム
ボ
ー
ト 

バ
ン
セ
ン
㎏ 

春日部市 8 28 8 60 15 7 65 630 24 12,900 120 3 1 2 5 1 1 150 

松伏町 10 18 11 58 12 12 28 230 16 3,700 60 2 1 5 5 0 1 20 

吉川市 5 13 7 30 5 10 40 548 0 3,800 60 2 1 5 4 1 1 100 

三郷市 13 30 9 60 8 6 70 652 16 10,300 180 4 2 6 10 7 1 56 

現有量 36 89 35 208 40 35 203 2,060 56 30,700 420 11 5 18 24 9 4 326 

＊ 樹木、竹、土等の資材の場所、数量も、あらかじめ把握しておくものとする。 

 

 9.2 輸送の確保 

非常の際、資器材、作業員その他の輸送を確保するため、構成市町の地域防災計画において

緊急輸送道路等の輸送経路を定めておくものとする。 

  

資
材
名 

保
管
市
町 (巻) (袋) (袋) 
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第 10 章 水防活動 

 

 10.1 水防配備 

 （１）非常配備 

水防活動の利用に適合する予報及び警報等の発表があり洪水のおそれがあると認められ

るときから、その危険が解消されるまでの間は非常配備により水防事務を処理するものとす

る。 

 

第１ 種別及び発令基準 

種  別 基     準 水 防 事 項 

準 備 体 制 

・水防警報の「待機」又は「準備」が伝達された
とき。 

・江戸川の水位が水防団待機水位（西関宿4.50ｍ、
野田4.60ｍ）に達し、なお上昇の恐れがあると
き。 

・非常体制第１配備を解除したとき。 

・水防に関する情報連絡 
・水防資器材の整備点検 
・通信及び輸送の確保 
・その他水防活動上必要
と認める事項 

非 
 
常 
 
体 
 
制 

第１配備 

・水防警報の「出動」が伝達されたとき。 
・江戸川の水位が氾濫注意水位（西関宿6.10ｍ、
野田6.30ｍ）に達したとき。 

・非常体制第２配備を解除したとき。 

・重要水防箇所の巡視 

第２配備 
・江戸川の氾濫注意水位を越えて、なお上昇の恐
れがあるとき。 

・非常体制第３配備を解除したとき。 

・指示事項に基づく活動 
・堤防の巡視 

第３配備 
・組合管内に相当な被害が発生する恐れがあり、
本部長が必要と認めたとき。 

・万全な水防体制をとる 

 
第２ 配備要員 

 
本部長 
支部長 

本部付 
支部付 

消防団員 
水防団員 

団 員 数 
(令和７年４月１日) 

準備体制  各 １ 
分団長

以 上 三 郷 市 ２８９名 

吉 川 市 ２６１名 

松 伏 町  ９５名 

春日部市 １７５名 

計   ８２０名 

非

常

体

制 

第１配備 副本部長１ 全 員 １/３の団員 

第２配備 全 員 全 員 １/２の団員 

第３配備 全 員 全 員 全   員 

＊ 第３配備後、なお増員を必要とする場合は、本部長は適宜に各支部長に出動命令を発令する。 
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（２）水防団の非常配備 

①水防区域の水防団出動区分（資料９） 

河
川
名 

市
町
名 

水 防 区 域 
延 長 

（ ㎞ ） 

担 当 

分 団 

江 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川 

春 
 
 
 
 
 

日 
 
 
 
 
 

部 
 
 
 
 
 

市 

支 部 付   

杉戸･春日部境 
 

宝珠花橋 
1.2 5 

宝珠花橋 

 
下吉妻地先 

1.8 1 

下吉妻地先 

 

小平地先 

1.6 2 

小平地先 

 

金野井大橋 

1.4 3 

金野井大橋 

 

江戸川鉄橋 

1.3 6 

江戸川鉄橋 

 
春日部･松伏境 

1.34 4 

松 

伏 

町 
支 部 付   

春日部･松伏境 

 
松伏･吉川境 

4.8 1～7 

吉 
 
 
 

川 
 
 
 

市 

支 部 付   

松伏･吉川境 

 
鍋小路地先 

3.7 1～4 

鍋小路地先 

 
平方新田地先 

2.5 
5, 6 

10,11 

平方新田地先 

 
吉川･三郷境 

2.44 
7,8,9 

12,13 

 

 

 

※ 必要に応じて分団の水防区域を変更し、他

の分団の水防作業を応援させることがあるも

のとする。 

河
川
名 

市
町
名 

水 防 区 域 
延 長 

（ ㎞ ） 

担 当 

分 団 

江 
 

 
 

 
戸 

 
 

 
 

川 

三 
 

 
 

 

郷 
 

 
 

 

市 

支 部 付   

吉川･三郷境 

 
流山橋 

2.6 1, 6 

流山橋 

 
老人福祉 

センター 

2.0 2, 5 

老人福祉 

センター 

 
三郷･葛飾境 

5.3 3, 4 

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～ 

～ 

～ 
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 ②水防団の非常配備 

水防管理者は、水防警報が発せられたとき、水位が氾濫注意水位（警戒水位）に 

達したとき、その他水防上必要があると認められるときは、水防団及び消防機関を 

出動させ、又は出動の準備をさせるものとする。その基準はおおむね次のとおりと 

する。 

 

配備区分 配備基準 配備体制 

待 機 水防に関係のある気象の予報、注意

報及び警報が発表されたとき 

水防団の連絡員を本部に詰めさせ、

団長は、その後の情勢を把握するこ

とに努め、また、一般団員は、直ち

に次の段階に入り得るような状態

におく 

準 備 1.河川の水位が氾濫注意水位（警戒

水位）に達してなお上昇のおそれ

があり、かつ出動の必要が予測さ

れるとき 

2.気象状況等により高潮及び津波

の危険が予想されるとき 

水防団の団長及び班長は、所定の詰

所に集合し、資器材及び器具の整備

点検、作業員の配備計画に当たり、

ダム、水閘門、樋門及びため池等の

水防上重要な工作物のある箇所へ

の団員の派遣、堤防巡視等のため、

一部団員を出動させる 

出 動 1.河川の水位がなお上昇し、出動の

必要を認めるとき 

2.潮位が満潮位に達し、なお上昇の

おそれがあるとき 

水防団の全員が所定の詰所に集合

し警戒配備につく 

指示 氾濫注意水位（警戒水位）を超え、

災害のおこるおそれがあるとき 

水防団及び消防団の全員が所定の

詰所に集合し警戒配備につく 

解 除 水防管理者が解除の指令をしたとき 

 

 

10.2 巡視及び警戒 

 （１）平常時 

管理者、水防団長又は消防機関の長（以下この章において「水防管理者等」とい

う。）は、随時区域内の河川を巡視し、水防上危険であると認められる箇所がある

ときは、直ちに当該河川の管理者（以下「河川の管理者」という。）に連絡して必

要な措置を求めるものとする。 

上記に係る連絡を受けた河川の管理者は、必要な措置を行うとともに、措置状況

を水防管理者に報告するものとする。 

河川の管理者が自ら行う巡視等において水防上危険であると認められる箇所を

発見した場合は、必要な措置を行うとともに、措置状況を水防管理者に報告するも

のとする。 

水防管理者等が、出水期前や洪水経過後、重要水防箇所又は洪水箇所、その他必

要と認める箇所の巡視を行う場合には、第１２章に定める河川管理者の協力のほか、

必要に応じて、河川の管理者に立会又は共同で行うことを求めることができるもの
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とする。 

   この際、水防団員等が立会又は共同で行うことが望ましい。 

 （２）出水時 

洪水 

水防管理者等は、県から非常配備体制が指令されたときは、河川の監視及び警戒

をさらに厳重にし、重要水防箇所（第３章参照）を中心として巡視するものとする。 

また、次の状態に注意し、異常を発見したときは直ちに水防作業を実施するとと

もに、越谷県土整備事務所長及び河川の管理者に連絡し、越谷県土整備事務所長は

水防本部長に報告するものとする。ただし、堤防が決壊したとき、又は越水・溢水

若しくは異常な漏水を発見したときは、10.7 に定める決壊等の通報及びその後の

措置を講じなければならない。 

①堤防から水があふれるおそれのある箇所の水位の上昇 

②堤防の上端の亀裂又は沈下 

③川側堤防斜面で水当りの強い場所の亀裂又は欠け崩れ 

④居住地側堤防斜面の漏水又は飽水のよる亀裂及び欠け崩れ 

⑤排・取水門の両軸又は底部よりの漏水と扉の締まり具合 

⑥橋梁その他の構造物と堤防との取り付け部分の異状 

 

 10.3 水防作業 

水防作業を必要とする異常事態が発生したときは、被害を未然に防止し、又は被害

の拡大を防ぐため、堤防の構造、流速、護岸、浸水域及び近接地域の状態等を考慮し

て最も適切な工法を選択し実施するものとする。水防作業を必要とする異常状態を大

別してそれに適する工法の説明は、資料５のとおりである。 

その際、水防団員は自身の安全が確保できる場所までの避難完了に要する時間を考

慮して、水防団員が自身の安全確保ができないと判断したときには、自身の避難を優

先する。 

 

10.4 緊急通行 

（１）緊急通行 

水防のため緊急の必要がある場所に赴くときは、水防団長、水防団員及び消防機

関に属する者並びに水防管理者から委任を受けた者は一般交通の用に供しない通

路又は公共の用に供しない空地及び水面を通行することができる。 

（２）損失補償 

緊急通行の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、時価によりその損

失を補償するものとする。 

 

 10.5 警戒区域の指定 

  （１） 警戒区域の指定 

水防上緊急の必要がある場所においては、水防団長、水防団員又は消防機関に属
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する者は、警戒区域を設定し、水防関係者以外の者に対して、その区域への立ち入

りを禁止し、若しくは制限し、又はその区域からの退去を命ずることができるもの

とする。 

また、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者がいないとき、又はこれらの者

の要求があったときは、警察官は、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者の

職権を行うことができるものとする。なお、警察官がこの職権を行った場合は、速

やかに、その旨を水防管理者に通知するものとする。 

（２）警戒区域の指定の要求 

 警戒区域の指定に係る要求は、様式４－１によって行うものとする。但し緊急の

場合は、電話連絡によるものとし、後日文書を提出する。 

 （３）水防管理者への通知 

   警戒区域の指定に係る措置実施状況を水防管理者に通知する方法は、様式４－２

のとおりとする。 

 

 10.6 避難のための立退き 

（１）立退きの指示 

洪水により著しい危険が切迫していると認められるときは、水防管理者は、必要

と認める区域の居住者に対し、避難のため立ち退くべきことを指示することができ

る。この場合、当該区域を管轄する警察署長にその旨を通知するものとする。 

（２）警察署長への通知 

水防管理者が避難のための立退きを指示した場合の警察署長への通知は、 

様式４－３によって行うものとする。 

（３）越谷県土整備事務所長への報告 

水防管理者は、避難のための立ち退きを指示した場合は、その状況を越谷県土

整備事務所長に速やかに報告するものとする。 

（４）避難計画の作成 

水防管理者は、当該区域を管轄する警察署長と協議の上、あらかじめ危険が予想

される区域について、避難計画を作成し、避難場所、避難経路、その他必要な事項

を定め、一般に周知しておくものとする。 

 

 10.7 決壊・漏水等の通報及びその後の措置 

（１）決壊・漏水等の通報 

水防に際し、堤防その他の施設が決壊したとき、又は越水・溢水若しくは異常な

漏水が発生したときは、水防管理者、水防団長、消防機関の長又は水防協力団体の

代表者は、直ちに関係者（関係機関・団体）に通報するものとする。 

通報を受けた河川管理者は水防上危険であるかどうか確認を行い、危険が認めら

れる場合には市町村の長に避難情報の発令に資する事象として情報提供するもの

とする。 

特に、暫定堤防区間における危険水位が現況堤防高から余裕高を引いた（スライ
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ドダウンを行わない）高さを原則として設定されていることから、断面不足等に起

因する漏水等に関する危険情報が洪水予報や水位到達情報に反映されていない（第

４章参照）。 

そのため、河川管理者は、自らが管理する堤防の漏水に関する危険情報が関係者

に直ちに通報されるよう、出水期前に、洪水時における堤防等の監視、警戒及び連

絡の体制・方法を関係者と確認しておくものとする。 

（２）決壊・漏水等の通報系統 

通 報 区 域 
通報 
責任者 

受報 
責任者 

通 信 連 絡 方 法 

河
川
名 

岸 

別 

区   域 基 本 系 予 備 系 

江
戸
川 

右 

岸 

埼玉県春日部市
管内堤防 

江戸川水防 
事務組合 
管理者 

江戸川河川 
事務所長 

加入電話で 
直接連絡する 

加入電話で江
戸川上流出張
所経由で連絡
する 

〃 〃 埼玉県北葛飾郡 
松伏町管内堤防 〃 〃 〃 〃 

〃 〃 埼玉県吉川市 
管内堤防 〃 〃 〃 

加入電話で運
河出張所経由
で連絡する 

〃 〃 埼玉県三郷市 
管内堤防 〃 〃 〃 

加入電話で三
郷出張所経由
で連絡する 

※
参
考 

中
川 

左
右
岸 

埼玉県吉川市、 
松伏町管内堤防 

吉川市及び 
松伏町 
管理者 

〃 〃 
加入電話で中
川出張所経由
で連絡する 

左 

岸 

埼玉県三郷市 
管内堤防 

三郷市 
管理者 〃 〃 

加入電話で三
郷出張所経由
で連絡する 

通報先の関係市町村については、河川の管理者が氾濫（決壊又は溢流）想定地点

（例えば、浸水想定区域を指定した河川については、浸水解析で設定した氾濫想定

地点）ごとに氾濫水の到達が想定される市町村を整理し、事前に関係水防管理団体

に提示することとする。 

 （３）決壊等後の措置 

堤防その他の施設が決壊したとき、又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生し

たときにおいても、水防管理者、水防団長、消防機関の長及び水防協力団体の代表

者は、できる限り氾濫による被害が拡大しないよう努めるものとする。 
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10.8 水防配備の解除 

 （１）水防管理団体の非常配備の解除 

水防管理者は、水位が氾濫注意水位以下に減じ、かつ危険がなくなったとき、水防

警報が解除されたとき等、自らの区域内の水防活動の必要がなくなったと認めたとき

は、水防の非常配備体制を解除し、これを一般に周知するとともに関係機関に通知す

るものとする。 

なお、配備を解除したときは、越谷県土整備事務所を通じ県水防本部に報告するも

のとする。 

 （２）水防団の非常配備の解除 

水防団の非常配備の解除は、水位が下降して水防活動の必要がなくなり、水防管理

者が配備解除の指令をしたときとする。それまでは、水防団員は自らの判断等により

勝手に部署を離れてはならない。 

解除後は、人員、資器材及び作業箇所を点検し、その概要を直ちに報告する。また、

使用した資器材は、手入れして所定の位置に設備する。 

 

 

 

 

 

（３）解除基準 

種  別 基          準 

準 備 体 制 
・水防警報の「待機」又は「準備」の解除通報が伝達されたとき。 
・江戸川の水位が水防団待機水位（西関宿 4.50ｍ、野田 4.60ｍ）を

下回り、上昇する恐れがないとき。 

非 
 
常 
 
体 
 
制 

第１配備 

・水防警報の「出動」が解除されたとき。 
・江戸川の水位が氾濫注意水位（西関宿 6.10ｍ、野田 6.30ｍ）を下

回ったとき。 
・非常体制第１配備から非常体制第２配備に移ったとき。 

第２配備 
・江戸川の水位が犯濫注意水位を越えているが、上昇する恐れがな 
いとき。 

・非常体制第２配備から非常体制第３配備に移ったとき。 

第３配備 
・被害が拡大する恐れがなく、本部長が第３配備をとる必要がない
と認めたとき。 
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第 11 章 水防信号、水防標識等 

 

 11.1 水防信号 

法第２０条に規定された水防信号は、次のとおりである。 

第１信号 氾濫注意水位（警戒水位）に達したことを知らせるもの 

第２信号 水防団員及び消防機関に属する者の全員が出動すべきことを知らせる 

もの 

第３信号 当該水防管理団体の区域内に居住する者が出動すべきことを知らせる 

もの 

第４信号 必要と認める区域内の居住者に避難のため立ち退くべきことを知らせ 

るもの 

 

※地震による堤防の漏水、沈下等の場合及び津波の場合は、上記に準じて取り扱う。 

  警 鐘 信 号 
サイレン信号 

（余いん防止符） 
事  項 

第１ 

信号 

○休止 ○休止 ○休止 約 

5 秒 15 秒 5 秒 15 秒 5 秒 15 秒 

○－休止 ○－休止 ○－休止 

 

通報水位に達したことを知

らせるもの 

 

第２ 

信号 

 

○－○－○ ○－○－○ 約 

5 秒 6 秒 5 秒 6 秒 5 秒 6 秒 

○－休止 ○－休止 ○－休止 

 

水防団員及び消防機関に属

する者の全員が出動すべき

ことを知らせるもの 

 

第３ 

信号 

 

○－○－○－○ ○－○－○－○ 約 

10 秒 5 秒 10 秒 5 秒 10 秒 5 秒 

○－休止 ○－休止 ○－休止 

 

当該水防管理団体の区域内

に居住する者が出動すべき

ことを知らせるもの 

 

第４ 

信号 

乱打 約 

1 分 5 秒 1 分 5 秒 

○－休止 ○－休止 

 

必要と認める区域内の居住

者に避難のため立ち退くこ

とを知らせるもの 

 

 

備考 １ 信号は適宜の時間継続すること｡ 

２ 必要があれば警鐘信号及びサイレン信号を併用することを妨げないこと。 

３ 危険が去ったときは、口頭伝達により周知させるものとする。 
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 11.2 水防標識 

法第１８条に規定された水防のために出動する車両の標識は、資料６のとおりであ

る。 

 

 11.3 身分証票 

水防計画を作成するため必要な土地に立ち入る場合に携帯する職員の身分証票は、

次のとおりとする。 

  （表） 

第   号 

身分証明書 

住 所 

             氏 名 

             職 名 

 

  上記の者は、水防法第４９条第１項の規定により他人の土地に立ち入ること 

 ができる者であることを証する。 

１ 交付    年  月  日 

２ 有効期限  年  月  日から 

        年  月  日まで 

 

      年  月  日 

                     江戸川水防事務組合 

管理者          印 

 

 （裏） 

（１）本証は水防法第４９条第２項による立入証である。 

（２）本証の身分に変更があったときは速やかに訂正を受けること。 

（３）記名以外の者の使用を禁ずる。 

（４）本証の身分を失ったときは速やかに返還すること。 
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第 12 章 協力及び応援 

 

 12.1 河川管理者の協力及び援助 

  河川管理者等との合同点検に水防団も参加するなど、水防団との重要水防箇所に係

る情報共有を図ることが望ましい。 

（１）国土交通省関東地方整備局長 

河川管理者関東地方整備局長は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、水防管理 

団体が行う水防のための活動への協力及び水防管理者が行う浸水被害軽減地区の

指定等に係る援助を行う。 

＜河川管理者の協力が必要な事項＞ 

① 水防管理団体に対して、河川に関する情報（川の水位、河川管理施設の操作 

状況に関する情報、ＣＣＴＶの映像、ヘリ巡視の画像）の提供 

② 水防管理団体に対して、氾濫（決壊又は溢流）想定地点ごとの氾濫到達市町

村の事前提示、及び水防管理者等から異常な漏水等についての通報を受けた

場合には通報すべき関係者（関係機関・団体）の提示 

③ 堤防が決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生したときは河 

川管理者による関係者及び一般への周知 

④ 重要水防箇所の合同点検の実施 

⑤ 水防管理団体が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

⑥ 水防管理団体及び水防協力団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に 

際して、河川管理者の応急復旧資器材又は備蓄資器材の提供 

⑦ 水防管理団体及び水防協力団体の人材で不足するような緊急事態に際して、 

水防に関する情報又は資料を収集し、及び提供するための職員の派遣 

 ＜河川管理者の援助が必要な事項＞ 

①水防管理者に対して、過去の浸水情報や周辺の地形情報等に鑑み浸水被害の軽

減に有用な盛土構造物等の情報を提供 

②水防管理者に対して、指定しようとする浸水被害軽減地区の有用性について、

過去の浸水情報や河道の特性等に鑑みた助言 

③市町村長に対して、過去の浸水情報の提供や、市町村長が把握した浸水実績等

を水害リスク情報として周知することの妥当性について助言 

④水防管理者が行う浸水被害軽減地区の指定に必要な援助を行う際に、河川協力

団体に必要な協力を要請 

（２）埼玉県知事 

河川管理者埼玉県知事は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、水防管理団体が 

行う水防のための活動に次の協力を行う。  

①  水防管理団体に対して、河川に関する情報（川の水位、河川管理施設の操

作状況に関する情報等）の提供 

② 水防管理団体に対して、氾濫（決壊又は溢流）想定ごとの氾濫到達市町村の

事前提示、及び水防管理者等から異常な漏水等についての通報を受けた場合
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には通報すべき関係者（関係機関・団体）の提示 

③ 堤防が決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生したときは、 

河川管理者による関係者及び一般への周知 

④ 重要水防箇所の合同点検の実施 

⑤ 水防管理団体が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

⑥ 水防管理団体及び水防協力団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に 

際して、河川管理者の応急復旧資器材又は備蓄資器材の提供 

⑦ 水防管理団体及び水防協力団体の人材で不足するような緊急事態に際して、 

水防に関する情報又は資料を収集し、及び提供するための職員の派遣 

 

 12.2 水防管理団体相互の応援及び相互協定 

水防管理団体は、水防に関する水防機関の相互協力応援に関して、必要な事項をあ 
らかじめ協定しておくものとする。 

水防管理団体は、水防機関の相互協力応援について、水防法第２３条第１項に基づ 

き、水防管理者又は消防長が他の水防管理者から応援を求められたときは、自己の防 

衛区域に危険のない限り相互に応援するほか、水防資器材等についても、当該区域に 

おいて調達することの不可能な資器材については、つとめて併用の便を図るものとす 

る。 

 

 12.3 警察官の援助要求 

 （１）警察官の援助要求 

水防管理者は、水防のため必要があると認めるときは、警察署長に対して、警察

官の出動を求めるものとする。 

（２）警察官への援助要求の方法 

   警察官の出動を求める方法は、様式４－４により行うものとする。 

 

 12.4 住民、自主防災組織等との連携 

水防活動の実施に当たっては、地域住民、自主防災組織等と連携を図り、水防のた

め必要があるときは、住民等に水防活動への協力を求めるものとする。 
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第 13 章 費用負担と公用負担 

 

 13.1 費用負担 

水防に要する費用は、法第 41 条により当組合が負担するものとする。 

ただし、他の水防管理団体の応援のために要した費用は、当該応援を求めた水防管

理団体が負担するものとし、水防管理者相互間においてその費用の額及び負担の方法

を協議して定め、協議が成立しない場合は、知事にあっせんを申請するものとする。 

 

 13.2 公用負担 

（１）公用負担 

水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者、水防団長又は消防機関の長は

水防の現場において次の権限を行使することができる。 

①必要な土地の一時使用 

② 土石、竹木その他の資材の使用若しくは収用 

③ 車両その他の運搬用機器の使用 

④ 工作物その他の障害物の処分 

⑤ 排水用機器の使用 

  また、水防管理者から委任を受けた民間事業者等は上記①から⑤（②における収

用を除く。）の権限を行使することができる。 

（２）公用負担権限委任証 

公用負担を命ずる権限を行使する者は、水防管理者、水防団長又は消防機関の長

にあっては、その身分を示す証明書を、その他これらの者の委任を受けた者は、以

下の公用負担権限委任証を携行し、必要がある場合は、これを提示しなければなら

ない。 

 

公用負担権限委任証 

○○○水防団 ○○部長 

   氏 名 

 

  上記のものに  ○○区域における水防法第２８条第２項の権限を委任した 

ことを証明する。 

      年  月  日 

                    江戸川水防事務組合 

管理者            印 
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（３）公用負担命令書 

公用負担を命ずる権限を行使する者は、以下の公用負担命令書を２通作成し、そ

の１通を目的物の所有者、管理者又はこれに準ずる者に交付するものとする。 

 

公用負担命令書 

 第   号 

    種 類     員 数 

    使 用  収 用  処 分 

      年  月  日 

                  江戸川水防事務組合 管理者  

事務取扱者            印 

              殿 

 

（４）損失補償 

  本市は、公用負担の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、時価によ

りその損失を補償するものとする。 
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第 14 章 水防報告等 

 14.1 水防記録 

 水防作業員が出動したときは、水防管理者は、次の記録を作成し、保管するものと

する。 

①天候の状況並びに警戒中の水位観測表 

②水防活動をした河川名及びその箇所 

③警戒出動及び解散命令の時刻 

④水防団員及び消防機関に属する者の出動時刻及び人員 

⑤水防作業の状況 

⑥堤防、その他の施設の異常の有無及びこれに対する処置とその効果 

⑦使用資材の種類及び数量並びに消耗量及び員数 

⑧法第 28 条の規定による公用負担下命の器具、資材の種類、数量及び使用場所 

⑨応援の状況 

⑩居住者出勤の状況 

⑪警察関係の援助の状況 

⑫現場指導の官公署氏名 

⑬立退きの状況及びそれを指示した理由 

⑭水防関係者の死傷 

⑮殊勲者及びその功績 

⑯殊勲水防団とその功績 

⑰今後の水防について考慮を要する点、その他水防管理団体の所見 

 

14.2 水防報告 

  水防報告は、法第 47条第 1項、第 2項に基づき報告を求めるものである。 

西関宿、野田及び吉川基準水位観測所の水防警報「出動」発令時からは水防状況 

  についての情報を、次により報告する。 

(1) 報告先 

市町名 江 戸 川 関 係 連 絡 先  中 川 関 係 連 絡 先  

三郷市 

国土交通省 三郷出張所 
048(952)7015 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 

国土交通省 三郷出張所 
 048(952)7015 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 

吉川市 

国土交通省 運河出張所 
04(7152)0102 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 

国土交通省 中川出張所  
048(962)2634 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 

松伏町 

国土交通省江戸川上流出張所  
048(746)0063 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 

国土交通省 中川出張所 
048(962)2634 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 

春日部市 

国土交通省江戸川上流出張所  
048(746)0063 
埼玉県越谷県土整備事務所 
048(964)5221 
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(2) 報告様式 

 ①水防活動実施報告（様式５－１） 

・水防活動の開始時と終結時に報告する。 

・亀裂、漏水、越水、洗掘等の状況が生じた場合は逐次、情報収集し、報告する。 

・破堤等、重大な状況が生じた場合はすみやかに情報収集し、また情報が入り次

第、報告する。 

②活動内容報告（様式５－２） 

・水防活動の終結時に報告する。 

 

第 15 章 水防訓練 （資料５） 

毎年出水期前に、水防団、消防機関及び水防協力団体その他の水防訓練を実施し、

水防技術の向上を図るものとする。 

また、市町が主催する水防研修や関東地方整備局が主催する水防技術講習会へ水防

団員を参加させる等、積極的に水防知識を身につけさせることとする。 

月 日 河川名 実施場所 関係県土整備事務所 作業種目 

５月下旬 江戸川 
管理区域内 

江戸川右岸堤防 
越谷県土整備事務所 

水防工法 

一般 
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第 16 章 浸水想定区域等における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のた

めの措置 

 

16.1 構成市町の対応 

   本章に掲げる事項については、水防法第１５条に基づき、江戸川水防事務組合構成 

市町において、各市町地域防災計画で対応するものとする。 

 

16.2 洪水対応 

16.2.1 洪水浸水想定区域の指定状況 

国土交通省は、江戸川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を浸水想定区域とし

て指定し、指定の区域及び浸水した場合に想定される水深を公表している。 

河川名 
浸水想定区

域公表時点 

浸水想定区域 

公表 HP アドレス 
関係市町村 作成主体 

江戸川 H29.7.20 

http://www.ktr.mlit.go.jp

/edogawa/edogawa_index008

.html 

五霞町、さいた

ま市、春日部市、

草加市、越谷市、

久喜市、八潮市、

三郷市、幸手市、

吉川市、杉戸町、

松伏町、市川市、

船橋市、松戸市、

野田市、流山市、

浦安市、足立区、

葛飾区、江戸川

区 

国土 

交通省 

中川 

綾瀬川 
H29.7.20 

http://www.ktr.mlit.go.jp

/edogawa/edogawa_index008

.html 

草加市、越谷市、

八潮市、三郷市、

吉川市、松伏町、

足立区、葛飾区、

江戸川区 

国土 

交通省 

 16.2.2 浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置 

市町村防災会議は、洪水予報河川及び水位周知河川について、浸水想定区域の指定

があったときは、市町村地域防災計画において、少なくとも当該浸水想定区域ごとに、

次に掲げる事項について定めるものとする。 
①洪水予報、水位到達情報の伝達方法 
②避難施設その他の避難場所及び避難路その他避難経路に関する事項 
③浸水想定区域内に次に掲げる施設がある場合にあっては、これらの施設の名称及び

所在地 
イ 地下街等（地下街その他地下に設けられた不特定かつ多数の者が利用する施設（地
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下に建設が予定されている施設又は地下に建設中の施設であって、不特定かつ多数

のものが利用すると見込まれるものを含む））でその利用者の洪水時の円滑かつ迅速

な避難の確保及び浸水の防止を図る必要があると認められるもの 
ロ 要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配

慮を要する者が利用する施設）でその利用者の洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保

する必要があると認められるもの 
ハ 大規模な工場その他の施設（イ又はロに掲げるものを除く。）であって国土交通省

令で定める基準を参酌して市町村の条例で定める用途及び規模に該当するもの（大

規模工場等）でその洪水時の浸水の防止を図る必要があると認められるもの（所有

者又は管理者からの申出があった施設に限る。） 
④その他洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な事項 

 
 

16.2.3 洪水ハザードマップ 

市町村長は、洪水浸水想定区域の指定に基づき、当該浸水区域ごとに、洪水予報の

伝達方法、避難場所等円滑かつ迅速な避難の確保を図るため、洪水ハザードマップを

作成し、印刷物を各世帯に配布している。 

また、洪水ハザードマップに記載した事項を、ホームページに掲載し、住民が提供

を受けることができる状態にしている。 

この洪水ハザードマップを有効活用して、平常時からの防災意識の向上と自主的な

避難の心構えを養い、水災時には住民の円滑かつ迅速な避難の確保を図る。 

 

16.2.4 予想される水災の危険の周知等 

市町村長は、洪水予報河川等以外の河川のうち、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確

保することが特に必要と認める河川について、過去の降雨により当該河川が氾濫した

際に浸水した地点、その水深その他の状況を水害リスク情報として把握している。 

把握した水害リスク情報は、浸水実績等を地図上に示した図面の配布、浸水実績等

を付加した洪水ハザードマップの配布、町中の看板・電柱等への掲示等により公表し、

住民等に周知している。 

 

16.2.5 地下街等の利用者の避難の確保及び浸水の防止のための措置に関する計画の

作成等 

法第 15 条第 1 項の規定により市町村地域防災計画に名称及び所在地を定められた

地下街等の所有者又は管理者は、単独で又は共同して、国土交通省令で定めるところ

により、当該地下街等の利用者の洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時の浸

水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成し、これを市(町)

長に報告するとともに、公表するものとする。また、地下街等の利用者の洪水時の円

滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時の浸水の防止のための訓練を行うものとする。さ

らに、自衛水防組織を置き、当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定め
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る事項を市町村長に報告するものとする。 

市町村は、市町村地域防災計画において、地下街等の所有者又は管理者及び自衛水

防組織の構成員への洪水予報等の伝達方法を定めるものとする。 

 

16.2.6 要配慮者利用施設の利用者の避難の確保のための措置に関する計画の作成等 

法第 15 条第１項の規定により市町村地域防災計画に名称及び所在地を定められた

要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該

要配慮者利用施設の利用者の洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要

な訓練その他の措置に関する計画を作成し、これを市町村長に報告するとともに、当

該要配慮者利用施設の利用者の洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保のための訓練を

行い、この結果を市町村長に報告するものとする。さらに、自衛水防組織を置くよう

努めるものとする。 

市町村は、市町村地域防災計画において、要配慮者利用施設の所有者又は管理者及

び自衛水防組織の構成員への洪水予報等の伝達方法を定めるものとする。 

 

16.2.7 大規模工場等における浸水の防止のための措置に関する計画の作成等 

法第 15 条第１項の規定により市町村地域防災計画に名称及び所在地を定められた

大規模工場等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該大規

模工場等の洪水時の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画

を作成するとともに、当該大規模工場等の洪水時の浸水の防止のための訓練を実施す

るほか、自衛水防組織を置くよう努めるものとする。 

  市町村は、市町村地域防災計画において、大規模工場等の所有者又は管理者及び自 

衛水防組織の構成員への洪水予報等の伝達方法を定めるものとする。 

 

16.2.8 浸水被害軽減地区 

浸水被害軽減地区は、水防管理者が浸水の拡大を抑制する効用があると認められる

ものを指定した地区である。 
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第 17 章 水防協力団体 

 

17.1 水防協力団体の指定 

水防管理団体は、下記に規定する業務を適正かつ確実に行うことができると認めら

れる法人その他これに準ずるものとして国土交通省令で定める団体を、その申請によ

り、水防協力団体として指定することができる。また、水防管理団体は水防協力団体

が適正かつ確実な実施を確保するため水防計画に位置付けるとともに、その業務につ

いて報告させることができる。なお、国、都道府県及び水防管理団体は水防協力団体

に対し、その業務の実施に関し必要な情報提供、指導若しくは助言をするものとする。 

 

 

17.2 水防協力団体の業務 

（1）水防上必要な監視、警戒その他の水防活動の協力 

（2）水防に必要な器具、資材又は設備の保管、提供 

（3）水防に関する情報又は資料の収集、提供 

（4）水防に関する調査研究 

（5）水防に関する知識の普及、啓発 

（6）前各号に附帯する業務 

 

17.3 水防協力団体の水防団等との連携 

水防協力団体は、水防団との密接な連携の下に前項の業務を行わなければならない。

また、水防協力団体は、毎年水防団及び消防機関が行う水防訓練に参加するものとす

る。 

 

17.4 水防協力団体の申請・指定及び運用 

水防管理団体は、水防協力団体指定要領を作成し、水防協力団体の申請があった場

合は、指定要領を参考として指定することとする。また指定の際は、合わせて水防協

力団体の名称、住所及び事務所の所在地を公示するものとする。 

水防協力団体の業務の運用にあたっては、業務の適正かつ確実に行われるよう、活

動実施要領の内容を水防管理団体の水防計画に規定する。 
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中川氾濫警戒情報
なかがわ

（警戒レベル3相当情報）
中 川 洪 ⽔ 予 報

報洪� ⽔� 警�

江⼾川河川事務所 気 象 庁 熊⾕地⽅気象台 共同発表
え ど が わ か せ ん じ む し ょ きしょうちょう くまがやちほうきしょうだい

（⾒出し）
中川では、避難判断⽔位に到達し、今後、氾濫危険⽔位に到達す
なかがわ

る⾒込み

（主⽂）
【警戒レベル３相当】これは、⾼齢者等避難の発令の⽬安です。中川の吉川基準観測所

なかがわ よしかわ

（吉川市）では、「避難判断⽔位」に到達しました。今後、「氾濫危険⽔位」に到達する
よ し か わ し

⾒込みで、避難指⽰の発令の⽬安である警戒レベル4相当となる可能性があります。
中川では堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、江⼾川区、草加市、越⾕市、⼋潮市、
なかがわ え ど が わ く そ う か し こ し が や し や し お し

三郷市、吉川市、北葛飾郡松伏町、⾜⽴区、葛飾区では浸⽔するおそれがあります。市
み さ と し よ し か わ し きたかつしかぐんまつぶしまち あ だ ち く か つ し か く

町村からの避難情報に⼗分注意するとともに、適切な防災⾏動をとってください。

（警戒レベル相当情報早⾒表）
中川氾濫警戒情報（警戒レベル3相当情報）

新着・更新 新着
基準観測所 吉川
対象河川 中川

新
着
・
更
新

警戒レベル（ ）相当 3

現況⽔位
3

予測⽔位
新着 江⼾川区 3
新着 草加市 3
新着 越⾕市 3
新着 ⼋潮市 3
新着 三郷市 3
新着 吉川市 3
新着 北葛飾郡松伏町 3
新着 ⾜⽴区 3
新着 葛飾区 3

レベル３⽔位超過

正規

第 ○ 号
）発　　表 （

令 和　○　年　○　⽉　○　⽇ ○ 時　○ 分
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市区町村ごとの警戒レベル相当の数値は、同⼀洪⽔予報区
間内の基準⽔位観測所の受け持ち区間ごとの警戒レベル相
当情報に基づいて、それぞれの氾濫による浸⽔が想定され
る地区が含まれる市区町村に対して⼀律に表⽰しているも
のです。

警戒レベル相当早⾒表の⾒⽅について
[防災⽤語ウェブサイト：早⾒表]
https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/pc/term?
key=hayamihyo

5 警戒レベル５相当
4 警戒レベル４相当
3 警戒レベル３相当
2 警戒レベル２相当

警戒レベル２未満

（⾬量）
多いところで1時間に7ミリの⾬が降っています。

この⾬は今後次第に弱まるでしょう。

流域 03⽇ 04時 00分〜03⽇ 13時 10分
までの流域平均⾬量

03⽇ 13時 10分〜03⽇ 16時 10分
までの流域平均⾬量の⾒込み

中川流域 19 ミリ 4 ミリ

（⽔位または流量）

基準観測所 ⽔位（m）

吉川

（吉川市）

ゼロ点⾼ E.L.=0.00m

03⽇

13:10現在

4.71

14:10予測 15:10予測 16:10予測 17:10予測 18:10予測 19:10予測

警戒レベル3相当

避難判断⽔位 4.30ｍ

氾濫危険⽔位 4.70ｍ

・ゼロ点⾼に関する解説
https://www.river.go.jp/kawabou/glossary/kwb_apend/html/reference.html

（参考）
（受け持ち区間）

基準観測所
吉川

基準観測所

吉川市

受け持ち区間

中川
左岸 埼⽟県北葛飾郡松伏町⼤字下

⾚岩字内膳堀内下1647番の1
地先 から 東京都葛飾区⾼
砂⼆丁⽬55番の3地先

右岸 埼⽟県北葛飾郡松伏町⼤字下
⾚岩字⼤落向937番の1地先 
から 東京都葛飾区⻘⼾⼆丁
⽬623番の1地先

□⾬の情報を知りたい⽅はこちら

今後の⾬（解析⾬量・降⽔短時間予報）
https://www.jma.go.jp/bosai/kaikotan/#zoom:8/lat:35.88416
6700/lon:139.838333300/colordepth:normal/elements:slmcs
&slmcs_fcst&rasrf

□洪⽔予報⽂、川の⽔位を確認したい⽅はこちら

川の防災情報 洪⽔予報画⾯ https://www.river.go.jp/kawabou/pc/rw?
rwtype=10&rwcd=8302800300

4.55 4.684.31 4.73 4.75 4.72
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□河川の氾濫危険度を知りたい⽅はこちら
⽔害リスクライン https://frl.river.go.jp/TopViewMain?header&areacd=83

□氾濫の影響が想定される区域を知りたい⽅はこちら

浸⽔ナビ https://suiboumap.gsi.go.jp/ShinsuiMap/Map//?
x=139.838333300&y=35.884166700&z=13

今後の⾬
（解析⾬量・

降⽔短時間予報）

川の防災情報
洪⽔予報画⾯ ⽔害リスクライン 浸⽔ナビ

問い合わせ先
⽔位関係：国⼟交通省 関東地⽅整備局 江⼾川河川事務所 災害対策室 電話：04-7125-7332
気象関係：気象庁 ⼤気海洋部 予報課 電話：03-6758-3900
気象関係：気象庁 熊⾕地⽅気象台 電話：048-521-0058
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別紙「洪水予報発表文」 
１．中川 

標題 
中川氾濫注意情報 

中川氾濫警戒情報 

中川氾濫危険情報 

中川氾濫発生情報 

中川氾濫発生情報（氾濫水の予報） 

中川氾濫注意情報解除 

中川氾濫注意情報（警戒情報解除） 

種類 
洪水注意報 * 

洪水警報 * 

洪水注意報解除 

洪水注意報（警報解除） 

* 最初の注意報、警報のとき 洪水警報(発表)、洪水注意報(発表)とす

る。

見出し 
1 中川では、氾濫注意水位を下回る 
2 【警戒レベル２相当情報［洪水］に引下げ】中川では、氾濫注意水位を上回る水位が続く見込み 
3 【警戒レベル２相当情報［洪水］に引下げ】中川では、避難判断水位に到達したが、今後、水位は上昇しない見込み 
4 【警戒レベル２相当情報［洪水］】中川では、避難判断水位に到達したが、今後、水位は上昇しない見込み 
5 【警戒レベル２相当情報［洪水］】中川では、当分の間、氾濫注意水位付近の水位が続く見込み 
6 【警戒レベル２相当情報［洪水］】中川では、氾濫注意水位に到達し、今後、水位はさらに上昇する見込み 
7 【警戒レベル３相当情報［洪水］に引下げ】中川では、避難判断水位を上回る水位が続く見込み 
8 【警戒レベル３相当情報［洪水］】中川では、当分の間、避難判断水位付近の水位が続く見込み 
9 【警戒レベル３相当情報［洪水］】中川では、避難判断水位に到達し、今後、水位はさらに上昇する見込み 
10 【警戒レベル３相当情報［洪水］】中川では、避難判断水位に到達し、今後、氾濫危険水位に到達する見込み 
11 【警戒レベル３相当情報［洪水］】中川では、今後、氾濫危険水位に到達する見込み 
12 【警戒レベル４相当情報［洪水］】中川では、当分の間、氾濫危険水位付近の水位が続く見込み 
13 【警戒レベル４相当情報［洪水］】中川では、氾濫危険水位に到達し、氾濫のおそれあり 
14 【警戒レベル４相当情報［洪水］】中川では、急激な水位の上昇により、氾濫のおそれあり 
15 【警戒レベル５相当情報［洪水］】中川では、（堤防決壊による）氾濫が発生中 
16 【警戒レベル５相当情報［洪水］】中川では、（堤防決壊による）氾濫が発生 
17 【警戒レベル５相当情報［洪水］】中川では、（堤防決壊による）氾濫が続く 

主文 
1 中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「氾濫注意水位」を下回りました。 
2 【警戒レベル２相当に引下げ】中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「氾濫注意水位」を上回る水位が続く見込みです。引き続き、洪水に関する情報

に注意して下さい。 
3 【警戒レベル２相当に引下げ】中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「避難判断水位」に到達しましたが、今後、水位は上昇しない見込みです。引き

続き、洪水に関する情報に注意して下さい。 
4 【警戒レベル２相当】中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「避難判断水位」に到達しましたが、今後、水位は上昇しない見込みです。引き続き、洪

水に関する情報に注意して下さい。 
5 【警戒レベル２相当】中川の吉川水位観測所（吉川市）では、当分の間、「氾濫注意水位」付近の水位が続く見込みです。引き続き、洪水に関する情報

に注意して下さい。 
6 【警戒レベル２相当】中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「氾濫注意水位」に到達し、今後、水位はさらに上昇する見込みです。洪水に関する情報

に注意して下さい。 
7 【警戒レベル３相当に引下げ】高齢者等避難の発令の目安に引下げます。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「避難判断水位」を上回る水位が続

く見込みです。引き続き、市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 
8 【警戒レベル３相当】これは、高齢者等避難の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、当分の間、「避難判断水位」付近の水位が続

く見込みです。引き続き、市町村からの避難情報に十分注意するとともに、適切な防災行動をとって下さい。 
9 【警戒レベル３相当】これは、高齢者等避難の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「避難判断水位」に到達しました。今後、水位

はさらに上昇する見込みです。市町村からの避難情報に十分注意するとともに、適切な防災行動をとって下さい。 
10 【警戒レベル３相当】これは、高齢者等避難の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「避難判断水位」に到達しました。今後、「氾

濫危険水位」に到達する見込みで、避難指示の発令の目安である警戒レベル４相当となる可能性があります。中川では堤防決壊等による氾濫のおそ
れがあり、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、北葛飾郡松伏町、足立区、葛飾区、江戸川区では浸水するおそれがあります。市町村からの避
難情報に十分注意するとともに、適切な防災行動をとって下さい。 

11 【警戒レベル３相当】これは、高齢者等避難の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、○○日○○時頃に、「氾濫危険水位」に到達
する見込みで、今後、避難指示の発令の目安である警戒レベル４相当となる可能性があります。中川では堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、草
加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、北葛飾郡松伏町、足立区、葛飾区、江戸川区では浸水するおそれがあります。市町村からの避難情報に十
分注意するとともに、適切な防災行動をとって下さい。 

12 【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、当分の間、「氾濫危険水位」付近の水位が続く見
込みです。中川では堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、北葛飾郡松伏町、足立区、葛飾区、江戸川
区では、浸水するおそれがあります。市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 

13 【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、「氾濫危険水位」に到達しました。中川では堤防決
壊等による氾濫のおそれがあり、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、北葛飾郡松伏町、足立区、葛飾区、江戸川区では浸水するおそれがあ
ります。直ちに、市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 

14 【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。中川の吉川水位観測所（吉川市）では、急激な水位の上昇により、今後、「氾濫危険水位」
を超過する見込みです。中川では堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、北葛飾郡松伏町、足立区、葛
飾区、江戸川区では浸水するおそれがあります。直ちに、市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をと
って下さい。 

15 【警戒レベル５相当】災害が発生しています。中川では、○○市○○地点（△△岸）付近より氾濫しています。 
市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 

16 【警戒レベル５相当】災害が発生しています。中川では、○○市○○地点（△△岸）付近において（堤防決壊による）氾濫が発生しました。 
直ちに、市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 

17 【警戒レベル５相当】災害が発生しています。中川では、○○市○○地点（△△岸）付近より氾濫しています。 
市町村からの避難情報を確認するとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 

※発表文は、上記項目より選択し発表を行う。 
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知事が行う水位情報通知および周知発表文                      

       川 氾濫危険情報 
（水位情報通知） 

埼玉県 県土整備部 河川砂防課 発表 

発表日時 令和  年  月  日   時  分 

発表河川  
発表基準 

観 測 所 
 

発   表   内   容 
 

   日   時   分に     ｍを記録し、 

氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）に達しました。 

水防法第１３条第２項に基づき、通知（周知）します。 

市町村長が発表する避難情報を確認するとともに、各自 

安全確保を図るなど、適切な防災行動をとって下さい。 

〔参考〕発表基準観測所の水位設定 

氾濫危険水位         ｍ 

避難判断水位        ｍ 

第   号 
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様式２



 

 
 

 

 

 

 

  

正規 

※「情報種別」より選択 

→「待機」、「準備」、「出動」、

「解除」 

※（見出し）（現況）及び（発表）文

は別紙「水防警報発表文」を参照 
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様式３
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別紙「水防警報発表文」 

 

（現況） 

○○川の△△水位観測所（▲▲市)の水位は、**日**時**分現在**.**ｍです。 
 

○○川の△△水位観測所（▲▲市)の水位は、 

水防団待機水位 

、 

に達し、上昇しています。 

氾濫注意水位 を横ばいの状態です。 

避難判断水位 を下降しています。 

氾濫危険水位   
 

○○川の△△水位観測所（▲▲市)の水位は、  

水防団待機水位 を上回る見込みです。 

氾濫注意水位 程度の見込みです。 

避難判断水位 を下回る見込みです。 

氾濫危険水位    
 

（被害状況） 

○○地先の堤防に漏水が発生する恐れがあります。 

○○地先の○○に○○が発生する恐れがあります。 
 

（発表） 

水防機関は 

待機 

準備 

出動 

厳重に警戒 

引き続き注意 

体制を強化 

水防警報を解除します。 

 

※上記    は、選択し発表を行う。 
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江水発第    号 
  年  月  日 

 
〇〇警察署⻑ 様 
 

江⼾川⽔防事務組合管理者 

（〇〇市・町扱い） 

警戒区域の指定要求書 
 
 

水防法第 21 条第２項の規定により、下記のとおり要求します。 
 

記 

 
１．警戒区域の設定期間 

令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 
 
 

２．警戒区域の設定範囲 
○○市○○丁⽬○○番地先から〜〜まで 
 
 

３．措置の内容（該当するものに丸印） 
 
立ち入り禁止 
 
立ち入り制限 
 
退去命令 

 
 
 
※連絡先 
〇〇市    〇〇部   〇〇課  担当： 
電話：               FAX： 
メール： 
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様式４－１



 

発    号 
  年  月  日 

 
江⼾川⽔防事務組合管理者 様 

（〇〇市・町扱い） 
 

〇〇警察署⻑ 
 
 

警戒区域の設定結果通知書 
 
 

〇〇年〇〇月〇〇日江水発第〇〇号による警戒区域の指定要求につきまして、 
下記のとおり実施しましたので通知します。 

 

記 

 
１．警戒区域の設定期間 

令和○年○月○日から令和○年○月○日まで 
 
 

２．警戒区域の設定範囲 
○○市○○丁⽬○○番地先から〜〜まで 
 
 

３．措置の内容（該当するものに丸印） 
 
立ち入り禁止 
 
立ち入り制限 
 
退去命令 

 
 
※連絡先 
〇〇警察署  〇〇課  担当： 
電話： 
FAX： 
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様式４－２



 
江水発第    号 
  年  月  日 

 
〇〇警察署⻑ 様 
 

江⼾川⽔防事務組合管理者 
（〇〇市・町扱い） 

 

立退き避難等指示報告書 
 
 

水防法第 2９条の規定により、下記の通り報告します。 
 
 

記 
 
 

指示日時 年  月  日   時  分 

避難情報の種別 
（該当するものに丸印） 

警戒レベル３ 高齢者等避難 
警戒レベル４ 避難指示 
警戒レベル５ 緊急安全確保 

立退き避難を求める 
地域と世帯・人数 〇〇市〇〇丁目〇〇世帯〇〇人 

避難所の開設情報 
（所在地） 

〇〇地区センター  〇〇学校 
（住所）〇〇市〇〇丁目〇〇番地 
※数が多い場合は別紙とする 

 
 
※連絡先 

〇〇市    〇〇部   〇〇課  担当： 
電話：               FAX： 
メール：  
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様式４－３



 
江水発第    号 
  年  月  日 

 
〇〇警察署⻑ 様 
 

江⼾川⽔防事務組合管理者 

（〇〇市・町扱い） 

警察官出動要請書 
 
 

水防法第 22 条の規定により、下記の通り出動を要求します。 
 

記 

１．災害の状況及び援助を要請する事由 
 
 

２．援助を必要とする期間 
 
 

３．援助を希望する人員・車両等の概要 
（１）人員 
 
（２）車両等の種類 
 

４．援助を希望する区域及び活動内容 
（１）区域 
 
（２）活動内容 
 

５．その他参考となるべき事項 
 
 
※連絡先 
〇〇市    〇〇部   〇〇課  担当： 
電話：               FAX： 
メール： 
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様式４－４



合　計

被害箇所

住民の協力

死傷者

避難情報の
発令状況

注　１ 各水防管理団体は、水防を行った箇所毎に作成すること。
2 各水防管理団体は、速やかに所管県土整備事務所を経由して知事に報告すること。
3 平面図、横断図等は適宜添付すること。

堤防　　・　　高水敷　　・　　水門　　・　　樋管　　・　　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

被害状況及び
水防の状況

今後、（大幅に拡大する　・　拡大する　・　小規模にとどまる　・調査中　・不明）と見込まれる

その他消防団員水防団員

出動人員（人）

使用資機材

亀裂　・　漏水　・　法崩れ　・　越水　・　溢水　・　破堤　・　洗掘　・その他（　　　　　　　）

原因は（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　調査中　・　不明　）

川　　　　水位　　　　　　　ｍ

出水の概況

　　　　川　　　左　岸　・　右　岸　　　　　　　　市　　　　　　　　　地先

水防作業の概
況及び工法

自　　　　　　月　　　　　日　　　　時　　　　・　　　　至　　　　　　月　　　　　日　　　　時

作業準備　　・　　作業開始　　・　　作業中　　・　　作業完了

水防実施箇所

日時

連絡先

水防活動実施報告書　　第　　　報

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

水防管理団体名

作成者

課所名

　　　　　　雨量　　　　　　　㎜
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様式５－１



令
和

○
○

年
台

風
○

号
に
お
け
る
水

防
活

動
（
○

○
県

○
○

市
消

防
団

・
令

和
○

○
年

○
月

○
日

～
○

日
）

活
動

時
間

出
動

延
人

数
主

な
活

動
内

容

○
/○

～
○

/○
約

12
時

間
○

名
・
土

の
う
積

み
（
30

0袋
）

・
避

難
誘

導
（
20

世
帯

）
・
排

水
作

業
（
3件

）

○
○

市
消

防
団

は
、
令
和
○
○
年
○
月
○
日
、
台

風
○

号
の

影
響

に
伴

う
集

中
豪

雨
に
際

し
、
延

べ
○

部
隊

○
名

が
出

動
。
市
内
で
は
、
１
時
間
雨
量

１
０
０

㎜
を
超
え
る
豪
雨
に
よ
り
河
川
が
増
水
。
各
地
で
越
水
に
よ
り
床
上
浸
水
等
の
被
害
を
受
け
る
危
険
な
状
況
の
中
、
堤
防
へ
の
土
の
う
積

み
や

住
民

の
避

難
誘

導
、
人

命
救

助
を
行

い
人

的
被

害
の

軽
減

の
た
め
活

動
し
た
。

○
概

要
（
例

）

水
防

活
動

ま
た
は

被
害
状
況
写
真

水
防

活
動

ま
た
は

被
害
状
況
写
真

水
防

活
動

ま
た
は

被
害
状
況
写
真

水
防

活
動

ま
た
は

被
害
状
況
写
真

水
防
活
動
実
施
箇
所

地
図

○
○

川
左

岸
（
○

○
地

先
）

堤
防

巡
視

○
○

川
左

岸
（
○

○
地

先
）

積
み

土
の

う
工

○
○

川
右

岸
（
○

○
地

先
）

月
の

輪
工

○
○

地
区

の
浸

水
被

害
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様式５－２



 
 

伝
達

経
路

及
び

手
段

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

洪
水

予
報

 
・

 
 

 
 

水
防

警
報

 
・

 
 

 
水

位
情

報
の

周
知

（
参

考
）

 
 

 

                        

国
土
交
通
省
 

江
戸
川
河
川
事
務
所
 

０
４

（
７

１
２

５
）
７

３
３

２
 

（
災
害
対
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室
直
通
）
 

k
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i 

@
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i
t
.
g
o
.
j
p 

本
部
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郷
市
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課
 

T
E
L
 
０

４
８

（
９

３
０

）
７

８
３

２
 

F
A
X
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令
課
 

T
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L
 
０
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９

５
２

）
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１

１
 

F
A
X
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８

（
９
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２
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１
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支
部
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川
市
市
民
生
活
部
 

危
機
管
理
課
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L
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組
合

本
部

指
令

課
 

T
E
L
 
０

４
８

（
９

８
２

）
３

９
３

１
 

F
A
X
 
０

４
８

（
９

８
２

）
３

９
１

７
 

s
h
i
r
e
i
@
y
o
s
h
i
m
a
t
s
u
-
11
9.
jp

 

支
部
 
 
松
伏
町
総
務
課
 

 
T
E
L
 
０

４
８

（
９

９
１

）
１

８
９

５
 

F
A
X
 
０

４
８

（
９

９
１

）
７

６
８

１
 

s
o
u
m
u
1
0
1
0
2
0
0 

@
t
o
w
n
.
m
a
t
s
u
b
u
s
h
i
.
l
g
.
j
p 

 
休
日
・
夜
間
 

吉
川

松
伏

消
防

組
合

本
部

指
令

課
 

T
E
L
 
０

４
８

（
９

８
２

）
３

９
３

１
 

F
A
X
 
０

４
８

（
９

８
２

）
３

９
１

７
 

s
h
i
r
e
i
@
y
o
s
h
i
m
a
t
s
u
-
11
9.
jp

 

支
部
 
春
日
部
市
消
防
本
部
 

警
防
課
 

T
E
L
 
０

４
８

（
７

３
８

）
３

１
１

１
 

F
A
X
 
０

４
８

（
７

３
８

）
３

２
０

０
 

b
o
s
a
i
@
c
i
t
y
.
k
a
s
u
k
a
b
e
.
l
g
.
j
p
 

 
休
日
・
夜
間
 
 

消
防
本
部
消
防
指
令
課
 

T
E
L
 
 
０

４
８

（
７

３
８

）
３

１
１

１
 

F
A
X
 

０
４

８
（
７

３
５

）
１

５
３

６
 

 

水
防
団
長

 
消
防
本
部
経
由

 
水

防
団

長
 

埼
玉
県
河
川
砂
防
課

 
０

４
８

（
８

３
０

）
５

１
３

７
 

a5
1
2
0
-
0
1
@

p
re

f.
sa

it
am

a.
lg

.j
p
 

越
谷
県
土
整
備
事
務
所

 
０

４
８

（
９

６
４

）
５

２
２

１
 

q
6
4
5
2
2
1
i@

p
re

f.
sa

it
am

a.
lg

.j
p
 

水
防

団
員

 

国
土
交
通
省
 

関
東
地
方
整
備
局
 

０
４

８
（
６

０
０

）
１

４
１

９
 

k
t
r
-
s
a
i
t
a
i
k
a
s
e
n+
a
l
l 

@
g
x
b
.
m
l
i
t
.
g
o
.
j
p 

水
防

団
長

 
水

防
団

長
 

水
防

団
員

 
水

防
団

員
 

水
防

団
員

 

江
戸
川
上
流
出
張
所
 

０
４

８
（
７

４
６

）
０

０
６

３
 

kt
r-

ed
o
ga

a8
0
@

m
lit

.g
o
.j
p
 
 

運
河
出
張
所
 
 
 
 

０
４

（
７

１
５

２
）
０

１
０

２
 

kt
r-

ed
o
ga

a8
1
@

ki
.m

lit
.g

o
.j
p
 

三
郷
出
張
所
 
 
 
 

０
４

８
（
９

５
２

）
７

０
１

５
 

kt
r-

ed
o
ga

a9
1
@

m
lit

.g
o
.j
p
 

58

u27766

資料１



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
重

 
要
 
水

 
防
 

箇
 
所
 

評
 
定

 
基
 
準

 

種
 
 
別
 

水
防

上
最

も
重

要
な

区
間

Ａ
 

水
防

上
重

要
な

区
間

Ｂ
 

要
注

意
区

間
 

越
水
 

 
計
画
高
水
流
量
規
模
の
洪
水
の
水
位
（
高
潮
区
間
の
堤

防
に
あ
っ
て
は
計
画
高
潮
位
）
が
現
況
の
堤
防
高
を
越
え

る
箇
所
。
 

 
計
画
高
水
流
量
規
模
の
洪
水
の
水
位
（
高
潮
区
間
の
堤
防
に

あ
っ
て
は
計
画
高
潮
位
）
と
現
況
の
堤
防
高
と
の
差
が
堤
防
の

計
画
余
裕
高
に
満
た
な
い
箇
所
。
 

 

堤
体

漏
水
 

堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
堤
体
の
変
状
の
履
歴

(
被
災
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
)
が
あ
り
、
類
似
の
変
状

が
繰
り
返
し
生
じ
て
い
る
箇
所
。
 

堤
体
の
土
質
、
法
勾
配
等
か
ら
み
て
堤
防
の
機
能
に
支

障
が
生
じ
る
変
状
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
堤
防

の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
堤
体
の
変
状
の
履
歴
(被

災
状

況
が
確
認
で
き
る
も
の
)
が
あ
る
箇
所
。
 

水
防
団
等
意
見
交
換
を
行
い
、
堤
体
漏
水
が
生
じ
る
可

能
性
が
特
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
。
 

 

堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
堤
体
の
変
状
の
履
歴
(
被
災
状

況
が
確
認
で
き
る
も
の
)
が
あ
り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
、
又
は
堤
防
の
機
能
に
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
進
行

性
が
あ
る
堤
体
の
変
状
が
集
中
し
て
い
る
箇
所
。
 

堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
堤
体
の
変
状
の
履
歴
(
被
災
状

況
が
確
認
で
き
る
も
の
)
は
な
い
が
、
堤
体
の
土
質
、
法
勾
配
等

か
ら
み
て
堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
変
状
の
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
。
 

水
防
団
等
意
見
交
換
を
行
い
、
堤
体
漏
水
が
生
じ
る
可
能
性

が
特
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
。
 

 

基
礎

地
盤
 

漏
水
 

 

堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
基
礎
地
盤
漏
水
に
関
係

す
る
変
状
の
履
歴
(被

災
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
)
が
あ

り
、
類
似
の
変
状
が
繰
り
返
し
生
じ
て
い
る
箇
所
。
 

基
礎
地
盤
の
土
質
等
か
ら
み
て
堤
防
の
機
能
に
支
障
が

生
じ
る
変
状
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
堤
防
の
機

能
に
支
障
が
生
じ
る
基
礎
地
盤
漏
水
に
関
係
す
る
変
状
の

履
歴
(
被
災
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
)が

あ
る
箇
所
。
 

水
防
団
等
意
見
交
換
を
行
い
、
基
礎
地
盤
漏
水
が
生
じ

る
可
能
性
が
特
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
。
 

堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
基
礎
地
盤
漏
水
に
関
係
す
る

変
状
の
履
歴
(
被
災
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
)が

あ
り
、
安
全

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
、
又
は
堤
防
の
機
能
に
支
障
は
生

じ
て
い
な
い
が
、
進
行
性
が
あ
る
基
礎
地
盤
漏
水
に
関
係
す
る

変
状
が
集
中
し
て
い
る
箇
所
。
 

堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
基
礎
地
盤
漏
水
に
関
係
す
る

変
状
の
履
歴
(
被
災
状
況
が
確
認
で
き
る
も
の
)は

な
い
が
、
基

礎
地
盤
漏
水
の
土
質
等
か
ら
み
て
堤
防
の
機
能
に
支
障
が
生
じ

る
変
状
の
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
。
 

水
防
団
等
意
見
交
換
を
行
い
、
基
礎
地
盤
漏
水
が
生
じ
る
可

能
性
が
特
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
。
 

 

水
衝

･
洗

掘
 
 
漏
水
の
履
歴
は
あ
る
が
、
そ
の
対
策
が
未
施
工
の
箇

所
。
 

 
漏
水
の
履
歴
が
あ
り
、
そ
の
対
策
が
暫
定
施
工
の
箇
所
。
漏
水

の
履
歴
は
な
い
が
、
破
堤
跡
又
は
旧
川
跡
の
堤
防
で
あ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
基
礎
地
盤
及
び
堤
体
の
土
質
等
か
ら
み
て
、
漏
水
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
で
、
所
要
の
対
策
が
未
施
工
の
箇

所
。
 

危
険

度
認

定
基

準
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種
 
 
別
 

水
防

上
最

も
重

要
な

区
間

Ａ
 

水
防

上
重

要
な

区
間

Ｂ
 

要
注

意
区

間
 

水
衝
･
洗
掘
 

水
衝
部
に
あ
る
堤
防
の
前
面
の
河
床
が
深
掘
れ
し
て
い

る
が
、
そ
の
対
策
が
未
施
工
の
箇
所
。
 

橋
台
取
り
付
け
部
や
そ
の
他
の
工
作
物
の
突
出
箇
所

で
、
堤
防
護
岸
の
根
固
め
等
が
洗
わ
れ
一
部
破
損
し
て
い

る
が
、
そ
の
対
策
が
未
施
工
の
箇
所
。
 

波
浪

に
よ

る
河

岸
の

決
壊

等
の

危
険

に
瀕

し
た

実
績

が

あ
る
が
、
そ
の
対
策
が
未
施
工
の
箇
所
。
 

水
衝
部
に
あ
る
堤
防
の
前
面
の
河
床
が
深
掘
れ
に
な
ら
な
い

程
度
に
洗
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策
が
未
施
工
の
箇
所
。
 

 

 

工
作

物
 

 
河
川
管
理
施
設
等
応
急
対
策
基
準
に
基
づ
く
改
善
措
置

が
必
要
な
堰
、
橋
梁
、
樋
管
そ
の
他
の
工
作
物
の
設
置
さ

れ
て
い
る
箇
所
。
 

 
橋
梁
そ
の
他
の
河
川
横
断
工
作
物
の
桁
下
高
等
が
計
画

高
水
流
量
規
模
の
洪
水
の
水
位
（
高
潮
区
間
の
堤
防
に
あ

っ
て
は
計
画
高
潮
位
）
以
下
と
な
る
箇
所
｡ 

 
橋
梁
そ
の
他
の
河
川
横
断
工
作
物
の
桁
下
高
等
と
計
画
高
水

流
量
規
模
の
洪
水
の
水
位
（
高
潮
区
間
の
堤
防
に
あ
っ
て
は
計

画
高
潮
位
）
と
の
差
が
堤
防
の
計
画
余
裕
高
に
満
た
な
い
箇

所
。
 

 

工
事

施
工
 

 
 

 
出
水
期
間
中
に
堤
防
を
開

削
す
る
工
事
箇
所
又
は
仮
締

切
り
等
に
よ
り
、
本
堤
に
影

響
を
及
ぼ
す
箇
所
。
 

新
堤
防
･
破
堤

跡
･
旧

川
跡
 
 

 

 
新
堤
防
で
築
造
後
３
年
以
内

の
箇
所
。
 

 
破
堤
跡
又
は
旧
川
跡
の
箇

所
。
 

陸
閘
 

 
 

 
陸
閘
が
設
置
さ
れ
て
い
る

箇
所
。
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          樋門、樋管等の一覧表 

河川名 名  称 位  置 ㎞    杭 管 理 者 操作担当者 電  話 備  考 

江 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川 

庄 和 
浄 水 場 
排水樋管 

右岸 
春日部市新宿新田 

43.0 ｋ 下  15ｍ 埼玉県知事 
庄 和 浄 水
場職員 

048 
(746)4411 

 

庄 和 
浄 水 場 
取水樋管 

右岸 
春日部市新宿新田 

43.5 ｋ 下 180ｍ 〃 〃 〃  

松 道 
排水樋管 

右岸 
春日部市東中野 

44.0 ｋ 上 250ｍ 春日部市長 
春日部市 
河川課 
職員 

048 
(736)1111 

 

谷 頭 
排水樋管 

右岸 
春日部市西金野井 

45.0 ｋ 上 250ｍ 〃 〃 〃  

新 宮 橋 
排水樋管 

右岸 
春日部市西金野井 

45.0 ｋ 上 250ｍ 〃 〃 〃  

金 野 井 
樋 管 

右岸 
春日部市 
西金野井 

46.5 ｋ 上 150ｍ 埼玉県知事 

埼 玉 県 農
村 整 備 計
画 セ ン タ
ー職員 
 
葛西･羽生
島 中 領 土
地 改 良 区
連合職員 

048 
(541)2728 
 
0480 
(47)381
1 
 

 

新 田 
排水樋管 

右岸 
北葛飾郡松伏町 
築比地 

41.0 ｋ 下 143ｍ 国土交通大臣 
松伏町 
まちづくり整
備課職員 

048 
(991)1823 

電動 

山 王 
排水樋管 

右岸 
北葛飾郡松伏町 
築比地 

41.5 ｋ 下 115ｍ 〃 〃 〃 〃 

鹿 島 
排水樋管 

右岸 
北葛飾郡松伏町 
築比地 

42.0 ｋ 上  12ｍ 〃 〃 〃 〃 

大場川上流 
排水樋管 
(大場川上流 
排水機場) 

右岸 
三郷市茂田井 

26.0 ｋ 下 200ｍ 埼 玉 県 知 事 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

三郷市
へ委託 

金町浄水場 
放流施設 

右岸 
三郷市市助 

25.0 ｋ 下 142ｍ 東京都知事 
金町浄水場 
職員 

03 
(3607)3106 

 

三郷浄水場 
取水施設 

右岸 
三郷市新和 

24.5 ｋ 〃 〃 〃  

大場川下流 
排水樋管 
(大場川下流 
排水機場) 

右岸 
三郷市 
鷹野１丁目 

22.5 ｋ 下  55ｍ 埼 玉 県 知 事 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

三郷市
へ委託 

三
郷
放
水
路 

三 郷 
排水機場 

江戸川右岸 
三郷市新和 

23.5 ｋ 上 200ｍ 
 

国土交通大臣 
 

三 郷 出 張
所職員 

048 
(952)7015 

 

三 郷 
排水樋管 

江戸川右岸 
三郷市新和 

23.5 ｋ 上 200ｍ 〃 〃 〃  
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河川名 名  称 位  置 ㎞    杭 管 理 者 操作担当者 電  話 備  考 

三 
 

 

郷 
 

 

放 
 

 

水 
 

 

路 

連絡水門 
左岸 
三郷市新和 

 0.0 ｋ 下 70ｍ 
 機場呑口部 

国土交通大臣 
三 郷 出 張
所職員 

048 
(952)7015 

 

大 場 川 
第二水門 

第二大場川左岸 
三郷市新和 
第二大場川左岸 

0.0 ｋ 下 15ｍ 
0.0 ｋ 下 16ｍ 

〃 〃 〃  

大場川伏越 
右岸 
三郷市新和 
左岸 

0.0 ｋ 上 194ｍ 
0.0 ｋ 上 193ｍ 

〃 〃 〃  

大場川水門 
左岸 
三郷市新和 

0.0 ｋ 上 205ｍ 〃 〃 〃  

大場川伏越 
水門上流 

左岸 0.0 ｋ付近 〃 〃 〃  

大場川伏越 
水門下流 

右岸 0.0 ｋ付近 〃 〃 〃  

三郷水門 
中川左岸 
三郷市栄 

21.5 ｋ 上 159ｍ 〃 〃 〃  

東和第一 
排水樋管 

左岸 
三郷市栄 

 1.5 ｋ 上 40ｍ 三 郷 市 長 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

 

東和第二 
排水樋管 

右岸 
三郷市栄 

 1.5 ｋ 上 25ｍ 〃 〃 〃  

八 丁 堀 
排水樋管 

左岸 
三郷市新和 

0.52 ｋ 〃 〃 〃  

中 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川 

戸ヶ崎第１ 
排水樋管 

左岸 
三郷市戸ヶ崎 

19.6 ｋ 上  57ｍ 〃 〃 〃  

戸ヶ崎第２ 
排水樋管 

左岸 
三郷市戸ヶ崎 

19.8 ｋ 上  50ｍ 〃 〃 〃  

戸ヶ崎第３ 
排水樋管 

左岸 
三郷市戸ヶ崎 

20.0 ｋ 上 100ｍ 〃 〃 〃  

中川流域 
下 水 道 
放流樋管 

左岸 
三郷市戸ヶ崎 

21.0 ｋ 上  70ｍ 埼玉県知事 
中川下水道 
事務所職員 

048 
(952)9080 

 

政右エ門圦 
左岸 
三郷市栄 

21.4 ｋ 三 郷 市 長 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

 

東京都水
道局中川
取水施設 

左岸 
三郷市谷口 

22.3 ｋ 上  55ｍ 東京都知事 
金町浄水場 
職員 

03 
(3607)3106 

 

弁 天 
排水樋管 

左岸 
三郷市谷口 

22.3 ｋ 上  75ｍ 国土交通大臣 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

 

花 和 田 
排水樋管 

左岸 
三郷市花和田 

22.7 ｋ 上  85ｍ 〃 〃 〃  

彦 次 郎 
排水樋管 

左岸 
三郷市彦江 

23.5 ｋ 上  30ｍ 〃 〃 〃  
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河川名 名  称 位  置 ㎞    杭 管 理 者 操作担当者 電  話 備  考 

中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川 

道 路 
排水樋管 

左岸 
三郷市彦江 

23.7 ｋ    20ｍ 三 郷 市 長 〃 〃  

下水道中央 
幹線管渠 

左岸 
三郷市彦江 

23.7 ｋ    60ｍ 埼玉県知事 
中川下水
道事務所
職員 

048 
(952)9080 

 

本 郷 寺 
排水樋管 

左岸 
三郷市番匠免 

24.1 ｋ 上  10ｍ 国土交通大臣 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

 

上 口 

排水樋管 

左岸 

三郷市上口 
24.7 ｋ 上  30ｍ 〃 〃 〃  

治郎右ヱ門 

排水樋管 

左岸 

三郷市彦倉 
25.1 ｋ 上  50ｍ 〃 〃 〃  

彦 野 

排水樋管 

左岸 

三郷市彦野 
25.5 ｋ 上  20ｍ 〃 〃 〃  

下 河 原 

排水樋管 

左岸 

三郷市天神 
25.9 ｋ 〃 〃 〃  

上 彦 名 
排水樋管 

左岸 
三郷市上彦名 

26.0 ｋ 上  80ｍ 〃 〃 〃  

第 ２ 
揚 水 機 
取水樋管 

左岸 
三郷市彦川戸 

26.2 ｋ    20ｍ 
葛西用水路
土地改良区
理 事 長 

葛西用水
路土地改
良区職員 

0480 
(47)3811 

 

中 堰 
排水樋管 

左岸 
三郷市上彦名 

26.5 ｋ 上 13ｍ 国土交通大臣 
三郷市 
河川課職員 

048 
(953)1111 

 

内 田 
排水樋管 

左岸 
三郷市彦音 

27.3 ｋ 上  40ｍ 〃 〃 〃  

塔 端 
排水樋管 

左岸 
吉川市高久 

28.5 ｋ 上  53ｍ 〃 
吉川市 
河川下水
道課職員 

048 
(982)5111 

 

吉川共保 
排水樋管 

左岸 
吉川市木売 

29.8 ｋ 上  60ｍ 吉 川 市 長 〃 〃  

中 島 
排水樋管 

左岸 
吉川市保 

30.3 ｋ 下  20ｍ 〃 〃 〃  

川 端 
排水樋管 

左岸 
吉川市平沼 

30.5 ｋ 下  41ｍ 〃 〃 〃  

吉 川 
排水管② 

左岸 
吉川市平沼 

30.7 ｋ 上  70ｍ 〃 〃 〃  

平 沼 
排水樋管 

左岸 
吉川市吉川 

31.0 ｋ 下 135ｍ 〃 〃 〃  

吉 川 
排水管① 

左岸 
吉川市平沼 

31.3 ｋ 上  40ｍ 〃 〃 〃  

木 売 落 
第１樋管 

左岸 
吉川市川藤 

32.2 ｋ 
吉川市旭土
地 改 良 区 
理 事 長 

吉川市旭
土地改良
区職員 

048 
(991)8351 
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河川名 名  称 位  置 ㎞    杭 管 理 者 操作担当者 電  話 備  考 

 
中 
  
川 

下八間堰 
樋 管 

左岸 
吉川市川藤 

32.2 ｋ 上  62ｍ 
吉川市旭土
地 改 良 区 
理 事 長 

吉 川 市 旭
土 地 改 良
区職員 

048 
(991)8351 

 

須 賀 
排水樋管 

右岸 
吉川市須賀 

32.1 ｋ 上  25ｍ 吉 川 市 長 
吉 川 市 河
川 下 水 道
課職員 

048 
(982)5111 
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右
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右
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右
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右
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右
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右
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右
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右
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.
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.
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右
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右
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.
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濫
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３
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右

岸
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６
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右

岸
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右
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右
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築
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右
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３
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右
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右
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右
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.
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築
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右
岸
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３
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右

岸
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５
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右
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右
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右
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右
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と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
3
)
　

Ｒ
４

・
５

江
戸

川
右

岸
上

内
川

地
先

堤
防

整
備

他
工

事
(
R
6
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
江

戸
川

上
流

出
張

所
積

み
土

嚢
シ

ー
ト

張
り

工
月

の
輪

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
6
江

右
3
8
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
9
.
0
k

3
8
.
5
k
 
上

5
2
5
m

2
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
3
)
　

Ｒ
４

・
５

江
戸

川
右

岸
上

内
川

地
先

堤
防

整
備

他
工

事
(
R
6
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
7
江

右
3
8
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
5
k
 
上

5
2
5
m

3
8
.
5
k
 
上

5
2
0
m

5
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
8
江

右
3
8
-
3

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
5
k
 
上

5
2
0
m

3
8
.
5
k
 
上

3
5
0
m

1
7
0
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
3
)
　

Ｒ
４

・
５

江
戸

川
右

岸
上

内
川

地
先

堤
防

整
備

他
工

事
(
R
6
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
9
江

右
3
8
-
4

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
5
k
 
上

3
5
0
m

3
8
.
5
k
 
上

2
8
5
m

6
5
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
・

５
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
他

工
事

(
R
6
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
0
江

右
3
8
-
5

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
5
k
 
上

2
8
5
m

3
8
.
5
k
 
上

1
1
1
m

1
7
4
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
3
)
　

Ｒ
４

・
５

江
戸

川
右

岸
上

内
川

地
先

堤
防

整
備

他
工

事
(
R
6
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
1
江

右
3
8
-
6

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

Ｂ Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
5
k
 
上

1
1
1
m

3
8
.
0
k
 
上

3
2
5
m

2
3
3
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
3
)
　

Ｒ
４

・
５

江
戸

川
右

岸
上

内
川

地
先

堤
防

整
備

他
工

事
(
R
6

3
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
2
江

右
3
8
-
7

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

Ｂ Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
0
k
 
上

3
2
5
m

3
8
.
0
k
 
上

2
6
1
m

6
4
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
・

５
江

戸
川

右
岸

上
内

川
地

先
堤

防
整

備
他

工
事

(
R
6

3
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
3
江

右
3
8
-
8

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
8
.
0
k
 
上

2
6
1
m

3
7
.
5
k
 
上

3
0
3
m

3
4
6
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
4
江

右
3
7
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
新

堤
防

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
7
.
5
k
 
上

3
0
3
m

3
7
.
5
k
 
上

2
4
0
m

6
3
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

　
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

下
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
1
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
5
江

右
3
7
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
新

堤
防

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
上

内
川

3
7
.
5
k
 
上

2
4
0
m

3
7
.
0
k
 
上

4
1
7
m

2
5
8
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

下
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
1
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

69



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号
に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
6
江

右
3
7
-
3

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

Ｂ Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
下

内
川

3
7
.
0
k
 
上

4
1
7
m

3
7
.
0
k
 
上

1
4
4
m

2
7
3
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

 
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

下
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5

1
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
7
江

右
3
7
-
4

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
下

内
川

3
7
.
0
k
 
上

1
4
4
m

3
7
.
0
k

1
4
4
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
8
江

右
3
6
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
下

内
川

3
7
.
0
k

3
6
.
5
k
 
上

4
1
3
m

1
6
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
9
江

右
3
6
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
新

堤
防

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
下

内
川

3
6
.
5
k
 
上

4
1
3
m

3
6
.
5
k
 
上

1
3
3
m

2
8
0
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

３
・

４
江

戸
川

右
岸

下
内

川
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
5
.
1
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
0
江

右
3
6
-
3

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
下

内
川

3
6
.
5
k
 
上

1
3
3
m

3
6
.
0
k
 
上

5
1
m

5
6
1
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
1
江

右
3
6
-
4

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水

Ｂ Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
下

内
川

3
6
.
0
k
 
上

5
1
m

3
5
.
5
k
 
上

3
7
0
m

2
7
8
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
2
江

右
3
5
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水

Ｂ Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
八

子
新

田
3
5
.
5
k
 
上

3
7
0
m

3
5
.
5
k
 
上

1
5
1
m

2
1
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
3
江

右
3
5
-
2

江
戸

川
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
八

子
新

田
3
5
.
5
k
 
上

1
5
1
m

3
5
.
0
k
 
上

4
5
1
m

1
8
4
.
0

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
江

戸
川

水
防

事
務

組
合

越
谷

県
土

整
備

運
河

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工
月

の
輪

工
江

戸
川

河
川

事
務

所
9
4
江

右
3
5
-
3

江
戸

川
工

作
物

Ｂ
右

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

八
子

新
田

3
5
.
0
k
 
上

4
5
9
m

1
箇

所
玉

葉
橋

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
5
江

右
3
5
-
4

江
戸

川
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水
旧

川
跡

Ｂ Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
鍋

小
路

3
5
.
0
k
 
上

4
5
1
m

3
5
.
0
k
 
上

4
4
0
m

1
1
.
0

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
旧

川
跡

の
堤

防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
6
江

右
3
5
-
5

江
戸

川
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
鍋

小
路

3
5
.
0
k
 
上

4
4
0
m

3
5
.
0
k
 
上

3
9
3
m

4
7
.
0

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
江

戸
川

右
岸

八
子

新
田

地
先

基
盤

整
備

工
事

(
R
6
.
3
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
7
江

右
3
5
-
6

江
戸

川
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
鍋

小
路

3
5
.
0
k
 
上

3
9
3
m

3
5
.
0
k
 
上

3
4
0
m

5
3
.
0

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
江

戸
川

右
岸

八
子

新
田

地
先

基
盤

整
備

工
事

(
R
6
.
3
)
　

Ｒ
５

江
戸

川
右

岸
深

井
新

田
地

先
外

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
2
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
8
江

右
3
5
-
7

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
基

礎
地

盤
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
鍋

小
路

3
5
.
0
k
 
上

3
4
0
m

3
5
.
0
k
 
上

2
4
2
m

9
8
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
江

戸
川

右
岸

八
子

新
田

地
先

基
盤

整
備

工
事

(
R
6
.
3
)
　

Ｒ
５

江
戸

川
右

岸
深

井
新

田
地

先
外

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
2
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
9
江

右
3
5
-
8

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
鍋

小
路

3
5
.
0
k
 
上

2
4
2
m

3
5
.
0
k
 
上

2
2
8
m

1
4
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
江

戸
川

右
岸

八
子

新
田

地
先

基
盤

整
備

工
事

(
R
6
.
3
)
　

Ｒ
５

江
戸

川
右

岸
深

井
新

田
地

先
外

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
2
)

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

月
の

輪
工

70



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号
に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
0
江

右
3
5
-
9

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

Ｂ Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
深

井
新

田
3
5
.
0
k
 
上

2
2
8
m

3
5
.
0
k
 
上

1
6
1
m

6
7
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

４
江

戸
川

右
岸

八
子

新
田

地
先

基
盤

整
備

工
事

(
R
6
.
3
)
　

Ｒ
５

江
戸

川
右

岸
深

井
新

田
地

先
外

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
2
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
1
江

右
3
5
-
1
0

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
深

井
新

田
3
5
.
0
k
 
上

1
6
1
m

3
5
.
0
k
 
上

1
5
0
m

1
1
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
2
江

右
3
5
-
1
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
深

井
新

田
3
5
.
0
k
 
上

1
5
0
m

3
4
.
0
k

1
1
4
1
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
3
江

右
3
3
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
平

方
新

田
3
4
.
0
k

3
3
.
0
k
 
上

3
6
1
m

6
3
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
4
江

右
3
3
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
新

堤
防

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
平

方
新

田
3
3
.
0
k
 
上

3
6
1
m

3
3
.
0
k
 
上

3
4
2
m

1
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

　
Ｒ

５
江

戸
川

右
岸

平
方

新
田

地
先

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
3
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
5
江

右
3
3
-
3

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

Ｂ Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
平

方
新

田
3
3
.
0
k
 
上

3
4
2
m

3
3
.
0
k
 
上

2
9
0
m

5
2
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
築

堤
後

3
年

未
満

　
Ｒ

５
江

戸
川

右
岸

平
方

新
田

地
先

堤
防

整
備

工
事

(
R
7

3
)

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
6
江

右
3
3
-
4

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
新

堤
防

旧
川
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右
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.
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.
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築
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右
岸
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水
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事
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右
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右
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.
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.
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築
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右
岸
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右
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右
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.
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.
0
k
 
上

5
m

1
5
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
運

河
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
9
江

右
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右
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.
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運
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右
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右
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.
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.
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計
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位
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防
高
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足
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防
事

務
組

合
越
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県
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備
運

河
出

張
所

積
み
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嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
1
2
江

右
3
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1
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川
越
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右
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.
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と
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防
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越
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右
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右
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磐
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梁
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右
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右
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磐
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梁
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右
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右
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越
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み
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右
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右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
三

輪
野

江
2
9
.
5
k
 
上

5
0
m

2
9
.
5
k
 
上

4
4
m

6
.
0

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

月
の

輪
工

71



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号
に
〇

：
氾

濫
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江
戸

川
河

川
事

務
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1
7
江

右
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江
戸

川
旧

川
跡

要
注

右
埼

玉
県
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郷
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新
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.
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上

1
5
7
m

1
1
6
.
0

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整
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三

郷
出

張
所
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の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
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1
1
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右
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4

江
戸

川
越
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旧
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右
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.
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7
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9
.
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計
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と
現

況
堤

防
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の
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未
満

（
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足
）

旧
川

跡
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堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組
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越

谷
県

土
整

備
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郷
出

張
所

積
み

土
嚢
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輪
工

江
戸

川
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川
事

務
所

1
1
9
江

右
2
7
-
1
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戸

川
越

水
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右
埼

玉
県

三
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目
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.
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.
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計
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現

況
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防
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防
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右
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右
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.
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計
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堤
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（
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戸
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組
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江
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川
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務
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右
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戸
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工

作
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右
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早
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３
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右
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右
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３
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右
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右
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３
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目
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右
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右
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右
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1
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.
0

計
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右
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右
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.
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.
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整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
2
9
江

右
2
5
-
4

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
幸

房
2
5
.
0
k
 
上

2
8
0
m

2
5
.
0
k
 
上

2
5
1
m

2
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
0
江

右
2
5
-
5

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
旧

川
跡

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

三
郷

市
幸

房
2
5
.
0
k
 
上

2
5
1
m

2
4
.
5
k
 
上

4
5
2
m

3
7
8
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
1
江

右
2
4
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
旧

川
跡

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

三
郷

市
市

助
2
4
.
5
k
 
上

4
5
2
m

2
4
.
5
k

4
5
2
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
2
江

右
2
4
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
２

丁
目

2
4
.
5
k

2
3
.
5
k
 
上

3
1
8
m

6
3
6
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
3
江

右
2
3
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
２

丁
目

2
3
.
5
k
 
上

3
1
8
m

2
3
.
5
k
 
上

3
0
1
m

1
7
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
4
江

右
2
3
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
２

丁
目

2
3
.
5
k
 
上

3
0
1
m

2
3
.
5
k
 
上

2
1
2
m

8
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
5
江

右
2
3
-
3

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
２

丁
目

2
3
.
5
k
 
上

2
1
2
m

2
3
.
0
k
 
上

4
1
5
m

2
2
7
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
6
江

右
2
3
-
4

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
２

丁
目

2
3
.
0
k
 
上

4
1
5
m

2
3
.
0
k
 
上

4
1
3
m

2
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
7
江

右
2
3
-
5

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
４

丁
目

2
3
.
0
k
 
上

4
1
3
m

2
2
.
5
k
 
上

2
5
m

1
1
1
7
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢
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度

　
 
 
直
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河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号
に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
8
江

右
2
2
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
新

和
４

丁
目

2
2
.
5
k
 
上

2
5
m

2
2
.
5
k
 
上

2
2
m

3
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
9
江

右
2
2
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
鷹

野
１

丁
目

2
2
.
5
k
 
上

2
2
m

2
2
.
0
k
 
上

4
1
6
m

1
3
1
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
4
0
江

右
2
2
-
3

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
鷹

野
１

丁
目

2
2
.
0
k
 
上

4
1
6
m

2
1
.
0
k
 
上

4
3
7
m

8
6
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
4
1
江

右
2
1
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
堤

体
漏

水
Ｂ Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
鷹

野
１

丁
目

2
1
.
0
k
 
上

4
3
7
m

2
1
.
0
k
 
上

3
5
5
m

8
2
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
4
2
江

右
2
1
-
2

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
Ｂ

右
埼

玉
県

三
郷

市
鷹

野
１

丁
目

2
1
.
0
k
 
上

3
5
5
m

2
0
.
0
k

1
4
3
9
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
4
3
江

右
1
9
-
1

江
戸

川
越

水
（

溢
水

）
旧

川
跡

Ｂ 要
注

右
埼

玉
県

三
郷

市
高

州
４

丁
目

2
0
.
0
k

1
9
.
5
k
 
上

3
2
0
m

1
7
2
.
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

江
戸

川
水

防
事

務
組

合
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工
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式
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令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直
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河
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重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別
江

戸
川

河
川

事
務

所
1
中

右
3
3
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
松

伏
町

大
字

下
赤

岩
3
3
.
5
k
 
上

1
9
9
m

3
3
.
0
k
 
上

2
7
5
m

3
1
7

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

松
伏

町
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
中

右
3
3
-
2

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

北
葛

飾
郡

松
伏

町
大

字
下

赤
岩

3
3
.
0
k
 
上

3
3
0
m

1
箇

所
弥

生
橋

松
伏

町
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
中

右
3
3
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

大
字

増
森

3
3
.
0
k
 
上

1
4
9
m

3
3
.
0
k

1
4
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
中

右
3
2
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

旧
川

跡
Ａ 要

注

右
埼

玉
県

越
谷

市
大

字
増

森
3
3
.
0
k

3
2
.
5
k
 
上

3
7
4
m

1
3
8

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
中

右
3
2
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

旧
川

跡
Ａ 要

注

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
川

藤
3
2
.
5
k
 
上

3
7
4
m

3
2
.
5
k
 
上

3
2
3
m

5
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
中

右
3
2
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
2
.
5
k
 
上

3
2
3
m

3
2
.
0
k
 
上

4
6
4
m

3
4
7

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
中

右
3
2
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

須
賀

3
2
.
0
k
 
上

4
6
4
m

3
2
.
0
k
 
上

4
1
5
m

4
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
中

右
3
2
-
5

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
須

賀
3
2
.
0
k
 
上

4
2
3
m

1
箇

所
新

川
橋

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
中

右
3
2
-
6

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

須
賀

3
2
.
0
k
 
上

4
1
5
m

3
2
.
0
k
 
上

8
3
m

3
3
2

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
中

右
3
2
-
7

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
野

3
2
.
0
k
 
上

8
3
m

3
1
.
5
k
 
上

3
2
8
m

2
2
4

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
1
中

右
3
1
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
野

3
1
.
5
k
 
上

3
2
8
m

3
1
.
5
k
 
上

2
7
7
m

5
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
2
中

右
3
1
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

大
字

中
島

3
1
.
5
k
 
上

1
8
8
m

3
0
.
5
k
 
上

6
0
8
m

7
2
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
中

右
3
0
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

１
丁

目
3
0
.
5
k
 
上

4
7
3
m

3
0
.
5
k
 
上

4
5
2
m

2
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
越

谷
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
4
中

右
3
0
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ａ 要

注

右
埼

玉
県

越
谷

市
東

町
１

丁
目

3
0
.
5
k
 
上

4
5
2
m

3
0
.
5
k
 
上

4
3
9
m

1
3

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
築

堤
後

3
年

未
満

 
Ｒ

５
中

川
右

岸
東

町
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
6
8
)

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
5
中

右
3
0
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ａ 要

注

右
埼

玉
県

越
谷

市
東

町
１

丁
目

3
0
.
5
k
 
上

4
3
9
m

3
0
.
5
k
 
上

3
7
8
m

6
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

５
中

川
右

岸
東

町
地

先
堤

防
整

備
工

事
(
R
6
.
8
)

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
6
中

右
3
0
-
4

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

１
丁

目
3
0
.
5
k
 
上

3
7
8
m

3
0
.
5
k
 
上

3
7
2
m

6
計

算
水

位
が

現
況

堤
防

高
以

上
（

流
下

能
力

不
足

）
【

新
堤

防
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
7
中

右
3
0
-
5

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

１
丁

目
3
0
.
5
k
 
上

3
7
2
m

3
0
.
5
k
 
上

3
4
3
m

2
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
8
中

右
3
0
-
6

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

１
丁

目
3
0
.
5
k
 
上

3
4
3
m

3
0
.
5
k
 
上

3
3
8
m

5
計

算
水

位
が

現
況

堤
防

高
以

上
（

堤
防

高
は

計
画

堤
防

高
未

満
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
9
中

右
3
0
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

１
丁

目
3
0
.
5
k
 
上

3
3
8
m

3
0
.
5
k
 
上

2
7
0
m

6
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
0
中

右
3
0
-
8

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

越
谷

市
東

町
二

丁
目

3
0
.
5
k
 
上

2
9
5
m

1
箇

所
吉

川
橋

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
1
中

右
3
0
-
9

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

１
丁

目
3
0
.
5
k
 
上

2
7
0
m

3
0
.
0
k
 
上

1
3
0
m

5
6
0

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

氾
濫

危
険

水
位

設
定

箇
所

（
吉

川
観

測
所

）
越

谷
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
2
中

右
3
0
-
1
0

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

３
丁

目
3
0
.
0
k
 
上

1
3
0
m

2
9
.
5
k
 
上

1
4
5
m

4
3
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
3
中

右
2
9
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

５
丁

目
2
9
.
5
k
 
上

1
4
5
m

2
9
.
5
k
 
上

1
1
3
m

3
2

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
4
中

右
2
9
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

５
丁

目
2
9
.
5
k
 
上

1
1
3
m

2
9
.
5
k
 
上

4
5
m

6
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
5
中

右
2
9
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

５
丁

目
2
9
.
5
k
 
上

4
5
m

2
9
.
0
k
 
上

9
7
m

4
3
4

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

74



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
6
中

右
2
9
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
越

谷
市

東
町

５
丁

目
2
9
.
0
k
 
上

9
7
m

2
8
.
5
k
 
上

4
7
7
m

1
2
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

越
谷

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
7
中

右
2
8
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
草

加
市

柿
木

町
2
8
.
5
k
 
上

2
5
1
m

2
8
.
0
k
 
上

3
m

7
9
5

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

草
加

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
8
中

右
2
8
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

工
事

施
工

Ｂ 要
注

意

右
埼

玉
県

草
加

市
柿

木
町

2
8
.
0
k
 
上

3
m

2
7
.
5
k
 
上

3
7
0
m

1
0
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

Ｒ
５

・
６

・
７

中
川

右
岸

柿
木

取
水

樋
管

改
築

工
事

（
施

工
中

）
危

険
箇

所
（

越
水

）
（

個
別

対
応

区
域

）

草
加

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
9
中

右
2
7
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
草

加
市

柿
木

町
2
7
.
5
k
 
上

3
7
0
m

2
7
.
0
k
 
上

4
4
1
m

4
2
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

草
加

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
0
中

右
2
7
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
7
.
0
k
 
上

4
4
1
m

2
7
.
0
k
 
上

2
0
m

4
2
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
1
中

右
2
6
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
6
.
5
k
 
上

4
6
4
m

2
6
.
5
k
 
上

1
7
1
m

2
9
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
引

き
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
2
中

右
2
6
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
6
.
5
k
 
上

1
7
1
m

2
6
.
0
k
 
上

1
7
6
m

4
9
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

引
き

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
3
中

右
2
6
-
3

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

八
潮

市
八

条
2
6
.
0
k
 
上

4
9
5
m

1
箇

所
八

条
橋

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
4
中

右
2
6
-
4

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

八
潮

市
八

条
2
6
.
0
k
 
上

4
9
0
m

1
箇

所
八

条
橋

歩
道

橋
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
江

戸
川

河
川

事
務

所
3
5
中

右
2
6
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
6
.
0
k
 
上

1
7
6
m

2
5
.
5
k
 
上

1
9
8
m

4
7
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
6
中

右
2
5
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
5
.
5
k
 
上

9
9
m

2
4
.
0
k
 
上

4
9
2
m

1
1
1
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
7
中

右
2
4
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
4
.
0
k
 
上

4
9
2
m

2
2
.
5
k
 
上

1
3
1
m

1
9
3
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

（
2
3
0
ｋ

よ
り

下
流

）
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
8
中

右
2
2
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
2
.
5
k
 
上

1
3
1
m

2
2
.
5
k
 
上

2
2
m

1
0
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
9
中

右
2
2
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
2
.
5
k
 
上

2
2
m

2
2
.
0
k
 
上

3
1
3
m

5
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
0
中

右
2
2
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
2
.
0
k
 
上

3
1
3
m

2
2
.
0
k
 
上

2
9
6
m

1
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
1
中

右
2
2
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
2
.
0
k
 
上

2
9
6
m

2
2
.
0
k
 
上

5
2
m

2
4
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
2
中

右
2
2
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
2
.
0
k
 
上

5
2
m

2
2
.
0
k

5
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
3
中

右
2
1
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
2
.
0
k

2
1
.
5
k
 
上

3
5
0
m

3
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
4
中

右
2
1
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
1
.
5
k
 
上

3
5
0
m

2
1
.
5
k
 
上

1
1
7
m

2
3
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

75



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
5
中

右
2
1
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
1
.
5
k
 
上

1
1
7
m

2
1
.
5
k
 
上

9
7
m

2
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
6
中

右
2
1
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

八
條

2
1
.
5
k
 
上

9
7
m

2
1
.
0
k
 
上

4
1
4
m

1
2
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
7
中

右
2
1
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

木
曽

根
2
1
.
0
k
 
上

4
1
4
m

2
1
.
0
k
 
上

3
5
2
m

6
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
8
中

右
2
1
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

木
曽

根
2
1
.
0
k
 
上

3
5
2
m

2
0
.
5
k
 
上

4
0
1
m

3
9
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
9
中

右
2
0
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

木
曽

根
2
0
.
5
k
 
上

4
0
1
m

2
0
.
5
k
 
上

3
1
2
m

8
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
0
中

右
2
0
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

木
曽

根
2
0
.
5
k
 
上

3
1
2
m

2
0
.
5
k
 
上

2
6
8
m

4
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

【
新

堤
防

（
前

出
し

堤
）

が
未

完
成

の
た

め
現

堤
防

評
価

】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
1
中

右
2
0
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

南
川

崎
2
0
.
5
k
 
上

2
6
8
m

2
0
.
0
k
 
上

4
1
4
m

3
7
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
2
中

右
2
0
-
4

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

南
川

崎
2
0
.
0
k
 
上

4
1
4
m

2
0
.
0
k
 
上

3
8
8
m

2
6

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
3
中

右
2
0
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

南
川

崎
2
0
.
0
k
 
上

3
8
8
m

2
0
.
0
k
 
上

3
1
1
m

7
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
4
中

右
2
0
-
6

中
川

工
作

物
Ｂ

右
埼

玉
県

八
潮

市
大

字
伊

勢
野

2
0
.
0
k
 
上

3
7
5
m

1
箇

所
新

中
川

橋
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
江

戸
川

河
川

事
務

所
5
5
中

右
2
0
-
7

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

伊
勢

野
2
0
.
0
k
 
上

3
1
1
m

1
9
.
5
k
 
上

3
8
5
m

4
0
7

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

危
険

箇
所

（
越

水
）

（
氾

濫
ブ

ロ
ッ

ク
毎

）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
6
中

右
1
9
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
5
k
 
上

3
8
5
m

1
9
.
5
k

3
8
5

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
【

新
堤

防
（

前
出

し
堤

）
が

未
完

成
の

た
め

現
堤

防
評

価
】

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
7
中

右
1
9
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
5
k

1
9
.
0
k
 
上

5
0
5
m

2
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
8
中

右
1
9
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
0
k
 
上

5
0
5
m

1
9
.
0
k
 
上

5
0
3
m

2
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
八

潮
市

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
9
中

右
1
9
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
0
k
 
上

1
6
0
m

1
9
.
0
k
 
上

1
0
6
m

5
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
0
中

右
1
9
-
5

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

八
潮

市
大

瀬
1
9
.
0
k
 
上

1
4
3
m

1
箇

所
潮

止
橋

側
道

橋
（

上
流

）
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
江

戸
川

河
川

事
務

所
6
1
中

右
1
9
-
6

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

八
潮

市
大

瀬
1
9
.
0
k
 
上

1
4
0
m

1
箇

所
潮

止
橋

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
2
中

右
1
9
-
7

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

右
埼

玉
県

八
潮

市
大

瀬
1
9
.
0
k
 
上

1
3
0
m

1
箇

所
潮

止
橋

側
道

橋
（

下
流

）
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
江

戸
川

河
川

事
務

所
6
3
中

右
1
9
-
8

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
0
k
 
上

1
0
6
m

1
9
.
0
k

1
0
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
4
中

右
1
8
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

古
新

田
1
8
.
5
k
 
上

4
5
0
m

1
8
.
5
k
 
上

1
0
0
m

3
5
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
5
中

右
1
8
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

基
礎

地
盤

漏
水

Ｂ Ｂ
右

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

垳
1
8
.
5
k
 
上

1
0
0
m

1
8
.
5
k
 
上

5
m

9
5

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

基
礎

地
盤

漏
水

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

76



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
6
中

右
1
8
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

基
礎

地
盤

漏
水

Ｂ Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

六
木

３
丁

目
1
8
.
5
k
 
上

5
m

1
8
.
0
k
 
上

4
9
3
m

5
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

基
礎

地
盤

漏
水

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
月

の
輪

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
7
中

右
1
8
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

基
礎

地
盤

漏
水

Ｂ Ｂ Ｂ

右
東

京
都

足
立

区
六

木
３

丁
目

1
8
.
0
k
 
上

4
9
3
m

1
8
.
0
k
 
上

4
9
0
m

3
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
堤

体
の

変
状

が
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

基
礎

地
盤

漏
水

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
築

き
ま

わ
し

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
8
中

右
1
8
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

基
礎

地
盤

漏
水

Ｂ Ｂ Ｂ

右
東

京
都

足
立

区
六

木
３

丁
目

1
8
.
0
k
 
上

4
9
0
m

1
8
.
0
k
 
上

2
9
4
m

1
9
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
堤

体
の

変
状

が
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

基
礎

地
盤

漏
水

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
築

き
ま

わ
し

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
9
中

右
1
8
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

基
礎

地
盤

漏
水

Ｂ Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

六
木

３
丁

目
1
8
.
0
k
 
上

2
9
4
m

1
8
.
0
k
 
上

2
1
8
m

7
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
基

礎
地

盤
漏

水
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
月

の
輪

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
0
中

右
1
8
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

六
木

２
丁

目
1
8
.
0
k
 
上

1
8
0
m

1
8
.
0
k
 
上

1
3
6
m

4
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
足

立
区

東
京

都
第

六
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
1
中

右
1
8
-
8

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

六
木

２
丁

目
1
8
.
0
k
 
上

1
3
6
m

1
7
.
5
k
 
上

2
3
3
m

4
2
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
2
中

右
1
7
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

佐
野

１
丁

目
1
7
.
5
k
 
上

2
3
3
m

1
7
.
5
k
 
上

7
8
m

1
5
5

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
3
中

右
1
7
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

佐
野

１
丁

目
1
7
.
5
k
 
上

7
8
m

1
7
.
5
k
 
上

5
2
m

2
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
足

立
区

東
京

都
第

六
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
4
中

右
1
7
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

佐
野

１
丁

目
1
7
.
5
k
 
上

5
2
m

1
7
.
0
k
 
上

2
9
2
m

2
9
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
5
中

右
1
7
-
4

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

佐
野

１
丁

目
1
7
.
0
k
 
上

1
4
3
m

1
7
.
0
k
 
上

5
3
m

9
0

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
右

岸
大

谷
田

一
丁

目
地

先
堤

防
嵩

上
工

事
(
R
4
.
1
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
6
中

右
1
7
-
5

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

大
谷

田
２

丁
目

1
7
.
0
k
 
上

5
3
m

1
6
.
5
k
 
上

1
5
2
m

4
0
9

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
右

岸
大

谷
田

一
丁

目
地

先
堤

防
嵩

上
工

事
(
R
4
.
1
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
7
中

右
1
6
-
1

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

大
谷

田
１

丁
目

1
6
.
5
k
 
上

1
5
2
m

1
6
.
5
k
 
上

2
7
m

1
2
5

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
右

岸
大

谷
田

一
丁

目
地

先
堤

防
嵩

上
工

事
(
R
4
.
1
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
8
中

右
1
6
-
2

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

大
谷

田
１

丁
目

1
6
.
5
k
 
上

2
7
m

1
6
.
5
k
 
上

1
3
m

1
4

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
右

岸
大

谷
田

一
丁

目
地

先
堤

防
嵩

上
工

事
(
R
4
.
1
2
)
 
 
Ｒ

４
中

川
右

岸
大

谷
田

地
区

堤
防

整
備

工
事

(
R
6
.
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
9
中

右
1
6
-
3

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

大
谷

田
１

丁
目

1
6
.
5
k
 
上

1
3
m

1
6
.
0
k
 
上

3
7
3
m

1
6
3

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

４
中

川
右

岸
大

谷
田

地
区

堤
防

整
備

工
事

(
R
6
.
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
0
中

右
1
6
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

大
谷

田
１

丁
目

1
6
.
0
k
 
上

3
6
6
m

1
6
.
0
k
 
上

2
3
5
m

1
3
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
1
中

右
1
6
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

中
川

５
丁

目
1
6
.
0
k
 
上

2
3
5
m

1
6
.
0
k
 
上

2
0
9
m

2
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
足

立
区

東
京

都
第

六
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
2
中

右
1
5
-
1

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

中
川

５
丁

目
1
5
.
5
k
 
上

4
1
8
m

1
5
.
5
k
 
上

3
8
2
m

3
6

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
新

宿
地

先
外

堤
防

嵩
上

工
事

(
R
4
.
1
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
3
中

右
1
5
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
右

東
京

都
足

立
区

中
川

５
丁

目
1
5
.
5
k
 
上

3
8
2
m

1
5
.
5
k
 
上

3
6
8
m

1
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
新

宿
地

先
外

堤
防

嵩
上

工
事

(
R
4
1
2
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
4
中

右
1
5
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

中
川

５
丁

目
1
5
.
5
k
 
上

3
6
8
m

1
5
.
5
k
 
上

3
6
5
m

3
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
足

立
区

東
京

都
第

六
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
5
中

右
1
5
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
右

東
京

都
足

立
区

中
川

５
丁

目
1
5
.
5
k
 
上

3
6
5
m

1
5
.
5
k
 
上

3
5
8
m

7
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
築

堤
後

3
年

未
満

 
Ｒ

５
中

川
右

岸
中

川
五

丁
目

地
先

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
3
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
6
中

右
1
5
-
5

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

中
川

５
丁

目
1
5
.
5
k
 
上

3
5
8
m

1
5
.
5
k
 
上

1
0
5
m

2
5
3

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

５
中

川
右

岸
中

川
五

丁
目

地
先

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
3
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
7
中

右
1
5
-
6

中
川

新
堤

防
要

注
右

東
京

都
足

立
区

中
川

３
丁

目
1
5
.
5
k
 
上

1
0
5
m

1
5
.
5
k
 
上

9
2
m

1
3

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

５
中

川
右

岸
中

川
五

丁
目

地
先

堤
防

整
備

工
事

(
R
7
.
3
)

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
8
中

右
1
5
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

中
川

３
丁

目
1
5
.
0
k
 
上

2
3
m

1
5
.
0
k

2
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

足
立

区
東

京
都

第
六

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
9
中

右
1
4
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

中
川

３
丁

目
1
5
.
0
k

1
4
.
5
k
 
上

3
6
1
m

6
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
足

立
区

東
京

都
第

六
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
0
中

右
1
4
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
足

立
区

中
川

３
丁

目
1
4
.
5
k
 
上

3
4
0
m

1
4
.
5
k
 
上

2
5
5
m

8
5

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
足

立
区

東
京

都
第

六
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

77



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
1
中

右
1
3
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
葛

飾
区

青
戸

８
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

3
1
9
m

1
3
.
5
k
 
上

2
9
3
m

2
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
2
中

右
1
3
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
葛

飾
区

青
戸

８
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

2
3
9
m

1
3
.
5
k
 
上

1
8
6
m

5
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
3
中

右
1
3
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
葛

飾
区

青
戸

７
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

8
0
m

1
3
.
5
k

8
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
4
中

右
1
2
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
葛

飾
区

青
戸

６
丁

目
1
2
.
5
k
 
上

7
4
m

1
2
.
5
k
 
上

4
9
m

2
5

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
葛

飾
区

東
京

都
第

五
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
5
中

右
1
2
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
右

東
京

都
葛

飾
区

青
戸

６
丁

目
1
2
.
5
k
 
上

4
9
m

1
2
.
5
k
 
上

2
5
m

2
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
中

左
3
3
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
松

伏
町

大
字

下
赤

岩
3
3
.
5
k
 
上

1
9
9
m

3
3
.
0
k
 
上

3
5
1
m

3
4
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

松
伏

町
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
中

左
3
3
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
松

伏
町

大
字

下
赤

岩
3
3
.
0
k
 
上

3
5
1
m

3
3
.
0
k
 
上

3
0
1
m

5
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

松
伏

町
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
中

左
3
3
-
3

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

北
葛

飾
郡

松
伏

町
大

字
下

赤
岩

3
3
.
0
k
 
上

3
3
0
m

1
箇

所
弥

生
橋

松
伏

町
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
中

左
3
3
-
4

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
北

葛
飾

郡
松

伏
町

大
字

下
赤

岩
3
3
.
0
k
 
上

3
0
1
m

3
3
.
0
k
 
上

1
2
0
m

1
8
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

松
伏

町
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
中

左
3
3
-
5

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
3
.
0
k
 
上

1
2
0
m

3
2
.
5
k
 
上

2
2
3
m

3
9
3

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
中

左
3
2
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
2
.
5
k
 
上

2
2
3
m

3
2
.
5
k
 
上

1
7
4
m

4
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
中

左
3
2
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
2
.
5
k
 
上

1
7
4
m

3
2
.
5
k
 
上

9
9
m

7
5

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
中

左
3
2
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
2
.
5
k
 
上

9
9
m

3
2
.
5
k

9
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
中

左
3
2
-
4

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
2
.
5
k

3
2
.
0
k
 
上

3
2
7
m

1
7
6

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
0
中

左
3
2
-
5

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
川

藤
3
2
.
0
k
 
上

4
2
3
m

1
箇

所
新

川
橋

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
1
中

左
3
2
-
6

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
2
.
0
k
 
上

3
2
7
m

3
1
.
0
k
 
上

7
4
m

1
2
5
5

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
2
中

左
3
1
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

川
藤

3
1
.
0
k
 
上

7
4
m

3
1
.
0
k
 
上

4
9
m

2
5

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
3
中

左
3
1
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

吉
川

3
1
.
0
k
 
上

4
9
m

3
0
.
5
k
 
上

2
3
9
m

2
8
9

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

危
険

箇
所

（
越

水
）

（
氾

濫
ブ

ロ
ッ

ク
毎

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
4
中

左
3
0
-
1

中
川

工
作

物
Ｂ

左
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
平

沼
3
0
.
5
k
 
上

2
5
5
m

1
箇

所
吉

川
橋

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
5
中

左
3
0
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

平
沼

3
0
.
5
k
 
上

2
3
9
m

3
0
.
0
k
 
上

2
2
3
m

5
1
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

氾
濫

危
険

水
位

設
定

箇
所

（
吉

川
観

測
所

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
6
中

左
3
0
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

大
字

保
3
0
.
0
k
 
上

2
2
3
m

2
9
.
5
k

7
4
0

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
7
中

左
3
0
-
4

中
川

工
作

物
Ｂ

左
埼

玉
県

吉
川

市
大

字
保

3
0
.
0
k
 
上

2
0
5
m

1
箇

所
吉

越
橋

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
8
中

左
2
9
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
吉

川
市

木
売

２
丁

目
2
9
.
5
k

2
9
.
0
k
 
上

4
5
8
m

5
1

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

1
9
中

左
2
9
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
吉

川
市

木
売

２
丁

目
2
9
.
0
k
 
上

4
5
8
m

2
9
.
0
k
 
上

4
5
6
m

2
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
吉

川
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
0
中

左
2
9
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
左

埼
玉

県
吉

川
市

木
売

２
丁

目
2
9
.
0
k
 
上

4
5
6
m

2
9
.
0
k
 
上

2
5
5
m

2
0
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
木

売
地

先
堤

防
整

備
外

工
事

(
R
4
6
)

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
1
中

左
2
9
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
左

埼
玉

県
吉

川
市

高
富

１
丁

目
2
9
.
0
k
 
上

2
5
5
m

2
9
.
0
k
 
上

2
5
4
m

1
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
築

堤
後

3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
木

売
地

先
堤

防
整

備
外

工
事

(
R
4
6
)

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

78



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
2
中

左
2
9
-
5

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ａ 要

注

左
埼

玉
県

吉
川

市
高

富
１

丁
目

2
9
.
0
k
 
上

2
5
4
m

2
9
.
0
k
 
上

2
2
9
m

2
5

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
木

売
地

先
堤

防
整

備
外

工
事

(
R
4
.
6
)

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
3
中

左
2
9
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
左

埼
玉

県
吉

川
市

高
富

１
丁

目
2
9
.
0
k
 
上

2
2
9
m

2
8
.
5
k

7
2
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
木

売
地

先
堤

防
整

備
外

工
事

(
R
4
6
)

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
4
中

左
2
8
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
左

埼
玉

県
吉

川
市

高
久

１
丁

目
2
8
.
5
k

2
8
.
0
k
 
上

4
3
1
m

4
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
木

売
地

先
堤

防
整

備
外

工
事

(
R
4
6
)

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
5
中

左
2
8
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
吉

川
市

高
久

１
丁

目
2
8
.
0
k
 
上

4
3
1
m

2
7
.
5
k
 
上

3
1
4
m

6
2
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

吉
川

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
6
中

左
2
7
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
糸

１
丁

目
2
7
.
5
k
 
上

3
1
4
m

2
6
.
5
k
 
上

4
8
m

1
2
3
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
7
中

左
2
6
-
1

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
三

郷
市

上
彦

名
2
6
.
5
k
 
上

4
8
m

2
6
.
5
k
 
上

4
0
m

8
計

算
水

位
が

現
況

堤
防

高
以

上
（

堤
防

高
は

計
画

堤
防

高
未

満
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
8
中

左
2
6
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ａ Ｂ

左
埼

玉
県

三
郷

市
上

彦
名

2
6
.
5
k
 
上

4
0
m

2
6
.
0
k
 
上

4
1
4
m

9
9

危
険

箇
所

（
越

水
）

（
氾

濫
ブ

ロ
ッ

ク
毎

）
計

算
水

位
が

現
況

堤
防

高
以

上
（

堤
防

高
は

計
画

堤
防

高
未

満
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

2
9
中

左
2
6
-
3

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

三
郷

市
上

彦
名

2
6
.
0
k
 
上

4
9
5
m

1
箇

所
八

条
橋

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
0
中

左
2
6
-
4

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

三
郷

市
上

彦
名

2
6
.
0
k
 
上

4
9
0
m

1
箇

所
八

条
橋

歩
道

橋
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
1
中

左
2
6
-
5

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
三

郷
市

上
彦

名
2
6
.
0
k
 
上

4
1
4
m

2
6
.
0
k
 
上

4
1
2
m

2
計

算
水

位
が

現
況

堤
防

高
以

上
（

堤
防

高
は

計
画

堤
防

高
未

満
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
2
中

左
2
6
-
6

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
川

戸
１

丁
目

2
6
.
0
k
 
上

4
1
2
m

2
6
.
0
k
 
上

4
0
2
m

1
0

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
3
中

左
2
6
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
川

戸
１

丁
目

2
6
.
0
k
 
上

4
0
2
m

2
6
.
0
k
 
上

2
5
4
m

1
4
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
4
中

左
2
6
-
8

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
川

戸
１

丁
目

2
6
.
0
k
 
上

2
5
4
m

2
6
.
0
k
 
上

2
1
3
m

4
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
5
中

左
2
6
-
9

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
川

戸
１

丁
目

2
6
.
0
k
 
上

2
1
3
m

2
6
.
0
k
 
上

9
5
m

1
1
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
堤

体
の

変
状

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
6
中

左
2
6
-
1
0

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
川

戸
１

丁
目

2
6
.
0
k
 
上

9
5
m

2
6
.
0
k
 
上

7
9
m

1
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
7
中

左
2
6
-
1
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
川

戸
１

丁
目

2
6
.
0
k
 
上

7
9
m

2
6
.
0
k
 
上

7
6
m

3
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
8
中

左
2
6
-
1
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

天
神

2
6
.
0
k
 
上

7
6
m

2
5
.
5
k
 
上

2
9
4
m

3
2
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

3
9
中

左
2
5
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
野

１
丁

目
2
5
.
5
k
 
上

2
9
4
m

2
5
.
0
k
 
上

5
4
8
m

3
0
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
0
中

左
2
5
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
倉

１
丁

目
2
5
.
0
k
 
上

5
4
8
m

2
3
.
5
k
 
上

2
2
5
m

1
6
9
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
1
中

左
2
3
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

彦
江

１
丁

目
2
3
.
5
k
 
上

2
2
5
m

2
3
.
0
k
 
上

2
2
1
m

4
7
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
2
中

左
2
3
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

花
和

田
2
3
.
0
k
 
上

2
2
1
m

2
2
.
0
k
 
上

3
9
6
m

8
9
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
3
中

左
2
2
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

谷
口

2
2
.
0
k
 
上

3
9
6
m

2
1
.
5
k
 
上

3
8
3
m

4
6
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
4
中

左
2
1
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

栄
１

丁
目

2
1
.
5
k
 
上

3
8
3
m

2
1
.
5
k
 
上

3
6
1
m

2
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

79



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
5
中

左
2
1
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

栄
１

丁
目

2
1
.
5
k
 
上

3
6
1
m

2
1
.
5
k
 
上

2
4
8
m

1
1
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
6
中

左
2
1
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

栄
１

丁
目

2
1
.
5
k
 
上

2
4
8
m

2
1
.
5
k
 
上

2
2
5
m

2
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
7
中

左
2
1
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

栄
１

丁
目

2
1
.
5
k
 
上

1
1
3
m

2
1
.
5
k
 
上

4
5
m

6
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
8
中

左
2
1
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

栄
３

丁
目

2
1
.
5
k
 
上

4
5
m

2
1
.
0
k
 
上

1
0
6
m

4
6
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

4
9
中

左
2
1
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

水
衝

洗
掘

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
1
.
0
k
 
上

1
0
6
m

2
1
.
0
k
 
上

7
9
m

2
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

洗
掘

対
策

未
施

工

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
0
中

左
2
1
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

水
衝

洗
掘

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
1
.
0
k
 
上

7
9
m

2
1
.
0
k
 
上

5
3
m

2
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
未

満
）

洗
掘

対
策

未
施

工

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
1
中

左
2
1
-
8

中
川

越
水

（
溢

水
）

水
衝

洗
掘

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
1
.
0
k
 
上

5
3
m

2
1
.
0
k

5
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

洗
掘

対
策

未
施

工

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

シ
ー

ト
張

り
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
2
中

左
2
0
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
1
.
0
k

2
0
.
0
k
 
上

4
2
4
m

6
0
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
3
中

左
2
0
-
2

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
0
.
0
k
 
上

4
2
4
m

2
0
.
0
k
 
上

3
6
4
m

6
0

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
4
中

左
2
0
-
3

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

Ａ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
0
.
0
k
 
上

3
6
4
m

2
0
.
0
k
 
上

2
9
1
m

7
3

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
5
中

左
2
0
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
0
.
0
k
 
上

2
9
1
m

2
0
.
0
k
 
上

2
8
6
m

5
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

堤
防

高
は

計
画

堤
防

未
満

）
三

郷
市

越
谷

県
土

整
備

三
郷

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
6
中

左
2
0
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
0
.
0
k
 
上

2
8
6
m

2
0
.
0
k
 
上

1
8
6
m

1
0
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
未

満
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
7
中

左
2
0
-
6

中
川

(
重

点
)

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ａ Ｂ

左
埼

玉
県

三
郷

市
戸

ケ
崎

2
0
.
0
k
 
上

1
8
6
m

2
0
.
0
k
 
上

5
3
m

1
3
3

計
算

水
位

が
現

況
堤

防
高

以
上

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
高

未
満

）
堤

体
の

変
状

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
8
中

左
2
0
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

Ｂ Ｂ
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
2
0
.
0
k
 
上

5
3
m

2
0
.
0
k

5
3

危
険

箇
所

（
越

水
）

（
氾

濫
ブ

ロ
ッ

ク
毎

）
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

堤
防

高
は

計
画

堤
防

未
満

）
堤

体
の

変
状

の
生

じ
る

お
そ

れ
が

あ
る

箇
所

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し

江
戸

川
河

川
事

務
所

5
9
中

左
1
9
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

堤
体

漏
水

旧
川

跡

Ｂ Ｂ 要
注

左
埼

玉
県

三
郷

市
戸

ケ
崎

2
0
.
0
k

1
9
.
5
k
 
上

2
9
5
m

2
5
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
未

満
）

堤
体

の
変

状
の

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
箇

所
旧

川
跡

の
堤

防

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

築
き

ま
わ

し
月

の
輪

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
0
中

左
1
9
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

旧
川

跡
Ｂ 要

注

左
埼

玉
県

三
郷

市
戸

ケ
崎

1
9
.
5
k
 
上

2
9
5
m

1
9
.
5
k
 
上

2
7
3
m

2
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
堤

防
高

は
計

画
堤

防
未

満
）

旧
川

跡
の

堤
防

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
1
中

左
1
9
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

旧
川

跡
Ｂ 要

注
左

埼
玉

県
三

郷
市

戸
ケ

崎
1
9
.
5
k
 
上

2
7
3
m

1
9
.
5
k
 
上

1
3
1
m

1
4
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

三
郷

市
越

谷
県

土
整

備
三

郷
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
2
中

左
1
9
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

旧
川

跡
Ｂ 要

注
左

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
5
k
 
上

1
3
1
m

1
9
.
5
k

1
3
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

旧
川

跡
の

堤
防

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

月
の

輪
工

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
3
中

左
1
9
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
5
k

1
9
.
0
k
 
上

2
6
5
m

1
7
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
4
中

左
1
9
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

埼
玉

県
八

潮
市

大
字

大
瀬

1
9
.
0
k
 
上

2
4
3
m

1
8
.
5
k
 
上

2
1
m

7
3
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
5
中

左
1
9
-
7

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

八
潮

市
大

瀬
1
9
.
0
k
 
上

1
4
3
m

1
箇

所
潮

止
橋

側
道

橋
（

上
流

）
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
江

戸
川

河
川

事
務

所
6
6
中

左
1
9
-
8

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

八
潮

市
大

瀬
1
9
.
0
k
 
上

1
4
0
m

1
箇

所
潮

止
橋

八
潮

市
越

谷
県

土
整

備
中

川
下

流
出

張
所

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
7
中

左
1
9
-
9

中
川

(
重

点
)

工
作

物
Ａ

左
埼

玉
県

八
潮

市
大

瀬
1
9
.
0
k
 
上

1
3
0
m

1
箇

所
潮

止
橋

側
道

橋
（

下
流

）
八

潮
市

越
谷

県
土

整
備

中
川

下
流

出
張

所
江

戸
川

河
川

事
務

所
6
8
中

左
1
8
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

西
水

元
４

丁
目

1
8
.
0
k
 
上

3
3
4
m

1
7
.
5
k
 
上

2
6
6
m

5
5
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

80



様
式

－
２

令
 
和

 
7
 
年

 
度

　
 
 
直

 
轄

 
河

 
川

 
重

 
要

 
水

 
防

 
箇

 
所

 
一

 
覧

 
表

図
面

重
　

要
　

度
左

重
　

要
　

水
　

防
　

箇
　

所
県

 
及

 
び

 
市

 
町

 
村

事
務

所
名

番
号

対
象

河
 
川

 
名

　
　

右
粁

 
杭

 
位

 
置

延
　

長
重

　
要

　
な

　
る

　
理

　
由

国
土

交
通

省
想

定
さ

れ
る

番
号

種
　

　
別

階
級

岸
地

　
　

　
先

　
　

　
名

（
Ｋ

，
ｍ

）
（

ｍ
）

担
当

水
防

団
体

担
当

土
木

事
務

所
担

当
出

張
所

水
防

工
法

別

　

凡
例

灰
色

塗
り

つ
ぶ

し
：

重
点

箇
所

番
号

に
〇

：
氾

濫
危

険
水

位
設

定
箇

所

江
戸

川
河

川
事

務
所

6
9
中

左
1
7
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

西
水

元
３

丁
目

1
7
.
5
k
 
上

2
6
6
m

1
7
.
0
k
 
上

1
4
8
m

6
1
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
0
中

左
1
7
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

西
水

元
３

丁
目

1
7
.
0
k
 
上

9
9
m

1
6
.
5
k
 
上

4
7
2
m

1
2
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
1
中

左
1
6
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

西
水

元
３

丁
目

1
6
.
5
k
 
上

3
7
3
m

1
6
.
0
k
 
上

2
3
7
m

6
1
0

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
2
中

左
1
6
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

南
水

元
２

丁
目

1
6
.
0
k
 
上

2
3
7
m

1
5
.
5
k
 
上

3
3
4
m

4
1
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
3
中

左
1
5
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

南
水

元
２

丁
目

1
5
.
5
k
 
上

3
0
8
m

1
5
.
5
k
 
上

2
7
2
m

3
6

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
4
中

左
1
5
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

南
水

元
１

丁
目

1
5
.
5
k
 
上

2
7
2
m

1
5
.
5
k
 
上

2
5
7
m

1
5

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
5
中

左
1
5
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

南
水

元
１

丁
目

1
5
.
5
k
 
上

2
3
1
m

1
5
.
5
k
 
上

1
8
0
m

5
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
6
中

左
1
5
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

南
水

元
１

丁
目

1
5
.
5
k
 
上

1
5
4
m

1
5
.
0
k
 
上

3
9
4
m

2
9
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
7
中

左
1
5
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

６
丁

目
1
5
.
0
k
 
上

3
9
4
m

1
5
.
0
k
 
上

2
9
3
m

1
0
1

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
8
中

左
1
5
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

６
丁

目
1
5
.
0
k
 
上

2
4
0
m

1
5
.
0
k
 
上

1
0
7
m

1
3
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

7
9
中

左
1
5
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

６
丁

目
1
5
.
0
k
 
上

2
7
m

1
4
.
5
k
 
上

5
0
7
m

8
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
0
中

左
1
4
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

５
丁

目
1
4
.
5
k
 
上

4
5
0
m

1
4
.
5
k
 
上

2
5
3
m

1
9
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
1
中

左
1
4
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

５
丁

目
1
4
.
5
k
 
上

1
6
9
m

1
4
.
5
k
 
上

1
4
1
m

2
8

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
2
中

左
1
4
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

５
丁

目
1
4
.
5
k
 
上

1
1
3
m

1
4
.
5
k
 
上

1
1
m

1
0
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
3
中

左
1
4
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

２
丁

目
1
4
.
5
k
 
上

1
1
m

1
4
.
0
k
 
上

2
5
1
m

2
1
7

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
4
中

左
1
4
-
5

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

２
丁

目
1
4
.
0
k
 
上

1
8
3
m

1
4
.
0
k
 
上

6
9
m

1
1
4

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
5
中

左
1
3
-
1

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

２
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

4
1
8
m

1
3
.
5
k
 
上

3
9
5
m

2
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
6
中

左
1
3
-
2

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

２
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

2
0
9
m

1
3
.
5
k
 
上

1
8
6
m

2
3

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
7
中

左
1
3
-
3

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

１
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

9
3
m

1
3
.
5
k
 
上

8
9
m

4
計

算
水

位
と

現
況

堤
防

高
の

差
が

余
裕

高
未

満
（

流
下

能
力

不
足

）
葛

飾
区

東
京

都
第

五
建

設
中

川
下

流
出

張
所

積
み

土
嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
8
中

左
1
3
-
4

中
川

越
水

（
溢

水
）

新
堤

防
Ｂ 要

注
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

１
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

8
9
m

1
3
.
5
k
 
上

7
0
m

1
9

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
新

宿
地

先
外

堤
防

嵩
上

工
事

(
R
4
1
2
)

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

8
9
中

左
1
3
-
5

中
川

新
堤

防
要

注
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

１
丁

目
1
3
.
5
k
 
上

7
0
m

1
3
.
0
k
 
上

4
4
3
m

1
5
4

築
堤

後
3
年

未
満

 
Ｒ

２
中

川
左

岸
新

宿
地

先
外

堤
防

嵩
上

工
事

(
R
4
.
1
2
)

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
シ

ー
ト

張
り

工

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
0
中

左
1
3
-
6

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

１
丁

目
1
3
.
0
k
 
上

2
6
3
m

1
3
.
0
k
 
上

2
1
1
m

5
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢

江
戸

川
河

川
事

務
所

9
1
中

左
1
3
-
7

中
川

越
水

（
溢

水
）

Ｂ
左

東
京

都
葛

飾
区

新
宿

１
丁

目
1
3
.
0
k
 
上

1
8
4
m

1
3
.
0
k
 
上

1
3
2
m

5
2

計
算

水
位

と
現

況
堤

防
高

の
差

が
余

裕
高

未
満

（
流

下
能

力
不

足
）

葛
飾

区
東

京
都

第
五

建
設

中
川

下
流

出
張

所
積

み
土

嚢
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水 防 工 法 一 覧 表 
 

 
 原 因 

 
  工   法 

 
  工法の概要  

  利用箇所 
 
  河  川 

   おもに使用する資材  
  備  考 

  古  来   現  在 

 
 
 
 
 
  越 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  水 

 
 積 み 土 俵 工  

 堤防天端に土俵ま 
 たは土のうを数段 
 積み上げる 

 
 一級河川 

 土俵、くい、 
 竹ぐい 

 土のう、防水 
 シート、鉄筋 
 棒 

 応急かさ上げ 
 工 

 
 せ き 板 工  

 堤防天端にくいを 
 打ちせき板を当て 
 る 

 都市周辺河川  くい、板、 
 くぎ 

 鋼製支柱、 
 軽量鋼板 

 応急かさ上げ 
 工   土のうの 

入手困難 
 

    
  

 
 蛇かご積み工  

 堤防天端に土俵の 
 代わりに蛇かごを 
 置く 

 
 急流河川 

 竹あみ蛇かご 
 玉石、むしろ 

 鉄線蛇かご、 
 玉石、防水シ 
 ート 

 応急かさ上げ 
 工 

 水 マ ッ ト 工  
 
 （連結水 
    のう工） 

 堤防天端にビニロ 
 ン帆布製水マット 
 を置く 

 都市周辺河川   既製水のう、 
 ポンプ、鉄パ 
 イプ 

 応急かさ上げ 
 工   土のう・ 

板など 
入手困難 

 
    
  

 
 裏むしろ張り工 

 堤防裏のり面をむ 
 しろで被覆する 

 あまり高くな 
 い堤体の囲い 
 箇所 

 むしろ、半割 
 竹、土俵 

  応急越流提工 

 
 裏シート張り工 

 堤防裏のり面を防 
 水シートで被覆す 
 る 

 都市周辺河川   防水シート、 
 鉄筋ピン、軽 
 量鉄パイプ、 
 土のう 

 応急越流提工   むしろ、 
竹の入手 
困難 

 
    
  

 
 
 
 
 
 
 漏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 川 
 
 裏 
 
 対 
 
 策 

 釜 段 工   裏小段、裏のり先 
 平地に円形積み土 
 俵にする 

 
 一般河川 

 土俵、むしろ 
 木くいまたは 
 竹ぐい、樋 

 土のう、防水 
 シート、鉄筋 
 棒、ビニール 
 パイプ 

 
 漏水緩和工    釜築き、 

釜止め 
   

    
  
 
 水 マ ッ ト 式 
 釜 段 工  

 裏小段、裏のり先 
 平地にビニロン帆 
 布製中空円形水マ 
 ットを積み上げる 

 都市周辺河川   既製水のうポ 
 ンプ、鉄パイ 
 プ 

 
 漏 水 緩 和 工   土砂、土 

のう入手 
困難 

 
    
  

 
 鉄板式釜段工 
 （簡易釜段工） 

 裏小段、裏のり先 
 平地に鉄板を円筒 
 形に組み立てる 

 都市周辺河川   鉄板、土のう 
 パイプ、鉄パ 
 イプぐい 

 
 漏 水 緩 和 工   土砂、土 

のう入手 
困難 

 
    
  

 
 月 の 輪 工 

 裏のり部によりか 
 かり半円形に積み 
 土俵する 

 
 一般河川 

 土俵、むしろ 
 くい、樋、竹 
 ぐい 

 土のう防水シ 
 ート、パイプ 
 鉄筋棒 

 
 漏 水 緩 和 工 

 
 水 マ ッ ト 月 
 の 輪 工  

 裏小段、裏のり先 
 にかかるようにビ 
 ニロン帆布製水の 
 うを組み立てる 

 都市周辺河川   既製水のう、 
 くい、土のう 
 ビニロンパイ 
 プ 

 
 漏 水 緩 和 工   土砂、土 

のう入手 
困難 
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資料５



 
 
 
 

 
 原 因 

 
  工   法 

 
  工 法 の 概 要 

  利用箇所 
 
  河  川 

   おもに使用する資材  
  備  考 

  古  来   現  在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 漏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 水 

 
 川 
 裏 
 対 
 策 

 
 た る 伏 せ 工 

 裏小段、裏のり先 
 平地に底抜きたる 
 またはおけを置く 

 
 一級河川 

 たる、むしろ 
 土俵 

 たる、防水シ 
 ート、土のう 

 
 漏 水 緩 和 工 

 
 導 水 む し ろ 
 張 り 工  

 裏のり、犬走りに 
 むしろなどを敷き 
 ならべる 

 一般河川  むしろ、丸太 
 竹 

 防水シート、 
 丸太、竹 

 
 漏 水 緩 和 工   漏水少な 

い箇所 
 

    
  

 
 
 
 
 
 川 
 
 
 
 表 
 
 
 
 対 
 
 
 
 策 

 
 
 詰 め 土 俵 工 

 
 川表のり面の漏水 
 口に土俵などを詰 
 める 

 一般河川  土俵、むしろ 
 くい、竹ぐい 

 土のう、木ぐ 
 い、竹ぐい 

 
 漏 水 止 め 工   構造物の 

あるとこ 
ろ、水深 
の浅い部 
分 

 
    

  
 
 むしろ張り工 

 川表の漏水面にむ 
 しろを張る 

 一般河川  むしろ、竹、 
 土俵、竹ピン 

  
 漏 水 止 め 工   水深の浅 

い所 
 

    
  

 
 継ぎむしろ張工 

 川表の漏水面に継 
 ぎむしろを張る 

 一般河川  むしろ、なわ 
 くい、ロープ 
 竹、土俵 

  漏 水 止 め 工 
 表のり決壊防 
 止 

  漏水面の 
広い所 

 
    
  

 
 シート張り工 

 川表の漏水面に防 
 水シートを張る 

 都市周辺河川   防水シート、 
 鉄パイプ、く 
 い、ロープ、 
 土のう 

 
 漏 水 止 め 工   むしろが 

入手困難 
 

    
  

 
 たたみ張り工 

 川表の漏水面にた 
 たみを張る 

 一般河川  古たたみ、く 
 い、なわ、土 
 俵、鉄線 

 土俵の代わり 
 に土のう 

 
 漏 水 止 め 工   水深の浅 

い所 
 

    
  

 
 
 
 
  洗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  掘 

 むしろ張り工、 
 継ぎむしろ張り 
 工、シート張り 
 工、たたみ張り 
 工 

 
 漏水防止と同じ 

 芝付き堤防で 
 比較的緩流河 
 川 

 
 漏水防止と同 
 じ 

 
 漏水防止と同 
 じ 

 
 洗 掘 防 止 

 
 木 流 し 工 
 （竹流し工） 

 樹木（竹）に重り 
 土俵をつけて流し 
 局部を被覆する 

 
 急流河川 

 立木、（青竹 
 ）、土俵、な 
 わ、鉄線、く 
 い 

 立木、土のう 
 ロープ鉄線、 
 くい 

 
 洗 掘 防 止 

 
 立 て か ご 工 

 表のり面に蛇かご 
 を立てて被覆する 

 急流河川 
 砂利堤防 

 竹蛇かご、詰 
 め石、くい、 
 鉄線 

 鉄線蛇かご、 
 詰め石、くい 
 鉄線 

 
 洗 掘 防 止 

 
 捨て土のう工 
 捨 て 石 工 

 表のり面決壊箇所 
 に土のうまたは大 
 きい石を投入する 

 
 急流河川 

 
 土俵、石俵石 

 土のう、石異 
 形コンクリー 
 トブロック 

 
 洗 掘 防 止 
 断 面 確 保 
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 原 因 

 
  工   法 

 
  工 法 の 概 要 

  利用箇所 
 
  河  川 

   おもに使用する資材  
  備  考 

  古  来   現  在 

  洗 
 
  掘 

 
 竹 網 流 し 工 

 竹を格子形に結束 
 し土俵をつけて、 
 のり面を被覆する 

 
 緩急河川 

 竹、くい、な 
 わ、土俵 

 竹、くい、ロ 
 ープ、土のう 

 
 洗 掘 防 止 

 
 
 
  決 
 
 
 
 
  壊 

 
 わ く 入 れ 工 

 深掘れ箇所に川倉 
 牛わく、鳥脚など 
 の合掌木を投入す 
 る 

 
 急流河川 

 
 わく組み、石 
 俵、蛇かご 

 わく組み、石 
 俵、鉄線、蛇 
 かご 

 
 洗 掘 防 止 

 
 築きまわし工 

 表のりの決壊によ 
 る断面不足を裏の 
 りに土俵を積む 

 凸側堤防 
 他の工法と併 
 用 

 くい、割竹、 
 板、土俵、く 
 ぎ 

 くい、割竹、 
 板、土のう、 
 くぎ 

 
 断 面 確 保 

 
 びょうぶ返し工 

 竹を骨格とし、か 
 や、よしでびょう 
 ぶを作りのり面を 
 覆う 

 比較的緩流河 
 川 

 竹、なわ、わ 
 ら、かや、土 
 俵 

 竹、なわ、ロ 
 ープ、わら、 
 かや、土のう 

 
 洗 掘 防 止 

 
 
 
 
 
 
 
 き 
 
 
 
 
 
 
 裂 

 
 
 天 
 
 
 端 

 
 折 り 返 し 工 

 天端のき裂をはさ 
 んで両肩付近に竹 
 をさし折り曲げて 
 連結する 

 
 粘土質堤防 

 
 竹、土俵、な 
 わ 

 
 竹、 土のう 
 ロープ 

 
 き 裂 防 止 

 
 打 ち 継 ぎ 工 

 折り返し工の竹の 
 代わりにくいと鉄 
 線を用いる 

 
 砂質堤防 

 
 くい、鉄線 

 
 くい、鉄線 

 
 き 裂 防 止 

 
 
 天 
 
 端 
 
 ～ 
 
 裏 
 の 
 り 

 
 控 え 取 り 工 

 き裂が天端から裏 
 のりにかけて生じ 
 るもので折り返し 
 工と同じ 

 
 粘土質堤防 

 
 竹、土俵、な 
 わ 

 竹、土のう、 
 なわ、ロープ 
 鉄線 

 
 き 裂 防 止 

 
 継 ぎ 縫 い 工 

 き裂が天端から裏 
 のりにかけて生じ 
 るもので控え取り 
 工と同じ 

 
 砂質堤防 

 
 くい、竹、鉄 
 線、土俵 

 
 くい、竹、鉄 
 線、土のう 

 
 き 裂 防 止 

 
 ネ ッ ト 張 り 
 き 裂 防 止 工 

 継ぎ縫い工のうち 
 竹の代わりに鉄線 
 を用いる 

 
 石質堤防 

  くい、金網、 
 鉄線、土のう 

 
 き 裂 防 止 

 
 裏 
 の 
 り 
 崩 
 落 

 
 
 き 
 
 
 裂 

 
 五 徳 縫 い 工 

 裏のり面にき裂を 
 竹で縫い崩落を防 
 ぐ 

 
 粘土質堤防 

 竹、なわ、鉄 
 線、土俵 

 竹、なわ、ロ 
 ープ、鉄線、 
 土のう 

 
 き 裂 防 止 

 
 五 徳 縫 い 工 
 （くい打ち） 

 裏のり面のき裂を 
 はさんでくいを打 
 ちロープで引き寄 
 せる 

 
 粘土質堤防 

  くい、ロープ 
 土のう丸太 

 
 き 裂 防 止 
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 原 因 

 
  工   法 

 
  工 法 の 概 要 

  利用箇所 
 
  河  川 

   おもに使用する資材  
  備  考 

  古  来   現  在 

 
 
 
 
 
 裏 
 
 
 
 
 
 の 
 
 
 
 
 
 り 
 
 
 
 
 
 崩 
 
 
 
 
 
 
 落 

 
 
 
 き 
 
 
 
 
 
 裂 

 
 竹 さ し 工 

 裏のり面のき裂が 
 浅いとき、のり面 
 がすべらないよう 
 に竹をさす 

 
 粘土質堤防 

 
 竹、土のう 

 
 竹、土のう 

 
 滑 動 防 止 

 
 力ぐい打ち工 

 裏のり先付近にく 
 いを打ち込む 

 
 粘土質堤防 

 
 くい、土俵 

 
 くい、土のう 

 すべり面に沿 
 い滑動すると 
 き 

 
 か ご 止 め 工 

 裏のり面にひし形 
 状にくいを打ち、 
 竹または鉄線で縫 
 う 

 
 砂質堤防 

 
 くい、竹、鉄 
 線、土俵 

 
 くい、竹、鉄 
 線、土のう 

 
 滑 動 防 止 

 
 
 
 
 
 
 
 崩 
 
 
 
 
 
 
 
 落 

 
 立 て か ご 工 

 裏のり面に蛇かご 
 を立て被覆する 

 
 急流河川 

 竹網蛇かご、 
 詰め石、くい 
 そだ 

 鉄線蛇かご、 
 詰め石、くい 
 そだ 

 
 裏 の り 補 強 

 
 く い 打 ち 積 
 み 土 俵 工 

 裏のり面にくいを 
 打ち並べ、中詰め 
 に土俵を入れる 

 
 砂質堤防 

 くい、布木、 
 鉄線、土俵 

 くい、布木、 
 鉄線、土のう 

 
 裏 の り 補 強 

 
 土のう羽口工 

 裏のり面に土俵を 
 小口に積み上げる 

 
 一般堤防 

 竹ぐい、土砂 
 土俵 

 竹ぐい、土砂 
 土のう 

 
 裏 の り 補 強 

 
 つ な ぎ く い 
 打 ち 工  

 裏のり面にくいを 
 数列打ちこれを連 
 結して中詰めに土 
 俵を入れる 

 
 一般堤防 

 くい、土俵、 
 布木、鉄線、 
 土砂 

 くい、土のう 
 布木、鉄線、 
 土砂 

 
 裏 の り 補 強 

 
 さ く か き 詰 
 め 土 俵 工 

 つなぎくい打ちと 
 ほぼ同じさくを作 
 る 

 
 一般堤防 

 くい、竹、そ 
 だ、鉄線、土 
 俵 

 くい、竹、そ 
 だ、鉄線、土 
 のう 

 
 裏 の り 補 強 

 
 築きまわし工 

 裏のり面にくい打 
 ちさくを作り中詰 
 め土俵を入れる 

 
 一般堤防 

 くい、さく材 
 布木、土俵 

 くい、さく材 
 布木、土のう 

 
 裏 の り 補 強 

 
  そ 
 
  の 
 
  他 

 
 流下物除去作業 

 橋のピアなどに堆 
 積した流木の除去 

 
 一般河川 

 長尺竹、とび 
 口 

 長尺竹、とび 
 口 

 
 水 位 低 下 

 
 水 防 対 策 車 

 現地対策本部の設 
 置 

 
 一般河川 

  指揮車、無線 
 車 

 
 機動性の発揮 
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水 防 標 識 

 

水防法第１８条による水防のために出動する車両の標識は、次のとおりとする。 

 
 
 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※寸法は標準となるものであり、用途に応じ適宜変更しても差し支えない 
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洪水予報 実施区域図 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
利根川水系洪水予報実施区域及び基準地点 
予報区域名 河川名 洪水予報実施区域 

洪水予報 
基準観測所 

氾濫 

注意水位 

（警戒水位） 

避難判断 

水位 

氾濫 

危険水位 
河川位置 所在地 

利 根 川 

上 流 部 
利 根 川 

左岸 群馬県伊勢崎市柴町字小泉1555番地先から 

城県猿島郡境字北野1920番地先まで 

右岸 群馬県佐波郡玉村町大字小泉字飯玉前70番6地先から 

江戸川分派点まで 

八斗島
やったじま

 1.90 3.1 4.1 
左岸河口から 
181.5km下46m 

群馬県伊勢崎市 

八斗島町 

栗
くり

 橋
はし

 5.00 7.6 9.2 
右岸河口から 
130.5km下100m 埼玉県久喜市栗橋 

利 根 川 

中 流 部 
利 根 川 

左岸 茨城県猿島郡境町字北野1920番地先から 

茨城県北相馬郡利根町東奥山新田21番4地先まで 

（氾濫後において、氾濫により浸水する区域及びその水深を示す

場合には、茨城県坂東市法師戸字秣場660番10地先まで） 

右岸 江戸川分派点から 

千葉県印西市大字平岡字上流作283番2地先まで 

（氾濫後において、氾濫により浸水する区域及びその水深を示す

場合には、千葉県野田市三ツ堀字殿山1580番7地先まで） 

芽吹橋
めぶきばし

 5.00 6.9 7.4 
右岸河口から 
104.0km上116.3m 千葉県野田市目吹 

取
とり

 手
で

 5.40 6.9 7.4 
左岸河口から 
85km上300m 茨城県取手市新町 

押 付
おし つけ

 5.75 7.1 7.8 
左岸河口から 
78.5km 

茨城県北相馬郡 

利根町押付新田 

江 戸 川 江 戸 川 

左岸 利根川からの分派点から 

海（旧川を除く）まで 

右岸 利根川からの分派点から 

海（旧川を除く）まで     

西関宿
にしせきやど

 6.10 8.1 8.9 
右岸河口から 
58.0km上410m 埼玉県幸手市西関宿 

野  田
の     だ

 6.30 8.5 9.1 
左岸河口から 
39.0km上26m 千葉県野田市中野台 

中 川 中 川 

左岸 埼玉県北葛飾郡松伏町大字下赤岩字内膳堀内下1647の1地先から 

東京都葛飾区高砂2丁目55の3地先まで 

右岸 埼玉県北葛飾郡松伏町大字下赤岩字大落向937の1地先から 

東京都葛飾区青戸2丁目623の1地先まで 

吉 川
よし かわ

 3.60 4.3 4.7 
左岸河口から 
30.5km上135m 埼玉県吉川市平沼 

綾 瀬 川 

(谷古宇区間) 
綾 瀬 川 

左岸 埼玉県越谷市大字蒲生字西浦3793の3地先から 

東京都足立区神明1丁目30の1地先まで 

右岸 埼玉県草加市金明町字中取出し1362の7地先から 

東京都足立区南花畑3丁目23の1地先まで 

谷 古 宇
や  こ  う

 3.00 3.1 3.5 

左岸中川 
合流点から 
14.0km上400m 

埼玉県草加市松江 
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水防警報区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 基準水位観測所及び水防警報区 

水

系 
河川 

水防警報区 基準水位観測所 

左  岸 右  岸 名称 零点高 
 
 

(ｍ) 

水防団 
待機水位 

（通報水位） 
(ｍ) 

氾濫 
注意水位 

（警戒水位）
(ｍ) 

避難判断 
水位 

 
(ｍ) 

氾濫 
危険水位 

 
(ｍ) 

計画高 
水位 

 
(ｍ) 

河川位置 所在地 

利

根

川 

江戸川 
自：幹川分派点 

至：千葉県野田市岡田1084地先 

自：幹川分派点 

至：埼玉県春日部市新宿新田100番の1地先 
西関宿 YP.+8.50 4.50 6.10 8.10 8.90 9.121 

右岸河口  

から58km   

上410m 

埼玉県幸手

市西関宿 

江戸川 
自：千葉県野田市東金野井1410番の1地先       

至：千葉県流山市木8番の2地先 

自：埼玉県北葛飾郡松伏町築比地2539番の1地先  

至：埼玉県三郷市高州四丁目149地先 
野田 YP.+3.50 4.60 6.30 8.50 9.10 9.341 

左岸河口  

から39km 

上26m 

千葉県野田

市中野台 
利根運河 

自：幹川分派点  

至：江戸川合流点 

自：幹川分派点 

至：江戸川合流点 

江戸川 
自：千葉県松戸市七エ門新田214番の1地先  

至：海 

自：東京都葛飾区東金町８丁目4927番の1地先 

至：海 
松戸 YP.+0.00 4.00 5.70 - - 8.129 

左岸河口  

から19.5km 

上80m 

千葉県松戸

市松戸 
旧江戸川 

自：江戸川分派点 

至：東京都江戸川区東篠崎一丁目の標杭 

自：江戸川分派点  

至：東京都江戸川区東篠崎一丁目39番22地先 

坂川放水路 
自：坂川分派点  

至：江戸川合流点 

自：坂川分派点 

至：江戸川合流点 

大谷口 

新田 
YP.+0.00 2.70 3.20 3.40 3.80 4.198 

右岸河口 

から1.5km 

上300m 

千葉県松戸

市新松戸 
坂川 

自：千葉県流山市野々下二丁目633番の6地先 

至：千葉県松戸市新松戸六丁目408地先 

自：千葉県流山市野々下二丁目633番の6地先 

至：千葉県松戸市小金字金切1169番の4地先 

北千葉導水路 
自：千葉県流山市野々下二丁目623番の1地先 

至：坂川合流点 

自：千葉県流山市野々下二丁目621番の1地先 

至：坂川合流点 

中川 

自：埼玉県北葛飾郡松伏町大字下赤岩字内膳堀内

下1647番の1地先  

至：大場川合流点 

自：埼玉県北葛飾郡松伏町大字下赤岩字大落向

937番1地先 

至：垳川合流点  

吉川 AP.+0.00 3.30 3.60 4.30 4.70 4.750 

左岸河口 

から30.5km 

上135m 

埼玉県吉川

市平沼 

中川 
自：大場川合流点 

至：東京都葛飾区高砂二丁目55番の3地先 

自：垳川合流点 

至：東京都葛飾区青戸二丁目623番の1地先     
高砂 AP.+0.00 2.50 2.70 - - 3.410 

右岸河口 

から12.5km 

上30m 

東京都葛飾

区青戸 

綾瀬川 
自：埼玉県越谷市大字蒲生字西浦3793番の3地先 

至：東京都足立区神明一丁目30番の1地先 

自：埼玉県草加市金明町字中取出し1362番の7地先 

至：東京都足立区南花畑三丁目23番の1地先 
谷古宇 AP.+0.00 2.80 3.00 3.10 3.50 4.102 

左岸中川 

合流点から

14.0k上400m 

埼玉県草加

市松江 
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8 

 ８ 
（上吉妻） 

 ７ 
（金杉） 

３ 
(吉屋) 

第７分団 
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水 防 法 
 

(昭和二十四年六月四日 法律第百九十三号) 

最終改正：令和五年五月三十一日 法律第三十七号 

第一章 総則(第一条・第二条) 

第二章 水防組織(第三条―第八条) 

第三章 水防活動(第九条―第三十二条の三) 

第四章 指定水防管理団体(第三十三条―第三十五条) 

第五章 水防協力団体(第三十六条―第四十条) 

第六章 費用の負担及び補助(第四十一条―第四十四条) 

第七章 雑則(第四十五条―第五十一条) 

第八章 罰則(第五十二条―第五十五条) 

附則 

 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この法律は、洪水、雨水出水、津波又は高潮に際し、水災を警戒し、防御し、及び

これによる被害を軽減し、もつて公共の安全を保持することを目的とする。 

（定義） 

第二条 この法律において「雨水出水」とは、一時的に大量の降雨が生じた場合において下

水道その他の排水施設に当該雨水を排除できないこと又は下水道その他の排水施設から河

川その他の公共の水域若しくは海域に当該雨水を排除できないことによる出水をいう。 

２ この法律において「水防管理団体」とは、次条の規定により水防の責任を有する市町村

（特別区を含む。以下同じ。）又は水防に関する事務を共同に処理する市町村の組合（以

下「水防事務組合」という。）若しくは水害予防組合をいう。 

３ この法律において「水防管理者」とは、水防管理団体である市町村の長又は水防事務組

合の管理者若しくは長若しくは水害予防組合の管理者をいう。 

４ この法律において「消防機関」とは、消防組織法（昭和二十二年法律第二百二十六号）

第九条に規定する消防の機関をいう。 

５ この法律において「消防機関の長」とは、消防本部を置く市町村にあつては消防長を、

消防本部を置かない市町村にあつては消防団の長をいう。 

６ この法律において「水防計画」とは、水防上必要な監視、警戒、通信、連絡、輸送及び

ダム又は水門若しくは閘こう門の操作、水防のための水防団、消防機関及び水防協力団体
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附録１



 

（第三十六条第一項の規定により指定された水防協力団体をいう。以下第四章までにおい

て同じ。）の活動、一の水防管理団体と他の水防管理団体との間における協力及び応援、

水防のための活動に必要な河川管理者（河川法（昭和三十九年法律第百六十七号）第七条

（同法第百条第一項において準用する場合を含む。）に規定する河川管理者をいう。第七

条第三項において同じ。）及び同法第九条第二項又は第五項の規定により都道府県知事又

は地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一項の指定都市の

長が河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川（同法第四条第一項に規定する

一級河川をいう。以下同じ。）の管理の一部を行う場合における当該都道府県知事又は当

該指定都市の長並びに下水道管理者（下水道法（昭和三十三年法律第七十九号）第四条第

一項に規定する公共下水道管理者、同法第二十五条の二十三第一項に規定する流域下水道

管理者及び同法第二十七条第一項に規定する都市下水路管理者をいう。第七条第四項にお

いて同じ。）の協力並びに水防に必要な器具、資材及び設備の整備及び運用に関する計画

をいう。 

７ この法律において「量水標等」とは、量水標、験潮儀その他の水位観測施設をいう。 

８ この法律において「水防警報」とは、洪水、津波又は高潮によつて災害が発生するおそ

れがあるとき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう。 

第二章 水防組織 

（市町村の水防責任） 

第三条 市町村は、その区域における水防を十分に果すべき責任を有する。ただし、水防事

務組合が水防を行う区域及び水害予防組合の区域については、この限りでない。 

（水防事務組合の設立） 

第三条の二 地形の状況により、市町村が単独で前条の責任を果たすことが著しく困難又は

不適当であると認められる場合においては、関係市町村は、洪水、雨水出水、津波又は高

潮による被害の共通性を勘案して、共同して水防を行う区域を定め、水防事務組合を設け

なければならない。 

（水害予防組合の区域を水防を行う区域とする水防事務組合が設けられる場合の特別措置） 

第三条の三 水害予防組合法（明治四十一年法律第五十号）第十五条第一項の規定により都

道府県知事が水害予防組合を廃止しようとする場合において、当該水害予防組合の区域の

全部又は一部について、当該水害予防組合に代るべき水防管理団体として引き続き水防事

務組合が設けられるときは、都道府県知事は、同条第三項の規定にかかわらず、当該水害

予防組合が、その有する財産及び負債のうち水防の用に供せられ、又は供せられる予定と

なつている財産及びこれらの財産に係る負債以外の財産及び負債の処分を完了したときは、

当該水害予防組合を廃止することができる。 
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２ 前項の規定により廃止される水害予防組合は、その廃止の日において有する水防の用に

供せられ、又は供せられる予定となつている財産を、当該水害予防組合の区域の全部を水

防を行う区域とする一の水防事務組合が設けられる場合においては、当該水防事務組合に、

当該水害予防組合の区域について二以上の水防事務組合が設けられる場合又は当該水害予

防組合の区域の一部が市町村の水防を行うべき区域となる場合においては、当該水害予防

組合と関係水防事務組合又は市町村との協議に基き、関係水防事務組合又は市町村に無償

譲渡し、当該水防事務組合又は市町村は、それぞれ、その譲渡される財産に係る負債を引

き受けなければならない。この場合においては、当該水害予防組合は、当該財産の譲渡及

び負債の引継のために必要な範囲内において、当該財産の譲渡及び負債の引継を完了する

まで、なお存続するものとみなす。 

（水防事務組合の議会の議員の選挙） 

第三条の四 水防事務組合の議会の議員は、組合規約で定めるところにより、関係市町村の

議会において、当該市町村の議会の議員の被選挙権を有する者で水防に関し学識経験があ

り、かつ、熱意があると認められるもののうちから選挙するものとする。ただし、数市町

村にわたる水防上の特別の利害を調整する必要があると認められるときは、組合規約で定

めるところにより、当該市町村の議会の議員の被選挙権を有する者で水防に関し学識経験

があり、かつ、熱意があると認められるものにつき当該市町村の長が推薦した者のうちか

ら選挙することができる。この場合において、市町村の長が推薦した者のうちから選挙さ

れる議員の数は、当該市町村の議会において選挙される議員の数の二分の一をこえてはな

らない。 

２ 前項の規定により関係市町村の議会において選挙される議員の数は、水防事務組合の行

う事業による受益の割合及び防護すべき施設の延長の割合を勘案して定めるものとする。 

（水防事務組合の経費の分賦） 

第三条の五 水防事務組合の経費の関係市町村に対する分賦は、前条第二項に規定する割合

を勘案して定めるものとする。 

（都道府県の水防責任） 

第三条の六 都道府県は、その区域における水防管理団体が行う水防が十分に行われるよう

に確保すべき責任を有する。 

（指定水防管理団体） 

第四条 都道府県知事は、水防上公共の安全に重大な関係のある水防管理団体を指定するこ

とができる。 

（水防の機関） 

第五条 水防管理団体は、水防事務を処理するため、水防団を置くことができる。 
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２ 前条の規定により指定された水防管理団体（以下「指定管理団体」という。）は、その

区域内にある消防機関が水防事務を十分に処理することができないと認める場合において

は、水防団を置かなければならない。 

３ 水防団及び消防機関は、水防に関しては水防管理者の所轄の下に行動する。 

（水防団） 

第六条 水防団は、水防団長及び水防団員をもつて組織する。 

２ 水防団の設置、区域及び組織並びに水防団長及び水防団員の定員、任免、給与及び服務

に関する事項は、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組

合会の議決で定める。 

（公務災害補償） 

第六条の二 水防団長又は水防団員が公務により死亡し、負傷し、若しくは病気にかかり、

又は公務による負傷若しくは病気により死亡し、若しくは障害の状態となつたときは、当

該水防団長又は水防団員の属する水防管理団体は、政令で定める基準に従い、市町村又は

水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定めるところに

より、その者又はその者の遺族がこれらの原因によつて受ける損害を補償しなければなら

ない。 

２ 前項の場合においては、水防管理団体は、当該水防団長若しくは水防団員又はその者の

遺族の福祉に関して必要な事業を行うように努めなければならない。 

（退職報償金） 

第六条の三 水防団長又は水防団員で非常勤のものが退職した場合においては、当該水防団

長又は水防団員の属する水防管理団体は、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水

害予防組合にあつては組合会の議決で定めるところにより、その者（死亡による退職の場

合には、その者の遺族）に退職報償金を支給することができる。 

（都道府県の水防計画） 

第七条 都道府県知事は、水防事務の調整及びその円滑な実施のため、当該都道府県の水防

計画を定め、及び毎年当該都道府県の水防計画に検討を加え、必要があると認めるときは、

これを変更しなければならない。 

２ 都道府県の水防計画は、津波の発生時における水防活動その他の危険を伴う水防活動に

従事する者の安全の確保が図られるように配慮されたものでなければならない。 

３ 都道府県知事は、当該都道府県の水防計画に河川管理者（河川法第九条第二項又は第五

項の規定により都道府県知事又は地方自治法第二百五十二条の十九第一項の指定都市の長

が河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川の管理の一部を行う場合にあつて

は、当該都道府県知事又は当該指定都市の長。以下同じ。）による河川に関する情報の提
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供、水防訓練への河川管理者の参加その他の水防管理団体が行う水防のための活動に河川

管理者の協力が必要な事項を記載しようとするときは、当該事項について、あらかじめ、

河川管理者に協議し、その同意を得なければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県知事が、当該都道府県の水防計画に水防管理団体が行う水防の

ための活動に下水道管理者の協力が必要な事項を記載しようとする場合について準用する。 

５ 都道府県知事は、第一項の規定により当該都道府県の水防計画を定め、又は変更しよう

とするときは、あらかじめ、都道府県水防協議会（次条第一項に規定する都道府県水防協

議会をいい、これを設置しない都道府県にあつては、災害対策基本法（昭和三十六年法律

第二百二十三号）第十四条第一項に規定する都道府県防災会議とする。）に諮らなければ

ならない。 

６ 二以上の都府県に関係する水防事務については、関係都府県知事は、あらかじめ協定し

て当該都府県の水防計画を定め、国土交通大臣及び消防庁長官に報告しなければならない。

報告した水防計画の変更についても、同様とする。 

７ 都道府県知事は、第一項又は前項の規定により当該都道府県の水防計画を定め、又は変

更したときは、その要旨を公表するよう努めるものとする。 

（都道府県水防協議会） 

第八条 都道府県の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるため、都道府県

に都道府県水防協議会を置くことができる。 

２ 都道府県水防協議会は、水防に関し関係機関に対して意見を述べることができる。 

３ 都道府県水防協議会は、会長及び委員をもつて組織する。 

４ 会長は、都道府県知事をもつて充てる。委員は、関係行政機関の職員並びに水防に関係

のある団体の代表者及び学識経験のある者のうちから都道府県知事が命じ、又は委嘱する。 

５ 前各項に定めるものの外、都道府県水防協議会に関し必要な事項は、当該都道府県条例

で定める。 

第三章 水防活動 

（河川等の巡視） 

第九条 水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、随時区域内の河川、海岸堤防、津波防

護施設（津波防災地域づくりに関する法律（平成二十三年法律第百二十三号）第二条第十

項に規定する津波防護施設をいう。以下この条において同じ。）等を巡視し、水防上危険

であると認められる箇所があるときは、直ちに当該河川、海岸堤防、津波防護施設等の管

理者に連絡して必要な措置を求めなければならない。 

（国の機関が行う洪水予報等） 

第十条 気象庁長官は、気象等の状況により洪水、津波又は高潮のおそれがあると認められ
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るときは、その状況を国土交通大臣及び関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応

じ放送機関、新聞社、通信社その他の報道機関（以下「報道機関」という。）の協力を求

めて、これを一般に周知させなければならない。 

２ 国土交通大臣は、二以上の都府県の区域にわたる河川その他の流域面積が大きい河川で

洪水により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した河川について、

気象庁長官と共同して、洪水のおそれがあると認められるときは水位又は流量を、はん濫

した後においては水位若しくは流量又ははん濫により浸水する区域及びその水深を示して

当該河川の状況を関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求

めて、これを一般に周知させなければならない。 

３ 都道府県知事は、前二項の規定による通知を受けた場合においては、直ちに都道府県の

水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者（量水標等の管理者をいう。以下同じ。）

に、その受けた通知に係る事項（量水標管理者にあつては、洪水又は高潮に係る事項に限

る。）を通知しなければならない。 

（都道府県知事が行う洪水予報） 

第十一条 都道府県知事は、前条第二項の規定により国土交通大臣が指定した河川以外の流

域面積が大きい河川で洪水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した河

川について、洪水のおそれがあると認められるときは、気象庁長官と共同して、その状況

を水位又は流量を示して直ちに都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者

に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させなけれ

ばならない。 

２ 都道府県知事は、前項の規定による指定をしようとするときは、気象庁長官に協議する

ものとする。 

（情報の提供の求め等） 

第十一条の二 都道府県知事は、前条第一項の規定による通知及び周知を行うため必要があ

ると認めるときは、国土交通大臣に対し、当該通知及び周知に係る河川の水位又は流量に

関する情報であつて、第十条第二項の規定により国土交通大臣が指定した河川について国

土交通大臣が洪水のおそれを予測する過程で取得したものの提供を求めることができる。 

２ 国土交通大臣は、前項の規定による求めがあつたときは、同項に規定する情報を当該都

道府県知事及び気象庁長官に提供するものとする。 

３ 前項の規定による情報の提供については、気象業務法（昭和二十七年法律第百六十五号）

第十七条及び第二十三条の規定は、適用しない。 

（水位の通報及び公表） 

第十二条 都道府県の水防計画で定める水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高潮
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のおそれがあることを自ら知り、又は第十条第三項若しくは第十一条第一項の規定による

通知を受けた場合において、量水標等の示す水位が都道府県知事の定める通報水位を超え

るときは、その水位の状況を、都道府県の水防計画で定めるところにより、関係者に通報

しなければならない。 

２ 都道府県の水防計画で定める量水標管理者は、量水標等の示す水位が警戒水位（前項の

通報水位を超える水位であつて洪水又は高潮による災害の発生を警戒すべきものとして都

道府県知事が定める水位をいう。以下同じ。）を超えるときは、その水位の状況を、都道

府県の水防計画で定めるところにより、公表しなければならない。 

（国土交通大臣又は都道府県知事が行う洪水に係る水位情報の通知及び周知） 

第十三条 国土交通大臣は、第十条第二項の規定により指定した河川以外の河川のうち、河

川法第九条第二項に規定する指定区間外の一級河川で洪水により国民経済上重大な損害を

生ずるおそれがあるものとして指定した河川について、洪水特別警戒水位（警戒水位を超

える水位であつて洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。次項において同じ。）

を定め、当該河川の水位がこれに達したときは、その旨を当該河川の水位又は流量を示し

て関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一

般に周知させなければならない。 

２ 都道府県知事は、第十条第二項又は第十一条第一項の規定により国土交通大臣又は自ら

が指定した河川以外の河川のうち、河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川

又は同法第五条第一項に規定する二級河川で洪水により相当な損害を生ずるおそれがある

ものとして指定した河川について、洪水特別警戒水位を定め、当該河川の水位がこれに達

したときは、その旨を当該河川の水位又は流量を示して直ちに都道府県の水防計画で定め

る水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、

これを一般に周知させなければならない。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定による通知を受けた場合においては、直ちに都道府県の

水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者に、その受けた通知に係る事項を通知しな

ければならない。 

（都道府県知事又は市町村長が行う雨水出水に係る水位情報の通知及び周知） 

第十三条の二 都道府県知事は、当該都道府県が管理する公共下水道等（下水道法第二条第

三号に規定する公共下水道、同条第四号に規定する流域下水道又は同条第五号に規定する

都市下水路をいう。以下この条及び第十四条の二において同じ。）の排水施設等（排水施

設又はこれを補完するポンプ施設若しくは貯留施設をいう。以下この条において同じ。）

で雨水出水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものについて、雨

水出水特別警戒水位（雨水出水による災害の発生を特に警戒すべき水位（公共下水道等の
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排水施設等の底面から水面までの高さをいう。以下この条において同じ。）をいう。次項

において同じ。）を定め、当該排水施設等の水位がこれに達したときは、その旨を当該排

水施設等の水位を示して直ちに当該都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管

理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させな

ければならない。 

２ 市町村長は、当該市町村が管理する公共下水道等の排水施設等で雨水出水により相当な

損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものについて、雨水出水特別警戒水位を定

め、当該排水施設等の水位がこれに達したときは、その旨を当該排水施設等の水位を示し

て直ちに当該市町村の存する都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者に

通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させなければ

ならない。 

（都道府県知事が行う高潮に係る水位情報の通知及び周知） 

第十三条の三 都道府県知事は、当該都道府県の区域内に存する海岸で高潮により相当な損

害を生ずるおそれがあるものとして指定したものについて、高潮特別警戒水位（警戒水位

を超える水位であつて高潮による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。）を定め、当

該海岸の水位がこれに達したときは、その旨を当該海岸の水位を示して直ちに当該都道府

県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道

機関の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。 

（関係市町村長への通知） 

第十三条の四 第十条第二項若しくは第十三条第一項の規定により通知をした国土交通大臣

又は第十一条第一項、第十三条第二項、第十三条の二第一項若しくは前条の規定により通

知をした都道府県知事は、災害対策基本法第六十条第一項の規定による避難のための立退

きの指示又は同条第三項の規定による緊急安全確保措置の指示の判断に資するため、関係

市町村の長にその通知に係る事項を通知しなければならない。 

（洪水浸水想定区域） 

第十四条 国土交通大臣は、次に掲げる河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保

し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で

定めるところにより、想定最大規模降雨（想定し得る最大規模の降雨であつて国土交通大

臣が定める基準に該当するものをいう。以下同じ。）により当該河川が氾濫した場合に浸

水が想定される区域を洪水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十条第二項又は第十三条第一項の規定により指定した河川 

二 特定都市河川浸水被害対策法（平成十五年法律第七十七号）第三条第一項の規定により

指定した河川 
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三 前二号に掲げるもののほか、河川法第九条第二項に規定する指定区間外の一級河川のう

ち洪水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基準に該当するも

の 

２ 都道府県知事は、次に掲げる河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又

は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定める

ところにより、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域

を洪水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定した河川 

二 特定都市河川浸水被害対策法第三条第四項から第六項までの規定により指定した河川 

三 前二号に掲げるもののほか、河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川又は

同法第五条第一項に規定する二級河川のうち洪水による災害の発生を警戒すべきものとし

て国土交通省令で定める基準に該当するもの 

３ 前二項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土

交通省令で定める事項を明らかにしてするものとする。 

４ 国土交通大臣又は都道府県知事は、第一項又は第二項の規定による指定をしたときは、

国土交通省令で定めるところにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するととも

に、関係市町村の長に通知しなければならない。 

５ 前二項の規定は、第一項又は第二項の規定による指定の変更について準用する。 

（雨水出水浸水想定区域） 

第十四条の二 都道府県知事は、当該都道府県が管理する次に掲げる排水施設について、雨

水出水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被

害の軽減を図るため、国土交通省令で定めるところにより、想定最大規模降雨により当該

排水施設に雨水を排除できなくなつた場合又は当該排水施設（第一号に掲げる排水施設に

あつては、第十三条の二第一項の規定による指定に係るポンプ施設又は貯留施設に接続す

る排水施設を含む。）から河川その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排除できなくな

つた場合に浸水が想定される区域を雨水出水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十三条の二第一項の規定による指定に係る排水施設 

二 下水道法第二十五条の二に規定する浸水被害対策区域内に存する公共下水道等の排水施

設 

三 特定都市河川浸水被害対策法第三条第三項の規定により指定され、又は同条第四項、同

条第五項において準用する同条第三項若しくは同条第六項の規定により指定した特定都市

河川流域内に存する公共下水道等の排水施設 

四 前三号に掲げるもののほか、雨水出水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交
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通省令で定める基準に該当する公共下水道等の排水施設 

２ 市町村長は、当該市町村が管理する次に掲げる排水施設について、雨水出水時の円滑か

つ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るた

め、国土交通省令で定めるところにより、想定最大規模降雨により当該排水施設に雨水を

排除できなくなつた場合又は当該排水施設（第一号に掲げる排水施設にあつては、第十三

条の二第二項の規定による指定に係るポンプ施設又は貯留施設に接続する排水施設を含

む。）から河川その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排除できなくなつた場合に浸水

が想定される区域を雨水出水浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十三条の二第二項の規定による指定に係る排水施設 

二 下水道法第二十五条の二に規定する浸水被害対策区域内に存する公共下水道等の排水施

設 

三 特定都市河川浸水被害対策法第三条第三項（同条第五項において準用する場合を含む。）

及び第四項から第六項までの規定により指定された特定都市河川流域内に存する公共下水

道等の排水施設 

四 前三号に掲げるもののほか、雨水出水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交

通省令で定める基準に該当する公共下水道等の排水施設 

３ 前二項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土

交通省令で定める事項を明らかにしてするものとする。 

４ 都道府県知事又は市町村長は、第一項又は第二項の規定による指定をしたときは、国土

交通省令で定めるところにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するとともに、

都道府県知事にあつては、関係市町村の長に通知しなければならない。 

５ 前二項の規定は、第一項又は第二項の規定による指定の変更について準用する。 

（高潮浸水想定区域） 

第十四条の三 都道府県知事は、次に掲げる海岸について、高潮時の円滑かつ迅速な避難を

確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省

令で定めるところにより、想定し得る最大規模の高潮であつて国土交通大臣が定める基準

に該当するものにより当該海岸について高潮による氾濫が発生した場合に浸水が想定され

る区域を高潮浸水想定区域として指定するものとする。 

一 第十三条の三の規定により指定した海岸 

二 前号に掲げるもののほか、当該都道府県の区域内に存する海岸のうち高潮による災害の

発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基準に該当するもの 

２ 前項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土交

通省令で定める事項を明らかにしてするものとする。 
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３ 都道府県知事は、第一項の規定による指定をしたときは、国土交通省令で定めるところ

により、前項の国土交通省令で定める事項を公表するとともに、関係市町村の長に通知し

なければならない。 

４ 前二項の規定は、第一項の規定による指定の変更について準用する。 

（浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置） 

第十五条 市町村防災会議（災害対策基本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議をい

い、これを設置しない市町村にあつては、当該市町村の長とする。次項において同じ。）

は、第十四条第一項若しくは第二項の規定による洪水浸水想定区域の指定、第十四条の二

第一項若しくは第二項の規定による雨水出水浸水想定区域の指定又は前条第一項の規定に

よる高潮浸水想定区域の指定があつたときは、市町村地域防災計画（同法第四十二条第一

項に規定する市町村地域防災計画をいう。以下同じ。）において、少なくとも当該洪水浸

水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域ごとに、次に掲げる事項につい

て定めるものとする。ただし、第四号ハに掲げる施設について同号に掲げる事項を定める

のは、当該施設の所有者又は管理者からの申出があつた場合に限る。 

一 洪水予報等（第十条第一項若しくは第二項又は第十一条第一項の規定により気象庁長官、

国土交通大臣及び気象庁長官又は都道府県知事及び気象庁長官が行う予報、第十三条第一

項若しくは第二項、第十三条の二又は第十三条の三の規定により国土交通大臣、都道府県

知事又は市町村長が通知し又は周知する情報その他人的災害を生ずるおそれがある洪水、

雨水出水又は高潮に関する情報をいう。次項において同じ。）の伝達方法 

二 避難施設その他の避難場所及び避難路その他の避難経路に関する事項 

三 災害対策基本法第四十八条第一項の防災訓練として市町村長が行う洪水、雨水出水又は

高潮に係る避難訓練の実施に関する事項 

四 浸水想定区域（洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域をいう。

第三項において同じ。）内に次に掲げる施設がある場合にあつては、これらの施設の名称

及び所在地 

イ 地下街等（地下街その他地下に設けられた不特定かつ多数の者が利用する施設（地下に

建設が予定されている施設又は地下に建設中の施設であつて、不特定かつ多数の者が利用

すると見込まれるものを含む。）をいう。次条において同じ。）でその利用者の洪水時、

雨水出水時又は高潮時（以下「洪水時等」という。）の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪

水時等の浸水の防止を図る必要があると認められるもの 

ロ 要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配慮を要

する者が利用する施設をいう。第十五条の三において同じ。）でその利用者の洪水時等の

円滑かつ迅速な避難の確保を図る必要があると認められるもの 
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ハ 大規模な工場その他の施設（イ又はロに掲げるものを除く。）であつて国土交通省令で

定める基準を参酌して市町村の条例で定める用途及び規模に該当するもの（第十五条の四

において「大規模工場等」という。）でその洪水時等の浸水の防止を図る必要があると認

められるもの 

五 その他洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な事項 

２ 市町村防災会議は、前項の規定により市町村地域防災計画において同項第四号に掲げる

事項を定めるときは、当該市町村地域防災計画において、次の各号に掲げる施設の区分に

応じ、当該各号に定める者への洪水予報等の伝達方法を定めるものとする。 

一 前項第四号イに掲げる施設（地下に建設が予定されている施設及び地下に建設中の施設

を除く。） 当該施設の所有者又は管理者及び次条第九項に規定する自衛水防組織の構成

員 

二 前項第四号ロに掲げる施設 当該施設の所有者又は管理者（第十五条の三第七項の規定

により自衛水防組織が置かれたときは、当該施設の所有者又は管理者及び当該自衛水防組

織の構成員） 

三 前項第四号ハに掲げる施設 当該施設の所有者又は管理者（第十五条の四第一項の規定

により自衛水防組織が置かれたときは、当該施設の所有者又は管理者及び当該自衛水防組

織の構成員） 

３ 浸水想定区域をその区域に含む市町村の長は、国土交通省令で定めるところにより、市

町村地域防災計画において定められた第一項各号に掲げる事項を住民、滞在者その他の者

（第十五条の十一において「住民等」という。）に周知させるため、これらの事項（次の

各号に掲げる区域をその区域に含む市町村にあつては、それぞれ当該各号に定める事項を

含む。）を記載した印刷物の配布その他の必要な措置を講じなければならない。 

一 土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成十二年法律第

五十七号）第七条第一項の土砂災害警戒区域 同法第八条第三項に規定する事項 

二 津波防災地域づくりに関する法律第五十三条第一項の津波災害警戒区域 同法第五十五

条に規定する事項 

（地下街等の利用者の避難の確保及び浸水の防止のための措置に関する計画の作成等） 

第十五条の二 前条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定めら

れた地下街等の所有者又は管理者は、単独で又は共同して、国土交通省令で定めるところ

により、当該地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸

水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成しなければならない。 

２ 前項の地下街等の所有者又は管理者は、同項に規定する計画を作成しようとする場合に

おいて、当該地下街等と連続する施設であつてその配置その他の状況に照らし当該地下街
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等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保に著しい支障を及ぼすおそれのあるも

のがあるときは、あらかじめ、当該施設の所有者又は管理者の意見を聴くよう努めるもの

とする。 

３ 第一項の地下街等の所有者又は管理者は、同項に規定する計画を作成したときは、遅滞

なく、これを市町村長に報告するとともに、公表しなければならない。 

４ 前二項の規定は、第一項に規定する計画の変更について準用する。 

５ 市町村長は、第一項の地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪

水時等の浸水の防止を図るため必要があると認めるときは、前条第一項の規定により市町

村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた連続する二以上の地下街等の所有者又

は管理者に対し、第一項に規定する計画を共同して作成するよう勧告をすることができる。 

６ 市町村長は、第一項の地下街等の所有者又は管理者が同項に規定する計画を作成してい

ない場合において、当該地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪

水時等の浸水の防止を図るため必要があると認めるときは、当該地下街等の所有者又は管

理者に対し、必要な指示をすることができる。 

７ 市町村長は、前項の規定による指示を受けた第一項の地下街等の所有者又は管理者が、

正当な理由がなく、その指示に従わなかつたときは、その旨を公表することができる。 

８ 第一項の地下街等（地下に建設が予定されている施設及び地下に建設中の施設を除く。

以下この条において同じ。）の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるところ

により、同項の地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の

浸水の防止のための訓練を行わなければならない。 

９ 第一項の地下街等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、同項の

地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を行

う自衛水防組織を置かなければならない。 

１０ 第一項の地下街等の所有者又は管理者は、前項の規定により自衛水防組織を置いたと

きは、遅滞なく、当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事項を市町村

長に報告しなければならない。当該事項を変更したときも、同様とする。 

（要配慮者利用施設の利用者の避難の確保のための措置に関する計画の作成等） 

第十五条の三 第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定

められた要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、

当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要

な訓練その他の措置に関する計画を作成しなければならない。 

２ 前項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項の規定による計画を作成したとき

は、遅滞なく、これを市町村長に報告しなければならない。これを変更したときも、同様
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とする。 

３ 市町村長は、第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者が同項に規定する計画を作

成していない場合において、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な

避難の確保を図るため必要があると認めるときは、当該要配慮者利用施設の所有者又は管

理者に対し、必要な指示をすることができる。 

４ 市町村長は、前項の規定による指示を受けた第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管

理者が、正当な理由がなく、その指示に従わなかつたときは、その旨を公表することがで

きる。 

５ 第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるところ

により、同項の要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保のため

の訓練を行うとともに、その結果を市町村長に報告しなければならない。 

６ 市町村長は、第二項又は前項の規定により報告を受けたときは、第一項の要配慮者利用

施設の所有者又は管理者に対し、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅

速な避難の確保を図るために必要な助言又は勧告をすることができる。 

７ 第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、

同項の要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を行う自衛水防

組織を置くよう努めなければならない。 

８ 第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、前項の規定により自衛水防組織を置

いたときは、遅滞なく、当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事項を

市町村長に報告しなければならない。当該事項を変更したときも、同様とする。 

（大規模工場等における浸水の防止のための措置に関する計画の作成等） 

第十五条の四 第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定

められた大規模工場等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該

大規模工場等の洪水時等の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画

を作成するとともに、当該計画で定めるところにより当該大規模工場等の洪水時等の浸水

の防止のための訓練を実施するほか、当該大規模工場等の洪水時等の浸水の防止を行う自

衛水防組織を置くよう努めなければならない。 

２ 前項の大規模工場等の所有者又は管理者は、同項の規定による計画を作成し、又は自衛

水防組織を置いたときは、遅滞なく、当該計画又は当該自衛水防組織の構成員その他の国

土交通省令で定める事項を市町村長に報告しなければならない。当該計画又は当該事項を

変更したときも、同様とする。 

（市町村防災会議の協議会が設置されている場合の準用） 

第十五条の五 第十五条から前条までの規定は、災害対策基本法第十七条第一項の規定によ
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り水災による被害の軽減を図るため市町村防災会議の協議会が設置されている場合につい

て準用する。この場合において、第十五条第一項中「市町村防災会議（災害対策基本法第

十六条第一項に規定する市町村防災会議をいい、これを設置しない市町村にあつては、当

該市町村の長とする」とあるのは「市町村防災会議の協議会（災害対策基本法第十七条第

一項に規定する市町村防災会議の協議会をいう」と、「市町村地域防災計画（同法第四十

二条第一項に規定する市町村地域防災計画をいう」とあるのは「市町村相互間地域防災計

画（同法第四十四条第一項に規定する市町村相互間地域防災計画をいう」と、同条第二項

中「市町村防災会議」とあるのは「市町村防災会議の協議会」と、同項、同条第三項、第

十五条の二第一項及び第五項、第十五条の三第一項並びに前条第一項中「市町村地域防災

計画」とあるのは「市町村相互間地域防災計画」と読み替えるものとする。 

（浸水被害軽減地区の指定等） 

第十五条の六 水防管理者は、洪水浸水想定区域（当該区域に隣接し、又は近接する区域を

含み、河川区域（河川法第六条第一項に規定する河川区域をいう。）を除く。）内で輪中

堤防その他の帯状の盛土構造物が存する土地（その状況がこれに類するものとして国土交

通省令で定める土地を含む。）の区域であつて浸水の拡大を抑制する効用があると認めら

れるものを浸水被害軽減地区として指定することができる。 

２ 水防管理者は、前項の規定による指定をしようとするときは、あらかじめ、当該指定を

しようとする区域をその区域に含む市町村の長の意見を聴くとともに、当該指定をしよう

とする区域内の土地の所有者の同意を得なければならない。 

３ 水防管理者は、第一項の規定による指定をするときは、国土交通省令で定めるところに

より、当該浸水被害軽減地区を公示するとともに、その旨を当該浸水被害軽減地区をその

区域に含む市町村の長及び当該浸水被害軽減地区内の土地の所有者に通知しなければなら

ない。 

４ 第一項の規定による指定は、前項の規定による公示によつてその効力を生ずる。 

５ 前三項の規定は、第一項の規定による指定の解除について準用する。 

（標識の設置等） 

第十五条の七 水防管理者は、前条第一項の規定により浸水被害軽減地区を指定したときは、

国土交通省令で定める基準を参酌して、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害

予防組合にあつては組合会の議決で定めるところにより、浸水被害軽減地区の区域内に、

浸水被害軽減地区である旨を表示した標識を設けなければならない。 

２ 浸水被害軽減地区内の土地の所有者、管理者又は占有者は、正当な理由がない限り、前

項の標識の設置を拒み、又は妨げてはならない。 

３ 何人も、第一項の規定により設けられた標識を水防管理者の承諾を得ないで移転し、若
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しくは除却し、又は汚損し、若しくは損壊してはならない。 

４ 水防管理団体は、第一項の規定による行為により損失を受けた者に対して、時価により

その損失を補償しなければならない。 

（行為の届出等） 

第十五条の八 浸水被害軽減地区内の土地において土地の掘削、盛土又は切土その他土地の

形状を変更する行為をしようとする者は、当該行為に着手する日の三十日前までに、国土

交通省令で定めるところにより、行為の種類、場所、設計又は施行方法、着手予定日その

他国土交通省令で定める事項を水防管理者に届け出なければならない。ただし、通常の管

理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの及び非常災害のため必要な応急措置

として行う行為については、この限りでない。 

２ 水防管理者は、前項の規定による届出を受けたときは、国土交通省令で定めるところに

より、当該届出の内容を、当該浸水被害軽減地区をその区域に含む市町村の長に通知しな

ければならない。 

３ 水防管理者は、第一項の規定による届出があつた場合において、当該浸水被害軽減地区

が有する浸水の拡大を抑制する効用を保全するため必要があると認めるときは、当該届出

をした者に対して、必要な助言又は勧告をすることができる。 

（大規模氾濫減災協議会） 

第十五条の九 国土交通大臣は、第十条第二項又は第十三条第一項の規定により指定した河

川について、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減に

資する取組を総合的かつ一体的に推進するために必要な協議を行うための協議会（以下こ

の条において「大規模氾濫減災協議会」という。）を組織するものとする。 

２ 大規模氾濫減災協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。 

一 国土交通大臣 

二 当該河川の存する都道府県の知事 

三 当該河川の存する市町村の長 

四 当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者 

五 当該河川の河川管理者 

六 当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する管区気象台長、沖縄気象台長又は地方

気象台長 

七 第三号の市町村に隣接する市町村の長その他の国土交通大臣が必要と認める者 

３ 大規模氾濫減災協議会において協議が調つた事項については、大規模氾濫減災協議会の

構成員は、その協議の結果を尊重しなければならない。 

４ 前三項に定めるもののほか、大規模氾濫減災協議会の運営に関し必要な事項は、大規模
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氾濫減災協議会が定める。 

（都道府県大規模氾濫減災協議会） 

第十五条の十 都道府県知事は、第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定した

河川について、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽減

に資する取組を総合的かつ一体的に推進するために必要な協議を行うための協議会（以下

この条において「都道府県大規模氾濫減災協議会」という。）を組織することができる。 

２ 都道府県大規模氾濫減災協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。 

一 当該都道府県知事 

二 当該河川の存する市町村の長 

三 当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者 

四 当該河川の河川管理者 

五 当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する管区気象台長、沖縄気象台長又は地方

気象台長 

六 第二号の市町村に隣接する市町村の長その他の当該都道府県知事が必要と認める者 

３ 前条第三項及び第四項の規定は、都道府県大規模氾濫減災協議会について準用する。こ

の場合において、同項中「前三項」とあるのは、「次条第一項及び第二項並びに同条第三

項において準用する前項」と読み替えるものとする。 

（予想される水災の危険の周知等） 

第十五条の十一 市町村長は、当該市町村の区域内に存する河川（第十条第二項、第十一条

第一項又は第十三条第一項若しくは第二項の規定により指定された河川を除く。）のうち、

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保することが特に必要と認める河川について、過去の降

雨により当該河川が氾濫した際に浸水した地点、その水深その他の状況を把握するよう努

めるとともに、これを把握したときは、当該河川において予想される水災の危険を住民等

に周知させなければならない。 

（河川管理者の援助等） 

第十五条の十二 河川管理者は、第十五条の六第一項の規定により浸水被害軽減地区の指定

をしようとする水防管理者及び前条の規定により浸水した地点、その水深その他の状況を

把握しようとする市町村長に対し、必要な情報提供、助言その他の援助を行うものとする。 

２ 河川管理者は、前項の規定による援助を行うため必要があると認めるときは、河川法第

五十八条の八第一項の規定により指定した河川協力団体に必要な協力を要請することがで

きる。 

（水防警報） 

第十六条 国土交通大臣は、洪水、津波又は高潮により国民経済上重大な損害を生ずるおそ
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れがあると認めて指定した河川、湖沼又は海岸について、都道府県知事は、国土交通大臣

が指定した河川、湖沼又は海岸以外の河川、湖沼又は海岸で洪水、津波又は高潮により相

当な損害を生ずるおそれがあると認めて指定したものについて、水防警報をしなければな

らない。 

２ 国土交通大臣は、前項の規定により水防警報をしたときは、直ちにその警報事項を関係

都道府県知事に通知しなければならない。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定により水防警報をしたとき、又は前項の規定により通知

を受けたときは、都道府県の水防計画で定めるところにより、直ちにその警報事項又はそ

の受けた通知に係る事項を関係水防管理者その他水防に関係のある機関に通知しなければ

ならない。 

４ 国土交通大臣又は都道府県知事は、第一項の規定により河川、湖沼又は海岸を指定した

ときは、その旨を公示しなければならない。 

（水防団及び消防機関の出動） 

第十七条 水防管理者は、水防警報が発せられたとき、水位が警戒水位に達したときその他

水防上必要があると認めるときは、都道府県の水防計画で定めるところにより、水防団及

び消防機関を出動させ、又は出動の準備をさせなければならない。 

（優先通行） 

第十八条 都道府県知事の定める標識を有する車両が水防のため出動するときは、車両及び

歩行者は、これに進路を譲らなければならない。 

（緊急通行） 

第十九条 水防団長、水防団員及び消防機関に属する者並びに水防管理者から委任を受けた

者は、水防上緊急の必要がある場所に赴くときは、一般交通の用に供しない通路又は公共

の用に供しない空地及び水面を通行することができる。 

２ 水防管理団体は、前項の規定により損失を受けた者に対し、時価によりその損失を補償

しなければならない。 

（水防信号） 

第二十条 都道府県知事は、水防に用いる信号を定めなければならない。 

２ 何人も、みだりに前項の水防信号又はこれに類似する信号を使用してはならない。 

（警戒区域） 

第二十一条 水防上緊急の必要がある場所においては、水防団長、水防団員又は消防機関に

属する者は、警戒区域を設定し、水防関係者以外の者に対して、その区域への立入りを禁

止し、若しくは制限し、又はその区域からの退去を命ずることができる。 

２ 前項の場所においては、水防団長、水防団員若しくは消防機関に属する者がいないとき、
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又はこれらの者の要求があつたときは、警察官は、同項に規定する者の職権を行うことが

できる。 

（警察官の援助の要求） 

第二十二条 水防管理者は、水防のため必要があると認めるときは、警察署長に対して、警

察官の出動を求めることができる。 

（応援） 

第二十三条 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者は、他の水防管理者又は市町

村長若しくは消防長に対して応援を求めることができる。応援を求められた者は、できる

限りその求めに応じなければならない。 

２ 応援のため派遣された者は、水防については応援を求めた水防管理者の所轄の下に行動

するものとする。 

３ 第一項の規定による応援のために要する費用は、当該応援を求めた水防管理団体が負担

するものとする。 

４ 前項の規定により負担する費用の額及び負担の方法は、当該応援を求めた水防管理団体

と当該応援を求められた水防管理団体又は市町村とが協議して定める。 

（居住者等の水防義務） 

第二十四条 水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、水防のためやむを得ない必要があ

るときは、当該水防管理団体の区域内に居住する者、又は水防の現場にある者をして水防

に従事させることができる。 

（決壊の通報） 

第二十五条 水防に際し、堤防その他の施設が決壊したときは、水防管理者、水防団長、消

防機関の長又は水防協力団体の代表者は、直ちにこれを関係者に通報しなければならない。 

（決壊後の処置） 

第二十六条 堤防その他の施設が決壊したときにおいても、水防管理者、水防団長、消防機

関の長及び水防協力団体の代表者は、できる限りはん濫による被害が拡大しないように努

めなければならない。 

（水防通信） 

第二十七条 何人も、水防上緊急を要する通信が最も迅速に行われるように協力しなければ

ならない。 

２ 国土交通大臣、都道府県知事、水防管理者、水防団長、消防機関の長又はこれらの者の

命を受けた者は、水防上緊急を要する通信のために、電気通信事業法（昭和五十九年法律

第八十六号）第二条第五号に規定する電気通信事業者がその事業の用に供する電気通信設

備を優先的に利用し、又は警察通信施設、気象官署通信施設、鉄道通信施設、電気事業通
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信施設その他の専用通信施設を使用することができる。 

（公用負担） 

第二十八条 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者、水防団長又は消防機関の長

は、水防の現場において、必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、

若しくは収用し、車両その他の運搬用機器若しくは排水用機器を使用し、又は工作物その

他の障害物を処分することができる。 

２ 前項に規定する場合において、水防管理者から委任を受けた者は、水防の現場において、

必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、又は車両その他の運搬用機

器若しくは排水用機器を使用することができる。 

３ 水防管理団体は、前二項の規定により損失を受けた者に対し、時価によりその損失を補

償しなければならない。 

（立退きの指示） 

第二十九条 洪水、雨水出水、津波又は高潮によつて氾濫による著しい危険が切迫している

と認められるときは、都道府県知事、その命を受けた都道府県の職員又は水防管理者は、

必要と認める区域の居住者、滞在者その他の者に対し、避難のため立ち退くべきことを指

示することができる。水防管理者が指示をする場合においては、当該区域を管轄する警察

署長にその旨を通知しなければならない。 

（知事の指示） 

第三十条 水防上緊急を要するときは、都道府県知事は、水防管理者、水防団長又は消防機

関の長に対して指示をすることができる。 

（重要河川における国土交通大臣の指示） 

第三十一条 二以上の都府県に関係がある河川で、公共の安全を保持するため特に重要なも

のの水防上緊急を要するときは、国土交通大臣は、都道府県知事、水防管理者、水防団長

又は消防機関の長に対して指示をすることができる。 

（特定緊急水防活動） 

第三十二条 国土交通大臣は、洪水、雨水出水、津波又は高潮による著しく激甚な災害が発

生した場合において、水防上緊急を要すると認めるときは、次に掲げる水防活動（以下こ

の条及び第四十三条の二において「特定緊急水防活動」という。）を行うことができる。 

一 当該災害の発生に伴い浸入した水の排除 

二 高度の機械力又は高度の専門的知識及び技術を要する水防活動として政令で定めるもの 

２ 国土交通大臣は、前項の規定により特定緊急水防活動を行おうとするときは、あらかじ

め、当該特定緊急水防活動を行おうとする場所に係る水防管理者にその旨を通知しなけれ

ばならない。特定緊急水防活動を終了しようとするときも、同様とする。 
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３ 第一項の規定により国土交通大臣が特定緊急水防活動を行う場合における第十九条、第

二十一条、第二十二条、第二十五条、第二十六条及び第二十八条の規定の適用については、

第十九条第一項中「水防団長、水防団員及び消防機関に属する者並びに水防管理者から委

任を受けた者」とあり、第二十一条第一項中「水防団長、水防団員又は消防機関に属する

者」とあり、及び同条第二項中「水防団長、水防団員若しくは消防機関に属する者」とあ

るのは「国土交通省の職員」と、第十九条第二項及び第二十八条第三項中「水防管理団体」

とあるのは「国」と、第二十二条中「水防管理者」とあり、第二十五条中「水防管理者、

水防団長、消防機関の長又は水防協力団体の代表者」とあり、第二十六条中「水防管理者、

水防団長、消防機関の長及び水防協力団体の代表者」とあり、及び第二十八条第一項中「水

防管理者、水防団長又は消防機関の長」とあるのは「国土交通大臣」とする。 

（水防訓練） 

第三十二条の二 指定管理団体は、毎年、水防団、消防機関及び水防協力団体の水防訓練を

行わなければならない。 

２ 指定管理団体以外の水防管理団体は、毎年、水防団、消防機関及び水防協力団体の水防

訓練を行うよう努めなければならない。 

（津波避難訓練への参加） 

第三十二条の三 津波防災地域づくりに関する法律第五十三条第一項の津波災害警戒区域に

係る水防団、消防機関及び水防協力団体は、同法第五十四条第一項第三号に規定する津波

避難訓練が行われるときは、これに参加しなければならない。 

第四章 指定水防管理団体 

（水防計画） 

第三十三条 指定管理団体の水防管理者は、都道府県の水防計画に応じた水防計画を定め、

及び毎年水防計画に検討を加え、必要があると認めるときは、これを変更しなければなら

ない。 

２ 指定管理団体の水防管理者は、前項の規定により水防計画を定め、又は変更しようとす

るときは、あらかじめ、水防協議会（次条第一項に規定する水防協議会をいう。以下この

項において同じ。）を設置する指定管理団体にあつては当該水防協議会、水防協議会を設

置せず、かつ、災害対策基本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議を設置する市町

村である指定管理団体にあつては当該市町村防災会議に諮らなければならない。 

３ 指定管理団体の水防管理者は、第一項の規定により水防計画を定め、又は変更したとき

は、その要旨を公表するよう努めるとともに、遅滞なく、水防計画を都道府県知事に届け

出なければならない。 

４ 第七条第二項から第四項までの規定は、指定管理団体の水防計画について準用する。 
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（水防協議会） 

第三十四条 指定管理団体の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるため、

指定管理団体に水防協議会を置くことができる。ただし、水防事務組合及び水害予防組合

については、これらに水防協議会を置くものとする。 

２ 指定管理団体の水防協議会は、水防に関し関係機関に対して意見を述べることができる。 

３ 指定管理団体の水防協議会は、会長及び委員をもつて組織する。 

４ 会長は、指定管理団体の水防管理者をもつて充てる。委員は、関係行政機関の職員並び

に水防に関係のある団体の代表者及び学識経験のある者のうちから指定管理団体の水防管

理者が命じ、又は委嘱する。 

５ 前各項に定めるもののほか、指定管理団体の水防協議会に関し必要な事項は、市町村又

は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定める。 

（水防団員の定員の基準） 

第三十五条 都道府県は、条例で、指定管理団体の水防団員の定員の基準を定めることがで

きる。 

第五章 水防協力団体 

（水防協力団体の指定） 

第三十六条 水防管理者は、次条に規定する業務を適正かつ確実に行うことができると認め

られる法人その他これに準ずるものとして国土交通省令で定める団体を、その申請により、

水防協力団体として指定することができる。 

２ 水防管理者は、前項の規定による指定をしたときは、当該水防協力団体の名称、住所及

び事務所の所在地を公示しなければならない。 

３ 水防協力団体は、その名称、住所又は事務所の所在地を変更しようとするときは、あら

かじめ、その旨を水防管理者に届け出なければならない。 

４ 水防管理者は、前項の規定による届出があつたときは、当該届出に係る事項を公示しな

ければならない。 

（水防協力団体の業務） 

第三十七条 水防協力団体は、次に掲げる業務を行うものとする。 

一 水防団又は消防機関が行う水防上必要な監視、警戒その他の水防活動に協力すること。 

二 水防に必要な器具、資材又は設備を保管し、及び提供すること。 

三 水防に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。 

四 水防に関する調査研究を行うこと。 

五 水防に関する知識の普及及び啓発を行うこと。 

六 前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 
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（水防団等との連携） 

第三十八条 水防協力団体は、水防団及び水防を行う消防機関との密接な連携の下に前条第

一号に掲げる業務を行わなければならない。 

（監督等） 

第三十九条 水防管理者は、第三十七条各号に掲げる業務の適正かつ確実な実施を確保する

ため必要があると認めるときは、水防協力団体に対し、その業務に関し報告をさせること

ができる。 

２ 水防管理者は、水防協力団体が第三十七条各号に掲げる業務を適正かつ確実に実施して

いないと認めるときは、水防協力団体に対し、その業務の運営の改善に関し必要な措置を

講ずべきことを命ずることができる。 

３ 水防管理者は、水防協力団体が前項の規定による命令に違反したときは、その指定を取

り消すことができる。 

４ 水防管理者は、前項の規定により指定を取り消したときは、その旨を公示しなければな

らない。 

（情報の提供等） 

第四十条 国、都道府県及び水防管理団体は、水防協力団体に対し、その業務の実施に関し

必要な情報の提供又は指導若しくは助言をするものとする。 

第六章 費用の負担及び補助 

（水防管理団体の費用負担） 

第四十一条 水防管理団体の水防に要する費用は、当該水防管理団体が負担するものとする。 

（利益を受ける市町村の費用負担） 

第四十二条 水防管理団体の水防によつて当該水防管理団体の区域の関係市町村以外の市町

村が著しく利益を受けるときは、前条の規定にかかわらず、当該水防に要する費用の一部

は、当該水防により著しく利益を受ける市町村が負担するものとする。 

２ 前項の規定により負担する費用の額及び負担の方法は、当該水防を行う水防管理団体と

当該水防により著しく利益を受ける市町村とが協議して定める。 

３ 前項の規定による協議が成立しないときは、水防管理団体又は市町村は、その区域の属

する都道府県の知事にあつせんを申請することができる。 

４ 都道府県知事は、前項の規定による申請に基づいてあつせんをしようとする場合におい

て、当事者のうちにその区域が他の都府県に属する水防管理団体又は市町村があるときは、

当該他の都府県の知事と協議しなければならない。 

（都道府県の費用負担） 

第四十三条 この法律の規定により都道府県が処理することとされている事務に要する費用
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は、当該都道府県の負担とする。 

（国の費用負担） 

第四十三条の二 第三十二条第一項の規定により国土交通大臣が行う特定緊急水防活動に要

する費用は、国の負担とする。 

（費用の補助） 

第四十四条 都道府県は、第四十一条の規定により水防管理団体が負担する費用について、

当該水防管理団体に対して補助することができる。 

２ 国は、前項の規定により都道府県が水防管理団体に対して補助するときは、当該補助金

額のうち、二以上の都府県の区域にわたる河川又は流域面積が大きい河川で洪水による国

民経済に与える影響が重大なものの政令で定める水防施設の設置に係る金額の二分の一以

内を、予算の範囲内において、当該都道府県に対して補助することができる。 

３ 前項の規定により国が都道府県に対して補助する金額は、当該水防施設の設置に要する

費用の三分の一に相当する額以内とする。 

第七章 雑則 

（第二十四条の規定により水防に従事した者に対する災害補償） 

第四十五条 第二十四条の規定により水防に従事した者が水防に従事したことにより死亡し、

負傷し、若しくは病気にかかり、又は水防に従事したことによる負傷若しくは病気により

死亡し、若しくは障害の状態となつたときは、当該水防管理団体は、政令で定める基準に

従い、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決

で定めるところにより、その者又はその者の遺族がこれらの原因によつて受ける損害を補

償しなければならない。 

（表彰） 

第四十六条 国土交通大臣は、水防管理者の所轄の下に水防に従事した者で当該水防に関し

著しい功労があると認められるものに対し、国土交通省令で定めるところにより、表彰を

行うことができる。 

（報告） 

第四十七条 国土交通大臣及び消防庁長官は、都道府県又は水防管理団体に対し、水防に関

し必要な報告をさせることができる。 

２ 都道府県知事は、都道府県の区域内における水防管理団体に対し、水防に関し必要な報

告をさせることができる。 

（勧告及び助言） 

第四十八条 国土交通大臣は都道府県又は水防管理団体に対し、都道府県知事は都道府県の

区域内における水防管理団体に対し、水防に関し必要な勧告又は助言をすることができる。 
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（資料の提出及び立入り） 

第四十九条 都道府県知事又は水防管理者は、水防計画を作成するために必要があると認め

るときは、関係者に対して資料の提出を命じ、又は当該職員、水防団長、水防団員若しく

は消防機関に属する者をして必要な土地に立ち入らせることができる。 

２ 都道府県の職員、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者は、前項の規定により必

要な土地に立ち入る場合においては、その身分を示す証票を携帯し、関係人の請求があつ

たときは、これを提示しなければならない。 

（消防事務との調整） 

第五十条 水防管理者は、水防事務と水防事務以外の消防事務とが競合する場合の措置につ

いて、あらかじめ市町村長と協議しておかなければならない。 

（権限の委任） 

第五十一条 この法律に規定する国土交通大臣の権限は、国土交通省令で定めるところによ

り、その一部を地方整備局長又は北海道開発局長に委任することができる。 

第八章 罰則 

第五十二条 みだりに水防管理団体の管理する水防の用に供する器具、資材又は設備を損壊

し、又は撤去した者は、三年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に処する。 

２ 前項の者には、情状により懲役及び罰金を併科することができる。 

第五十三条 刑法（明治四十年法律第四十五号）第百二十一条の規定の適用がある場合を除

き、第二十一条の規定による立入りの禁止若しくは制限又は退去の命令に従わなかつた者

は、六月以下の懲役又は三十万円以下の罰金に処する。 

第五十四条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。 

一 第十五条の七第三項の規定に違反した者 

二 第十五条の八第一項の規定に違反して、届出をしないで、又は虚偽の届出をして、同項

本文に規定する行為をした者 

第五十五条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金又は拘留に処する。 

一 みだりに水防管理団体の管理する水防の用に供する器具、資材又は設備を使用し、又は

その正当な使用を妨げた者 

二 第二十条第二項の規定に違反した者 

三 第四十九条第一項の規定による資料を提出せず、若しくは虚偽の資料を提出し、又は同

項の規定による立入りを拒み、妨げ、若しくは忌避した者 

附 則 

１ この法律は、公布の日から起算して六十日を経過した日から施行する。 

（附則 省略） 
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江 戸 川 水 防 事 務 組 合 

水 防 計 画 
 

    昭和５６年 ８月３１日 
修正  昭和５８年 ２月 ７日 
修正  昭和５９年 ９月 １日 
修正  昭和６０年 ７月１５日 
修正  昭和６１年 ７月２１日 
修正  昭和６２年 ７月 １日 
修正  昭和６３年 ６月１４日 
修正  平成 元年 ６月２０日 
修正  平成 ２年 ７月 ６日 
修正  平成 ３年 ７月１０日 
修正  平成 ４年 ９月 １日 
修正  平成 ５年 ６月 １日 
修正  平成 ６年 ６月１５日 
修正  平成 ７年 ７月１８日 
修正  平成 ８年 ８月 ５日 
修正  平成 ９年 ７月２２日 
修正  平成１０年 ６月１９日 
修正  平成１１年 ９月１６日 
修正  平成１２年１０月２６日 
修正  平成１３年 ８月 １日 
修正  平成１４年 ７月２９日 
修正  平成１５年 ８月１９日 
修正  平成１６年 ７月２６日 
修正  平成１７年 ８月１０日 
修正  平成１８年 ８月２８日 
修正  平成１９年 ８月 ２日 

   修正  平成２０年 ８月１９日 

   修正  平成２１年 ８月１１日 

   修正  平成２２年 ８月 ９日 

   修正  平成２３年 ７月２７日 

   修正  平成２４年 ７月１２日 

   修正  平成２５年 ７月 ２日 

   修正  平成２６年 ７月 ２日 

   修正  平成２７年 ７月 ６日 

修正  平成２８年 ７月 ７日 

修正  平成２９年 ７月１０日 

修正  平成３０年 ７月１８日 

修正  令和 元年 ７月 ３日 

修正  令和 ２年 ８月１７日 

修正  令和 ３年 ８月１８日 

修正  令和 ４年 ７月１２日 

     修正  令和 ５年 ７月１１日 

     修正  令和 ６年 ８月２０日 

     修正  令和 ７年 ８月１９日 

事務局 埼玉県三郷市危機管理防災課 


